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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　さらさらさらり、さらさら。

　真夏の夜の光のもと。こんな夜には、淡あわい月光が紗しやのようにしゃらしゃらと流れ落ちる。

　降り注ぐ銀のほのかな粒りゆう子しに彩いろどられて、白はく火びは扇おうぎをかざす。近くて遠い場所にいる人のことを想おもいながら。

　薄うす茶ちやの髪かみが流れて軌き跡せきを描えがく。月粉をまぶしてきらきら煌きらめく。涙なみだがじわりと浮うかんで月が滲にじむ。

　──逢あいたい。










　さらさらさらり、さらさら。

　鴨かも川がわの、川かわ面もに映る大きな月を眺ながめて。こんな夜には風が吹ふきつけて、体内の熱をさらに煽あおる。

　強い決意を瞳ひとみに秘ひめたまま、蒼そう馬まは扇を広げる。今は腕うでの中にいない少女のことを深く想いながら。

　闇やみの中で黒くろ髪かみが躍おどる。着物がはためいて身体からだを押しのけようとする強風に、蒼馬はあえて挑いどみ続ける。燃え盛る決意は風を孕はらんで更さらに強く強く燃え上がる。

　──待っていろ。










　遠く隔へだたれた場所で、ふたりが舞まう。蒼馬が腕を伸のばす。白火がその腕を追うように扇を閃ひらめかせる。

　舞いが重なる。引き裂さかれて互たがいの声は届かず、互いを想い合う。

　ふわりと舞う白火の手首を、煌めく髪の青年が背後から摑つかんで抱だきすくめた。細い手足は抵てい抗こうできない。青年の唇くちびるが、やわらかな肌はだにきつく口づける。

「私を選べ」

「帯たて刀わきさま……」

　白火が当とう惑わくした声をあげた。身に染しみついた伽きや羅らの香こうに、瞳が潤うるむ。

　川も山も強い風が吹き抜ぬける野の分わきの季節。

　時は、少々遡さかのぼる。
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　今年の京の暑さはまた格別だった。

　強い陽ひ射ざしが照りつける油照りの京の一角、柚ゆ木き座ざの館やかたは、いつもと少々様子が違ちがっていた。

　稽けい古この謡うたいや囃子はやしの音が聞こえてくるはずの昼下がりに通用口を潜くぐった白火は、声を張り上げる。夏の陽射しに晒さらされてもうっすらとも焼けない肌はきっと、生まれついてのものなのだろう。長い睫まつげに縁ふち取どられた大きな双そう眸ぼうは、とろりと蕩とろけて固まる寸前の琥こ珀はくの色合いだ。

「こら、天てん輪りん！　そんなに走ったら転ぶぞ！」

　この弟は最近すばしっこさが増して、走り出されると追いかけるのはなかなかに骨が折れる。

「大だい丈じよう夫ぶ～！　白火も早く、早く！　あっち行くの？　こっち？」

　日にち輪りん座ざの子方である天輪は、まだ柚木座には数えるほどしか訪おとずれたことがない。日輪座の借りている住まいとは比べものにならない広さの館に、すっかり興奮して目をきらきらさせている。

　宴えん席せきの余興として貴族の屋や敷しきに呼ばれるときは、こんなふうに好き勝手に歩くこともできないから、それも仕方ないのだろう。なんといってもまだ五歳の子供な上に、好こう奇き心しんの固まりのような子だ。

「お庭、こっちでしょ？　僕、先に行くね！」

　黒すぐりそのもののような大きな目もとなどは、色こそ違えど白火によく似ている。異腹とはいえ、やはり姉弟きようだいだからだろうか。

　天輪のこの目と髪の色は義母譲ゆずりで、白火は少し羨うらやましい。

　未いまだ女の子に間ま違ちがえられることも多い天輪が再び駆かけ出していこうとするのを、白火は慌あわてて右みぎ腕うでで抱かかえこんで引き寄せた。

　汗あせで額に貼はりつく前まえ髪がみを直してやりながら、目を覗のぞきこむ。

「天輪、少し落ち着け。いいか、きちんとご挨あい拶さつできるな？」

　桜能が終わり、柚木座は柚木座の、日輪座は日輪座のそれぞれの生活に戻もどっていった。

　日輪座は小規模ながら貴族の宴席の演だし物に招かれることが増えたし、柚木座には年中びっしり詰つまった興行の予定があるので、今では一いつ緒しよに稽古をすることもあまりない。もともと格が違うのだ。規模も違いすぎるし実力にも開きがある。

　だから、柚木座の離はなれに部屋を与あたえられてそのまま棲すみついている形の白火と違い、その他ほかの日輪座の面々は、柚木座を訪れることはあまりない。

　桜能を縁えんに芸人同士として交流はするようになったけれども、日輪座は分をわきまえている。白火が抜けた形の日輪座には、華はなが足りない。一いち陽ようが主役を張っているものの、今まで白火ひとりの人気に頼たよっていた分、どうやっても役者が足りないのだ。

　華のある若手が台頭してくるまで、あるいは天輪が育つまで。

　日輪座は、生き残る道を模も索さく中だ。一陽の考えのもと、日輪座は地道に興行を重ねている。

　白火は治ち療りようを受けながら、柚木座と日輪座でそれぞれに舞いの指導を受け持っている。実力においてはすでに証明済みだし、教え方はぎこちないが熱心で的確と評判だ。

　今日は暑しよ気き払ばらいにと、蒼馬が日輪座の座員だけではなく、白火のために天輪や朧おぼろも招いていた。

「できる！　日輪座の天輪です、今日は、おねまきいただきありがとうございます、って言うんでしょ？」

　覚えたばかりの挨拶を得意そうに言ってみせる天輪に、白火は吹き出してしまった。

「天輪。また、おねまきになってるぞ」

「おねねき？」

「お招き、だ」

「お、ま、ね、き……お招き……？」

「そう。言えたな。さすがは天輪だ」

　天輪によくわかるようにゆっくり唇を動かしてやると、すなおにそれを見て口を動かす。芸人の中には苦労して貴族並みの教養を身につけ字が書ける者も多いが、大たい抵ていの芸人と同じように、天輪はまだまだこうして口伝で覚える。

「えらい？」

「ああ、えらい。天輪は賢かしこいなあ」

「ふふ」

　小さな頭を撫なぜると、もっと撫なでろと言わんばかりにしがみついてくる。

　ふたりきりの姉弟のせいか、白火はついつい天輪に甘くなってしまう。

「それじゃあ行こうか」

「白火、天輪は俺が」

　白火たちの後ろにいた矢や涼りようが、天輪をひょいっと小こ脇わきに持ち上げた。

　この通り道には侵しん入にゆう者を防ぐために茨いばらがあって、慣れていない者は腕や頰ほおなどを引っかけてしまうのだ。だから白火も走り出す天輪を止めたのだが、白火に輪をかけて無口な矢涼は実力行使だ。普ふ段だんから無ぶ愛あい想そうなせいで子供には怖こわがられることの多い笛方の青年だが、天輪は慣れているので気にしない。

「離せえ～！　矢涼兄にいの馬ば鹿か！」

「天輪……矢涼も、もうちょっとお互い静かに話し合えないのか……？」

　途と端たんに天輪が力いっぱい暴れ出し、白火はおろおろしたまま、どちらの援えん護ごもできなかった。最近、このふたりはなんだかおかしいのだ。その理由を、白火は知らない。

「離せってば～！」

　小さな手足をじたばたさせて暴れる天輪を、横から朧が覗きこむ。漆しつ黒こくの柔やわらかな髪が、ふんわりと天輪の頰をくすぐった。

「じゃあ、あたしと手を繫つないで歩く？　おてて離さないって約束できるわね？　茨が刺ささったら痛くて困るから、ゆっくり歩いてね？」

「うん！　朧姉ねえ！　茨があっても大丈夫だよ、僕が守ってあげるから！」

　矢涼の腕うでから飛び降りた天輪がころっと一転、にこにこと満足そうに朧の手を摑んで歩く姿に、矢涼が小さく唸うなる。

「裏表あり過ぎだろう、お前……」

「一体何があったんだ？」

　白火に訊きかれ、矢涼は苦々しそうに口を閉とざす。

　子供の直感か、最近天輪は矢涼と朧が一緒にいると必ず割りこむし、矢涼に対してのみ妙みように敵てき愾がい心しんを燃やしていたりするのだ。

　子供のやきもちと思えばまだ可愛かわいげもあるが、そろそろ堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる。何せここしばらく、天輪は朧にくっつきっ放しでろくに話もできない。

　──子供のやることに、いちいち反応するのもどうかと思うが……。

　とはいえやはり、五歳児と本気で張り合っているとは、ちょっと言えない矢涼だった。










　柚木座の門構えは立派で、一日中出入りが激しいから開けっ放しになっていることが多いが、白火はその横の小さめの通用口をよく使う。

　柚木座に日輪座と出入りが多いので、いちいち正面玄げん関かんを通ると遠回りになってしまうのだ。

　大きな門は潜るだけでも何となく威い圧あつ感かんがあるような気がするし、通用口から入れば稽けい古こ場ばに面する庭先にすぐ向かうことができるのが便利だった。

　腕の治療のためもあって柚木座に逗とう留りゆうを続けているので、もうすっかり柚木座の館にも慣れた。目を閉じていても歩けるほどの小道を通り抜ぬけ、母屋おもやの縁えん側がわと面した庭先に出ると、縁側に立っていた蒼馬がいちはやく白火に気づいた。

「白火！」

　伸のばし放題の黒くろ髪かみを簡素にまとめ、匂におい立つような男の色いろ香かに溢あふれた美び丈じよう夫ふだ。今朝などは蒸むし暑いからと上半身裸はだかで起き出して来て、それを直視してしまったことを思い出すだけで頰が赤くなる。

　切れ長の双眸が、そんな白火に向かって優やさしく細められた。

「ご苦労だったな。暑かっただろう」

　蒼馬と視線が絡からみ合い、白火はぱっと顔をそらす。

　最近、蒼馬に見つめられるだけですぐに赤くなってしまうので、我ながら変だと思っているし、それを蒼馬に見られたくなかった。耳まで赤くなってしまって、きっとみっともない。

　──何かの病気かな……？

　心臓もちょっとどきどきするから息苦しい。けれど、決して不快ではないのだ。心地ここちよいような気もするし、やっぱり恥はずかしい気もする。よくわからない。

　とはいえ、多た忙ぼうを極きわめる蒼馬と昼間にゆっくり会うのは久しぶりで嬉うれしかった。柚木座の若わか太夫たゆうは相変わらず外出の用事も多くて、あちこちを飛び回っているのだ。

「顔が赤いな。火ほ照てっているのか？　お前は色が白いからすぐわかるな」

　赤くなった理由までは悟さとられていないらしくて、白火はこっそり安あん堵どする。これ以上あれこれ構われて、赤くなるのはごめんだ。

　濃こい青あおの、蕩とろけるような手て触ざわりの単衣ひとえを緩ゆるく纏まとった蒼馬が、悠ゆう然ぜんとくゆらせていた煙管きせるの火をさりげなく落とす。

　最近煙管を吸うことが減っているようだが、ひとりで考え事をするときなどはまだ手放せないらしい。

「大だい丈じよう夫ぶです。遅おそくなりました、蒼馬さま。連れて来ました」

「とりあえず、こっちへ来な。風が通って涼すずしいぞ」

　真昼の一番暑い時間帯だが緑の匂いが濃こく漂ただようのは、庭先に打ち水をしてあるせいだろうか。うだるような暑さの中に、涼やかな空気を胸いっぱい吸いこむとほっとする。

　腰こしを支えるように腕を回され縁側へと迎むかえ入れられて、白火がはにかんだように微笑ほほえみながら天輪に目をやった。

「弟の、天輪です。何度かお目にかかっているとは思いますが」

　草履ぞうりを脱ぬいだ白火を縁側に敷しいた竹たけ茣ご蓙ざの上に座らせ、蒼馬が思い出すように首を捻ひねる。

「何度か見かけてはいるが、実際に話すのは初めてになるかな。よく来たな、天輪。日輪座の小さい若太夫」

「ええと……」

　それまではしゃいでいた天輪が、蒼馬を見るなり、とととっと走って白火の背中に隠かくれてしまった。

　普段なら滅めつ多たに人見知りなどしない天輪の様子に、白火のほうが驚おどろいてしまう。

「どうしたんだ、天輪？　ご挨あい拶さつできるんだろう？」

　客商売で大人に応対するのも慣れているはずだが、幼くとも役者の端はしくれとして、柚木座の若太夫にはやはり圧あつ倒とうされるものがあったのかもしれない。白火に背中を押され、無言のまま、今度は離はなれた位置にいた矢涼の背後にしがみつく。

「おい、天輪の若」

「ははは、初めての場所で気き後おくれしているんだろう。無理に挨拶させなくていいさ。少しすれば機き嫌げんも直るだろう」

　気にすることなく笑い飛ばした蒼馬に、朧がそっと近づく。

　朧は相変わらず、蒼馬に対して笑え顔がおを見せない。白火の左ひだり腕うでに関する蒼馬の責任を、まだ許してはいないらしかった。

「蒼馬さま。お招きいただきありがとうございます。今日はなんでも、珍めずらしい甘味が手に入ったとか」

　つっけんどんに、それでも律りち義ぎに礼を言うあたりなど、朧と白火は案外似ている。さすがは生まれたときからの付き合いの幼なじみだ。

「ああ。こう暑いと身体からだが参るから、暑しよ気き払ばらいに冷たいものでもと思ってな。座の連中には冷酒の一樽たるでも差し入れれば済むんだが……少し、瘦やせた気がする」

　誰だれがとは言わず、天輪を宥なだめている白火に向かって眇すがめられた眼まな差ざしに、朧は内心驚いた。

　確かに最近白火は、京の厳しい暑さに負け気味だ。左腕の治ち療りようが芳かんばしくないのもその一因だろう。食しよく欲よくがないわけではないのだが、なんとなく元気がない。

　興行やその仕切り、挨あい拶さつ回まわりに稽けい古ことあちこちを飛び回って白火ひとりにかかりっきりになれないくせに、細かいところまでよく見ているものだ。

「氷室に冬から保存されている氷を薄うすく削そいで、糖とう蜜みつをかけて食べるんだそうだ。この間の宴えん席せきで出されて、うまかったから取り寄せてみた。甘いものは、嫌きらいじゃないみたいだからな」

　白火は、好き嫌いを言わない。

　蒼馬にしてみればそれは、白火がまだまだ蒼馬に対して遠えん慮りよしているということだ。

　遠慮がちな性格はそうそう簡単には直らないらしいが、恋こい人びととしてはちょっと物足りない気分だ。ねだるものはなんでも与あたえて、とことん甘やかしてみたいと思っているのだが。

「確かに、疲つかれているときには、甘いもののほうが身体が受けつけるみたいですわ。こってりとしたものよりは、あっさりした甘さのほうが好きみたいですけど。天輪、ほら、あれよ。氷を薄く削いで食べるんですって。珍しいわね。一陽太夫も来られれば良かったのにね」

　白火と天輪の父親で、日輪座の太夫である一陽は、今日は能面の工こう房ぼうを訪ねていて留守だ。

　厨くりやから柚木座の青年たちによって大きな金かな盥だらいいっぱいに盛りつけた氷が運びこまれ、物もの珍めずらしさに天輪が目を丸くした。

　まるで小さな氷の山だ。

「ねえねえ白火、氷、なんで溶とけないの？　こんなに暑いのに」

「さあなあ。オレも真夏に氷を見るのは初めてだ」

　氷が陽光を吸って虹にじ色いろの光こう沢たくを放つ。

　天輪が白火の膝ひざに纏わりつき、白火が優しく応こたえる。その微笑ましい様子に、蒼馬は思わず口もとを綻ほころばせた。

　特に子供好きというわけでもないが、天輪を見ていると、小さいころの白火を実際に見ているようでおもしろい。

　きっとこんなふうにさまざまなものに興味を示して、案外お転てん婆ばだったに違ちがいない。

　おとなしそうに見えて、白火は結構気が強いし無む謀ぼうなこともする。

　職人は仕事が絡むと人が変わると言うが、白火の場合は頭の先から足の先まで全すべてが能でできているようなものだ。もっともその度合いに関しては、蒼馬も人のことは言えない。

　背後から白火の細い肩かたにのしっと顎あごを乗せるようにして、天輪に笑いかける。

「放ほうっておけばすぐ溶けるぞ。だから早く食べないといけないんだ。少し慌あわただしいけどな」

　蒼馬が、金盥から氷のかけらを一すくいすくって天輪のてのひらに落とす。

「わ」

　子供特有の高い体温で、氷はたちまちのうちに溶けてしまう。最初は驚いていた天輪だったが、次し第だいに楽しくなってきたのか、きゃっきゃと笑い声を立て始める。

「手、冷た～い！」

「冷えたならちょうどいい。ほら、お前の分だ。子供おまえたちも来い！　小さい順にな。いいか、喧けん嘩かするなよ？」

　氷を入れた器うつわと匙さじを次々と渡わたされた子供たちは、皆みんな目を丸くしている。

　目で示されて、天輪が、おそるおそる匙を取った。朧が、天輪の着物が濡ぬれないように手しゆ巾きんを広げてやる。

「食べていいの？　食べられるの？　いただきます！」

「食え食え。どうだ？」

　ぱくん。

　口に広がる甘みと涼りよう味みに、目をまんまるに瞠みはる。

「うわあ、冷たい、甘ーい！」

「うまいか」

「おいし～！」

　長身の蒼馬と並ぶと、にこにこ笑いながら氷を頰ほお張ばる天輪たちはなんだか子犬の群れのようだ。

「さすが蒼馬さま、あっさり天輪を手て懐なずけたな……」

　手の空いている座員たちも母おも屋やから出て来て、氷の相しよう伴ばんに与あずかった者は皆嬉うれしそうだ。

　氷は貴重なので、二度目の蒼馬以外は、全員がほぼ初めてだ。専任の職人が、手て際ぎわ良く氷を器に取り分けていく。白火も受け取り、匙で白い砂のような氷をすくい上げた。

「冷た……おいしい！」

　蒼馬の言っていた通り、時間と競争するように急いで食べるので少し忙いそがしいが、たっぷりとかけられた糖蜜が甘く、喉のど越ごしがすっきりとして、火照っていた身体の芯しんの熱がすうっと冷めていく。

「今お前、天輪と同じ表情かおをしてたぞ」

「だって、初めて食べたんですもん！　でもさらさらでふわふわしていて、想像と違いました。もっと固いのかと思っていたので。すごくおいしいです」

　満面の笑みの白火に、蒼馬も機嫌よく笑う。

「それだけ喜んでくれれば上々だ」

「白火白火、大変！」

　天輪が慌てた様子で口を押さえる。

「どうした、天輪？」

「お口の中、痛い」

　あーんと口を大きく開けてみせる弟に、白火は吹ふき出した。

「お前、相当に急いで食べただろう。冷え過ぎているんだ、口の中が。お腹なか壊こわすなよ？」

「あたしも、頭が痛くなってきたわ」

　隣となりの朧が目の横を指で押さえ、白火もくすくすと笑う。

「オレも。こめかみのところがな」

「ね」

「冷たいな」

「冷たいわね」

　庭全体に糖蜜の甘い香かおりが漂ただよって、なんだか楽しくなって笑い合う。

　井い戸どで冷やした瓜うりなどが夏のご馳ち走そうだが、こういう氷や糖蜜などの高価なものは、雲上人の食べるものだと聞いているだけあってさすがに美味だった。何より、皆でわいわい楽しめるのがいい。

　溶け始めてしまった氷は、子供たちが投げ合って遊び始める。真夏の雪遊びのようなものだ。

　さっそく天輪も参戦し、残った白火のもとに蒼馬が腰こしを下ろした。もうすぐ陽ひが落ちる。かなかなと夕暮れ時の蟬せみが鳴く。

「どうだ。気に入ったか？」

「はい。ごちそうさまでした」

　こんなに嬉うれしそうな白火の笑顔を、久しぶりに見た。氷くらいでこんな笑顔が見られるのなら、いくらだって調達してやるさ、と蒼馬は思う。

「たまにはこういうのも悪くない──白火。糖蜜がついてる。動くなよ」

　蒼馬の親指が白火の唇くちびるの端はしを拭ぬぐう。その拍ひよう子しに、白火の身体がぐらりと傾かしいだ。

「おっと、危ない」

　すかさず蒼馬の腕うでが回される。

「このまま寄りかかってな」

「はい……ありがとうございます」

　肩から二の腕にかけてを包帯でぐるぐる巻いて固定しているせいか、白火の重心はどうもふらつくことが多い。肩を保護し筋を保護して、袖そで口ぐちからだらりと力ない指先が見えている。

　当然匙を持っていると器は持てないので、膝の上に手巾を置き、その上に器を置いている。その白火に胸むな板いたを貸すようにして蒼馬が座っている。

　そんな様子を、朧や矢涼たちがそっと窺うかがう。

　桜能の夜から三月余りが過ぎた。

　白火の左ひだり腕うでは、未いまだ動かない。










「どうなっていますの、蒼馬さま」

　朧のきつい口調に、蒼馬が腕を組み直す。

「打てるだけの手は全部打ったんだが……」

　蒼馬が言い淀よどむ。

　深山の貴重な薬草に唐から渡わたりの丸薬、老いた薬売りにしか作れないという煎せんじ薬。

　柚木座若わか太夫たゆうとしてのつてを頼たより、少々無理を通してでも良いと言われるものはすべて試ためした。

　けれど、白火の左腕は。

「──動く気配すら、ないとはな……」

　陽が落ちても蟬がやかましいほどに鳴き、暑さが収まらない。

　白火が部屋に戻もどったのを確かめてから、三人は人ひと気けのない廊ろう下かの突つき当たりで話をしていた。ここなら人の出入りはすぐにわかる。他人に聞かれていい話ではないし、聞かれたくもない。特に白火には、絶対に聞かせたくない話だった。

　薬くす師したちはそれぞれ、おかしな診み立たてをしている。

　何人かは治っているはずだと言い、何人かはこれはもう無理だと告げる。斬きられた上に無理に動かして複雑に筋を痛めているせいか、薬師の診しん察さつ結果がそれぞれに異なるのだ。

　無理なら無理、治るなら治るではっきり言われないことには、次に進めない。だからこそ蒼馬たちもどうしていいのかわからずに混乱していた。そしてもちろん、白火もだ。

　薬師が変わるたび、新しい薬を試すたびに今度こそは治るかもしれないと一いつ喜き一いち憂ゆうし、朧はだんだん苛いら立だってきている。

「傷は完全に塞ふさがっているし、体力も大方戻ったとは思うんだがな……涼すずしくなったら、有あり馬まの出湯いでゆに行こうかと思っている」

「出湯？　有馬、ですか？」

「ああ。昨日聞いた話なんだが、神経をほぐすのに、湯治は効き目があるそうだ。だから数日連れて行こうかと思ってな。春から色々あったから、白火も気き疲づかれしているだろう。きっと、良い気分転てん換かんになるはずだ」

「白火に必要なのは気分転換や湯治ではなく、左腕です。──蒼馬さま」

　少女が、何かを我が慢まんして眦まなじりを吊つり上げた。

　もとが愛らしい顔立ちなので、こうして怒おこると泣き出しそうな顔になる。唇を嚙かみ締しめているので、赤い唇が更さらに紅あかく染まる。

「朧」

　察した矢涼が、宥なだめるように名前を呼ぶ。

　けれど朧は止まらなかった。

「まさか、このまま、なんてことはないでしょうね。桜能で無む茶ちやさえしなければ、治っていたはずなんですよ、あの怪け我がは」

　朧は後こう悔かいしている。

　怪我の酷ひどさをあらかじめ知っていれば、たとえ京中で評判になった桜能の本番であろうと、決して白火を舞ぶ台たいには上がらせなかった。

　今いま更さら言っても仕方のないことだとわかってはいる。時は決して巻き戻せないし、やり直すことはできない。

　──どうして、こんなことになっちゃったの。

　どうしようもなく募つのる怒いかりを白火に向ければ硝子がらすが割れる音が聞こえる気がして、自然と腫はれものを扱あつかうようにそっとしておくしかない。捌はけ口は蒼馬ただひとりに向けられる。

「白火の腕がこのままだったら、あたしは一生あなたを許さない。お願いだから、白火から舞まいを取り上げないで。あの子の腕を、治して」

　祈いのるように睨にらんでくる視線を、蒼馬は真っ向から受け止めた。

「治してやる──必ずだ」

　朧に言われるまでもない。白火の腕に関して、蒼馬は強い責任を感じていた。

　白火が望んだこととはいえ、結果的に最悪の事態を引き起こし、あの左腕が治る見込みがまったく見えない今、蒼馬も焦あせり始めている。白火にそれを気取らせるような真似まねは、決してしなかったけれど。

　お互たがいに白火が大事で、願いは一いつ緒しよだ。

　こうもはっきり突きつけられると多少きつかったが、それも含ふくめて受け止める。白火の腕のことで、悲しんで苦しんでいるのは当人だけではないのだ。

　矢涼が、蒼馬にちらりと視線を流す。あとは任せろと言うように。

　苦しげな面おも持もちの蒼馬が無言のまま立ち去るのを背中で見送り、朧はふっと肩かたの力を抜ぬいた。その丸く小さな肩に、矢涼がそっと触ふれようとして躊躇ためらう。

「言い過ぎたかしら……でも、言わずにはいられなかったの。悔くやしいけど、あの子の腕を治せるのは蒼馬さましかいないのよ。あたしたちじゃ、薬師なんて呼べない」

「気持ちはわかるが……若太夫も、苦しんでいる」

「だから余計につらいんじゃない……矢涼」

　震ふるえる指先が、矢涼の人差し指をきつく摑つかむ。

「どうした」

　小刻みに震える朧に少し違い和わ感かんを覚えると、朧は何度か言葉を飲みこんで戸と惑まどいながら、か細い声で言った。

「白火の腕が治らないのって……まさか、颯さつ佐ささまの──」

「朧！」

　矢涼が珍めずらしく声を上げ、朧の口を手で塞ぐ。

　朧の言いたいことはわかっている。

　──白火の腕が治らないのって、颯佐さまのせいじゃ、ないわよね……？

　白火の左腕。

　蛇じや紋もんの左腕。

　母の颯佐、蛇へびの颯佐。その名は、一部の人間の間では今も禁きん忌きだ。

　この春まで白火の左の二の腕には、蛇の鱗うろこの痣あざがあった。母、颯佐の恋れん情じようが死しても消えず、蛇紋となって刻みこまれていたのだ。

　娘むすめである白火は母の怨おん念ねんに随ずい分ぶんとつらい思いをし、怯おびえていた。

　桜能のあの夜を境にその痣は綺き麗れいに消えたのだけれど、同じ場所だというのがどうにも引っかかる。喉のどに刺ささった小魚の骨のようにいつまでも、胸の一番奥深くに引っかかって消えない。

　蛇紋は消えたが、颯佐の想おもいはまだ白火の中に残っているのではないだろうか。

　まさか──まさか。

　そんなことはないと思いつつ、怯えに似た疑ぎ惑わくは深く静かに根づいて不安を増ぞう幅ふくさせていく。

「信じるしか、ないだろう」

　柔やわらかな黒くろ髪かみに挿さした花はな簪かんざしが、小さく揺ゆれる。

　廊下から見える夜空に、急激に雲が立ちこめ始めた。
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「夜になっても暑いな。そろそろ涼すず風かぜがたってもよさそうなもんなんだけどな」

　部屋に戻ってきた蒼馬が、ごろりと寝ね転ころがるついでに懐ふところの合わせ目を豪ごう快かいにはだけた。ぱたぱたとそばにあった団扇うちわで風を送り入れているあたり、相当に暑いらしい。何せ夜よる稽げい古このすぐあとだ。

「ん？　『颯佐』か？」

「ちょっと、蒼馬さま……！」

　蒼馬の頭が、白火の膝ひざに強ごう引いんに乗ってくる。どうやら、膝を枕まくら代わりにしたいらしい。

「邪じや魔まはしないから、続けていいぞ」

　そんなことを言われても、真下から見つめられ、伸のばした指で髪かみをいじられていては、おちおち集中してもいられない。『颯佐』の脚きやく本ほんを前に唸うなっていた白火は、ため息をつきながら筆を硯すずりに置いた。

　母が遺のこした想いをどうしても幸せな形に昇しよう華かさせたくて、白火は病びよう床しようにあるうちから脚本を書くことを決めていた。

　けれど、生まれたばかりの娘に蛇紋を刻みこむ激しさと、あのひたひたと潤うるおう優やさしい微笑ほほえみがどうしても同じ人物とは思えなくて、理解できなくて、なかなか進まない。颯佐が遺したものは曖あい昧まいで激しすぎて、白火の小さな手にはまだ摑みきれないのだ。

「一息入れな。根を詰つめると身体からだに毒だ」

「はい」

　ころんと白火も寝転がる。蒼馬の腕うでと胸にしっかりと抱だきとめられて、左ひだり腕うでをさすられる。白火が左腕に触れられても平気なのは蒼馬だけだ。

　最初のうちはおとなしく目を閉じていたのだが、蒼馬の熱い吐と息いきが頰ほおをかすめると、はっとしたように肩を強こわ張ばらせる。

「…………っ」

「白火」

　蒼馬はそんな白火の様子をじっと見つめていたが、すぐに諦あきらめたような、愛いとおしそうな弱りきっているような、不思議な微び苦く笑しようを浮うかべた。いろいろな感情が複雑に混ざり合って、その口もとはほろ苦い。

「これならいいか？」

　腕に抱いだかれたまま身を硬かたくしていると額にそっと口づけられ、白火は睫まつげをぱちりと瞬またたかせた。

　かすかに、小さな唇くちびるから吐息が零こぼれる。そこなら、怖こわくはない。

「──はい」

　もう一度薄うすい唇が今度は頰に押し当てられ、ついくすぐったくなって白火は小さく笑ってしまった。身をくねらせるといっそう深く抱きすくめられて、蒼馬の着物にすっぽりと埋うまるような形になってしまう。

「蒼馬さま、くすぐったい」

「いいから、おとなしくしてな」

　髪に、つむじに、耳たぶに。

　唇が触れるたびに軽い音がして、くすぐったさに肩を揺らす。
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　──口づけでも、こういうのは大だい丈じよう夫ぶなんだよな……。

　蒼馬に触れられるのは怖くないのに、唇だけは駄だ目めだった。

　自分でも奇き妙みように思うのだが、唇同士の触れ合いだけはどうしても受け入れられない。怖い。

　身体を売っていてもおかしくない芸人育ちで無む垢くなまま、肩に負った傷の記き憶おくと襲おそわれた記憶とが混同しているようなのだが、本人もどうしたらいいのかわからない。

「白火。あんまり考えこむな」

　しっかりとした腕を脇わきに差しこまれ、身体ごと引き上げられる。眼まな差ざしを絡からめ、仔こ猫ねこを撫なぜるような優しい手つきで髪を撫ぜられて、白火はそっと力を抜いた。

「ん……」

　自分から、蒼馬の胸むなもとに鼻先を擦こすり寄せるように身を寄せる。

「大丈夫だ、白火。怖いのは混乱しているうちだけだ。すぐに治まる。そうしたら、いやになるほど口づけてやるさ」

「……そういうふうに言われると、恥はずかしいです…………」

　盛大に赤くなって再び顔を埋うずめてしまった白火の頭の天てつ辺ぺんに、蒼馬は愛おしげに唇を落とした。









[image: ]




　近ちか頃ごろ京に流行はやるもの、という流行り歌がある。

　近頃京に流行るもの、かぶき男に能見物、と続くらしい。

　かぶき男というのは本来、常識に囚とらわれず異様な風ふう体ていや奇き抜ばつな格好をする者のことを指すのだが、今は洒落しやれ者もの、伊だ達て者ものと同じ意味合いで使われている。

　近頃は色々な座が台頭して、それぞれにしのぎを削けずっている分おもしろいらしい。もっとも、彼はそんなことには興味はなかったけれど。

　──作り物の話などをわざわざ聞いて、何がおもしろいのかわからぬ。

　鴨かも川がわを渡わたる風が、青年の髪をわずかに乱す。

　今日も納のう涼りよう舞まいと称しようして、河原かわらで興行を打っている座があった。

　幟のぼりには柚木座と記されていて、能に興味のない帯刀もさすがに、その名には聞き覚えがあった。柚木座には京一のかぶき男と称される若わか太夫たゆうがいて、その風ふう貌ぼうと性格に、舞いの上手うまさが今を盛りの人気らしい。

　京は今日も暑く、鴨川の水面が陽光を反射して鏡のようにきらめく。

　少し目を眇すがめ騎き上じようからその様子を眺ながめていると、黒くろ鹿か毛げの見事な愛馬が軽く嘶いなないた。水浴びが好きな馬だから、川の流れが羨うらやましいのだろう。

　それでもさすがに皇族に献けんじられる駿しゆん馬めだけあって誇ほこり高く、勝手に動くような真似まねはしない。じっと、主あるじの命令を待っている。

　──柚木座……去年の秋に、宮中で紅葉もみじ能のうを興行した一座か。

　出来は悪くなかったが、帯刀にとっては柚木座の公演はあまりおもしろいものではなかった。

　もっとも、能全ぜん般ぱんに興味がないだけで、柚木座が悪いということではない。

　役者の気き迫はくや囃子はやし方かたなどは他ほかの座より良かったように思うが、どうも能は彼の好みに合わない。

　京人が嬉うれしそうに納涼舞いを見物しているさまを、帯刀は何の感かん慨がいもなく一いち瞥べつする。

　極ごく上じようの絹糸か極細の針のような髪を垂らし、青みがかった双そう眸ぼうは冴さえ渡って怜れい悧りな印象を与あたえる。整った目鼻立ちだが女性的と称されることはなく、孤こ高こうを感じさせる美び貌ぼうは獣けものの王者に似通った雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

　上質な単衣ひとえの上に蜻蛉とんぼの羽根のように透すける薄うす物ものをきっちりと着こなし、馬上で凜りんと背筋を伸ばしているその姿は、あきらかに普ふ通つうの京人とは違ちがって気品に溢あふれている。端たん麗れいな顔に汗あせひとつ浮かべていないのは、氷の女め神がみでさえ彼にはひれ伏ふすからかもしれない。

　そばを通りがかった人々が、彼の姿に気づくなり慌あわてて頭を垂れ、目め障ざわりになる前にと足早に去っていく。剣つるぎの皇子と影かげで呼び称されている通りの剣の名手であり、彼自身が抜ぬき身の刃やいばのような鋭えい利りな雰囲気をまとっていた。

　柚木座の演目が佳か境きように入ったのか、観衆がわっとどよめく。

　舞ぶ台たいに、白い糸のようなものが撒まき散らされて覆おおい尽つくす。

　──『土つち蜘ぐ蛛も』か。

　夏と言えば怪かい談だんものを舞台にかける座が多いが、日中の興行ということを考こう慮りよしたのか、柚木座の舞台は華はなやかで大だい胆たんだ。蜘蛛くもの糸を模した紙切れの糸に、子供たちが興奮して手を伸ばしている。

　──わからぬ。

　帯刀は再度、心の中でつぶやく。

　見るからに作り話の、どこがそんなにおもしろいというのか。

　役者は舞台で虚きよ構こうを演じ、人々はそれを喜んで見物する。

　時間の無む駄だだとしか思えない。

「…………」

　愛馬に軽く合図をすると、賢かしこい馬は青年の思う通りの速さで駆かけ始める。吹ふきつける風の中で、ようやく深く息を吸いこむ。不意に耳もとで、少年の声が楽しげに笑った。

　姿はないが、声は間近で話されているようにはっきりと聞こえる。

　傍はた目めには異常なその現象は、帯刀にとっては至極普通のことだった。

「少しくらい見物したらいいのに。気晴らしになったかもよ？」

　まだ十五歳を超こえたばかりの少年の声が、柔やわらかく帯刀の耳に響ひびく。

　──くだらないものに興味はない。

　むしろ作り話だとわかっているのに、何故なぜああも夢中になれるのかがわからない。

　唇だけで答えても、不思議の存在は帯刀の声を読み取る。

「くだらないって、それはあんまりなんじゃない？　皇子みこさま」

　今度は答えずに黙だまっていると、少年の声がまたも楽しげに笑い出す。

「まあ、皇子さまの能嫌ぎらいは徹てつ底ていしているもんね。目に見えるものしか信じない、手に取れるものしか信じない主義の皇子さまらしいけどね。人間、たまには潤うるおいも必要だと思うよ？」

　まだあどけなさの残る声で、それは言いにくいこともずばずばと言ってのける。帯刀に対してこんな恐おそれ知らずな物言いをするのは、この少年だけだ。

「黙れ」

　影は影らしく、務めのみに忠実に従えばいい。

　短い命令にすべてを察知して、声はため息半分に応こたえた。

「はいはい」

　──潤い、か。

　そんな曖あい昧まいで不確かなものに夢中になれるなら、ぜひともなってみたいものだと、帯刀は心の中で吐はき捨てた。
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　嵐あらし山やまの勧かん進じん能のうでは毎年、能『嵐山』を興行するのが通例となっているのだという。

　桜を用いて演じるので本来ならば春の能だが、ゆかりの土地というほうを優先しているらしい。




　──光も輝かがやく千本の桜の

　　　栄ゆく春こそ　久しけれ




「そこで、扇おうぎを斜ななめに下ろすなよ……そう、集中して足を運んで……あ、失敗した」

　ここのところ付きっきりで舞いを指導していた若い舞い手が初めての大シ役テを演じている姿を、白火は客席の少し後ろの木こ陰かげから息を詰つめて見守っていた。

　隼はや人とといってまだまだ感情表現は荒あら削けずりだが柚木座期待の新人で、蒼馬に舞いの指導を頼たのまれたのだ。

　見てみると確かに技術はおぼつかないがどことなく魅み力りよく的な舞い方で、稽けい古こも熱心だった。たいして年ねん齢れいの変わらない白火の教えにしっかりついてきて、今日が晴れの舞台となる。

　白火は、客席には座らない。舞台にいる人間に敬意を表して、決して座ることなく舞台を見つめ続ける。

「上出来です、隼人さん！　今までで一番の出で来き栄ばえでした！」

　幕が下りてすぐに、白火は興こう奮ふん冷めやらぬ面おも持もちで鏡の間に駆けつけた。関係者以外立ち入り禁止の鏡の間も、白火は出入り自由だ。

「ありがとうございます、白火さん。緊きん張ちようしましたけど、無事終わりました～。完かん璧ぺきでしたね、俺！」

「え？　一か所だけごまかしたでしょう。見てましたよ、オレは」

「あ、やっぱり気づいてました？　さすがは白火さん」

　細かいところなのだが、隼人が苦手とする足運びがあって、それをさりげなく取り繕つくろっていたのを白火は見み逃のがさなかった。素人しろうとならばごまかせるだろうが、玄人くろうとの、それも白火の目はごまかせない。

「ちぇ、ばれてるとは思わなかったのに」

　隼人が汗を拭ぬぐいながら笑って舌を出す。ちょっと調子のいいところはあるが、気の良い青年だ。舞いを始めたのは少し遅おそいが、この分なら問題はなさそうだった。蒼馬とはまた違った華のある舞い手になりそうだ。

「あれは気づきますよ、普通」

「白火さんの普通は、普通じゃないんですってば！」

「お、なんだ隼人、失敗したのか？」

「完璧じゃなかったら、酒一樽たるの約束だぞ？」

「あーもう、ばれたなら仕方ないか。でも、一番安いのにしてくださいよ～？」

「どうしようなあ？」

「あー、散財決定だ～！」

「あ……オレのせい、ですよね？　半分持ちます、その酒代……」

　しごくまじめに言う白火に、隼人たちは吹き出してしまった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。そんなに心配しなくても」

「新人が失敗したら、酒一樽。柚木座の伝統行事なんです。うちらが失敗したら酒どころじゃ済みませんがな」

「そうなんですか」

　わいわいと盛りあがる中、白火はきょろ、と辺りを見回す。

「若わか太夫たゆうだったら、もう挨あい拶さつに出ましたよ」

「そう、ですか──」

　今日も蒼馬の舞まい姿は見事で、できることなら今すぐに感想を言いたかった。少し残念そうな顔をする白火を盗ぬすみ見て、鏡の間にいた面々は微笑ほほえましく思う。白火の感情表現は一見乏とぼしそうに見えるが、実はわかりやすくて可愛かわいらしい。

「我々もこれから挨あい拶さつ回まわりです」

「お気をつけて」

「白火さんはもう宿しゆく坊ぼうに戻もどりますか？」

「そうですね……そうします。お先に失礼します」

　木陰とはいえ、一日外に立っていたので汗だくだ。

「そうだ、蒼馬さまが、水浴びにぴったりの泉があるって言っていたっけ」

　皆みなが挨拶回りに出で払はらっている今なら、ちょうどいいかもしれない。

　白火は、御み堂どうの裏に回りこんだ。










「ふう」

　さらさらと、肌はだの上を転がり落ちていく水すい滴てきが心地ここちよい。

「冷た……」

　腰こしまで浸つかった小さな泉の中央に、大きな月が映っている。濃こい黄色に輝く満月が、白火が動くたびにゆらゆらと揺ゆれた。水面の月にてのひらを置くと、軽く浮ふ力りよくで抵てい抗こうしてからぱしゃんと沈しずむ。

　ひっそりと静まり返った泉で何度も水をすくい上げては落とし、透すき通る雫しずくの美しさと感かん触しよくを楽しむ。

　ぱしゃん。

　御お寺てら宿坊の裏手を少し奥に入った泉は静かで、水浴びにはもってこいだった。

　蛇じや紋もんのこともあって人前で肌を晒さらすことなど今までなかったから、こんなに伸のび伸びと水と戯たわむれるのは随ずい分ぶんと久しぶりだ。

「天輪や朧もいたら、喜んだだろうにな」

　ただでさえ人数を絞しぼっての興行なので、朧たちは今回は留守番だ。白火が連れて来てもらえたことのほうが異例なのだ。出立前、天輪がついていきたいと散々駄だ々だをこねていたので、せめて土産みやげでも持って帰ってやりたいなと思う。

　嵐山の土産は、何がいいだろう。京とは違ちがう風の涼すずしさと、鈴すず虫むしの麗うるわしい声こわ音ねの土産話ばなしに、拾った一足早い木の実。紅葉もみじにはまだ早かったが、格段に京よりは秋の気配が近い。

「早いな。もう明日は、帰るんだもんな」

　勧進能は滞とどこおりなく終わった。近くの山さん荘そうで行っている宴うたげも、今いま頃ごろはきっと盛り上がっていることだろう。

　氷のように月光を弾はじく水の中で、白火はぎゅっと拳こぶしを握にぎる。しっとりと濡ぬれた髪かみが、重く艶つややかに白い裸ら体たいを覆おおう。

「嵐山か……」

　御堂の、小さく品のある舞ぶ台たい。

　腕うでが動きさえすれば、自分もあの舞台に立てていただろうか。

　そっと左ひだり腕うでに手を這はわせる。

「…………」

　真っ白な二の腕は今にもあの蛇紋が浮うき出てきそうで、白火はとっさに身を沈めた。

　ちゃぷん。

　今なら、颯佐の気持ちがよくわかる。

「大事なものを取り上げられたら、誰だれだって悲しいよな、母さま……」

　今の白火もそうなのだ。

　たとえ異形に堕おちて、鵺ぬえになってもいいから舞いたい自分がいる。

　少年姿を通しているのは、その意味合いも兼かねていた。母の遺ゆい言ごんだけではなく、これは白火自身の意思だ。男姿は白火にとって、稽けい古こ着ぎであり身を鎧よろうものでもある。この格好を解いて女に戻ってしまったら、二度と舞まえなくなるのではないかと白火は思っていた。

　舞いのことを考えると、かすかに左腕が疼うずくような気がする。感覚のない腕の中で、あの痣あざが浮き上がるようなじくじくとして鋭するどい熱さが這い回る気がする。

　腕は、動かないままなのだけれど。

「でもね、オレは堕ちないよ。母さま」

　誰に語るでもなく、白火は水しぶきを勢いよく跳はね飛ばして遊ぶ。

　白火の腕を治そうとしているのは白火だけではない。蒼馬、一陽、朧に矢涼、天輪。その他京のいろいろな人たちが応おう援えんしてくれ、薬くす師しも毎日往おう診しんしてくれる。

　舞えなくなっても指導してほしいと言われ、仕事は引きも切らない。さまざまな面で支えようとしてくれる人たちが、しみじみ嬉うれしかった。

「だから、絶対に堕ちるわけにはいかないんだ」

　不安がないといったら噓うそになる。本当は不安だらけだ。

　でも、ここで挫くじけるわけにはいかない。

「見守っててね……」

　貴女あなたの抱かかえた悲しみごと、きっと幸せにしてみせるから。

　かさり。

「誰…………？」

　乾かわいた葉を踏ふむ音がして、白火ははっと我に返った。

　振ふり返ると、泉の岸、月明かりのもとに。

　怜れい悧りな美び貌ぼうの青年が佇たたずんでいた。










　水音が、聞こえたのだ。

　たまたま嵯さ峨が野のの山荘に行くと告げたらついでにと住職に届け物をするよう帝みかどから頼たのまれて、帯刀は嵐山を訪おとずれていた。

　帝からの個人的な供く物もつは年に一度の供養の日取りに合わせてあったようで、夜になって訪れて初めて帯刀は、その日に勧かん進じん能のうが行われていたことを知った。

　せっかくだから能見物ができたら良かっただろうにと言う人の良い住職と少し話をし、泊とまっていってはどうかと勧すすめられたが、山荘が近いからと丁てい重ちように断ったその帰り。

　山奥には湧わき水の流れがあることも多いから、水音がしても別に不思議ではない。だが、その響ひびきが妙みように気になった。

　楽しげに跳ねて遊んでいるような、そんな音だった。

　何故なぜそう思うのかと我ながらおかしく苛いら立だたしくもあったが、正体を突つき止めたくて水音を辿たどる。大たい抵ていの敵なら斬きり伏ふせられる上にカイが控ひかえていることもあり、護衛はつけていない。だからひとり、山の獣けもの道みちを踏んで歩く。
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　木々が生おい茂しげって暗く道とも言えない道を進んで、ぽかりと開いた空間に踏み出したそのとき。

　束つかの間、夢を見ているのかと思った。

　月を映し出した泉に、月光の化け身しんのような少女が水浴びをしている。腰まで水に浸かった姿で、美しい背中を緩ゆるくたわめてこちらを振り返る。

　驚おどろいたのかただただ目を瞠みはり、その無む垢くさはまるでこの世のものではないように透き通って清らかだ。

　眩まぶしいほど淡あわい肌に、やわらかな曲線を描えがくほっそりとした輪りん郭かく。

　細い髪が腰までを覆い隠かくしているが、その髪がまた何かの飾かざりのようにしっとりと濡れて煌きらめいていた。

　まるで、星のかけらを散りばめたかのように。

　濡れた肌の白はく桃とうのようなやわらかさと匂におやかさが、離はなれたこの場所にも伝わるかのようだ。桃ももの実は古くから神聖なものとして崇あがめられる。

　ごくりと、知らず帯刀の喉のどが鳴る。

　これは、夏の夜の幻まぼろしだろうか。それとも、現うつつと妖あやかしの世の狭はざ間まにでも迷い込んでしまったのだろうか。

　そうだ、異国の神々の棲すむ場所のことは、桃とう源げん郷きようと呼ぶのだった──あまりに美しいその姿に瞬まばたきすらせずにいると、はっと我に返ったらしい少女が唐とう突とつに身を翻ひるがえし、反対側の泉の脇わきに置いてあった薄うす物もので身を包んで、あっという間に木々の合間に消えてしまった。

「おい、待て……！」

　慌あわてて声をかけてみても、もうその姿はどこにもない。残のこり香がすらなく、辺りに漂ただようのは水の香かおりだけだ。

　泉のほとりまで降りてみると、何かが足もとできらりと光を跳ね返した。

「……？」

　目を落としてみるとそれは、銀細工に真しん珠じゆをあしらった簪かんざしだった。細かな細工の良い品だ。

「あの娘むすめのものか……？」

　拾い上げると、歩ほ揺ようがさらさらと軽かろやかに音を立てる。水のそばに置いてあったせいか、簪からは真水の香りがした。

　眼まな裏うらには、あの美しい面おも影かげがしっかりと焼きついている。

　帯刀は、そっとその簪に唇くちびるを寄せて目を閉じた。










　人ひと影かげが追ってこないことを確かめながら、白火は宿しゆく坊ぼうまで慌てて駆かけ戻もどった。

　──び、びっくりした……！

　まさか、こんな夜半に人が訪れるなんて。

　他人の気配には敏びん感かんな方なのに、全然気づかなかった。

　水浴びの最中を見られたことなどないから、今いま更さらながらに白火は全身が火ほ照てり返るほど恥はずかしくなってしまう。

　背を向けていたとはいえ、身も知らぬ他人に肌はだを見られるなど──。

「滅めつ多たに人が来ないなんて言うから、油断した……」

　暑い間は皆みんな結構外でも水浴びをするものだが、白火はこれまでいつも朧に見張ってもらって盥たらいを使って身を清めたり、京で柚木座に上がってからは湯ゆ殿どのを使わせてもらったりしてきたのだ。

　ちらりと見ただけだが、随ずい分ぶんと身なりの上品な青年だったような気がする。御お寺てらの関係者だろうか。

　──きっと、うっかり者だと思われただろうな。

　もう少し、周囲に気を配っておくべきだった。

　朧が聞いたら反省する方向性が違うと説教しそうなものだが、その辺りの危機感は白火は本当に薄うすい。男装をしているからという理由を通り越こして、とことん鈍にぶいのだ。女性として見られることに慣れていない。

　逃にげるような足取りのまま部屋に戻ろうとすると、廊ろう下かの曲がり角で大きな何かにどん、とぶつかった。

「うわ」

「おっと」

　跳ね返されそうになると、腕うでをぐいっと摑つかんで支えられる。

「白火。どうしたんだ。出で迎むかえか？」

　暗がりの中に優やさしく覗のぞきこんでくる双そう眸ぼうを見つけ、何とも言えない安心感に、肩かたの力が一気に抜ぬける。

「蒼馬さま」

　がっしりとした胸に引き寄せられる。今まで緊きん張ちようして昂たかぶっていた心臓までもが、たちまちのうちにゆるりと凪ないでいくようだ。

「いきなり飛び出してくるから驚いたぞ。ああ、お前、水浴びの帰りか。随分遅おそかったんだな。水が綺き麗れいだっただろう？　ずっと遊んでいたのか？」

　白火が慌てて着た木綿もめんの帷子かたびらの肩や背中を、髪かみから滴したたる水すい滴てきが濡ぬらしている。蒼馬は笑いながら、片手で白火の頰ほおを包み込んだ。

「よく拭ふいておかないと、身体からだが冷えるぞ。部屋に戻ろう。髪を拭いてやる」

　水浴びで冷えた身体に、蒼馬の手は温かかった。

　白火は、頰にあてがわれた手の上に自分の手を重ねる。

「白火……？」

　じっと潤うるんだ瞳ひとみで蒼馬を見上げていると、情熱を孕はらんだ双眸がそっと近づいてきた。唇に吐と息いきが触ふれて、思わずきつく目を瞑つぶる。

　怯おびえに気づいて小さく苦く笑しようした蒼馬は、唇に触れさせかけた熱を、そっとやわらかな頰に移した。

　白火の頰からは、泉の匂いがした。










　簪が、手の中でしゃらんしゃらんと揺ゆれる。

　青年の手の中で、真珠と銀の歩揺が揺れて涼すずしげに音を立てるさまは愛らしい。優美な指先が動くたびに簪はその身をすなおに揺らし、歩揺同士がちりちりと触れ合って震ふるえるさまは、どこか艶なまめかしくさえあった。

　取り立てて珍めずらしくはないが、真珠の乳白色と曇くもりのない銀の取り合わせが清せい冽れつだ。毎日丁てい寧ねいに手入れをしているのか、きちんと磨みがかれて清潔だった。

　悪くはないが、彼の趣しゆ味みからして見れば少し物足りない。もっと華はなやかな珊さん瑚ごや翡ひ翠すい、輝かがやきの強い輝き石せきであの髪を飾らせてみたい。きっとよく映はえるだろう。

　簪を軽く放ほうり投げると、どこからともなく現れた少年がぱしっとその手に受け止める。

「持ち主を、連れて来い。嵐山だ」

　影かげの少年が答える。その返事は短く簡潔だった。

「了りよう解かい」










「あれ……？」

　翌朝、宿坊で身み支じ度たくを整えていた白火は、空になった乱れ箱の中を覗き込んだ。今日は舞ぶ台たいの片づけが済み次し第だい、京に戻る手はずになっているから色々と慌ただしい。

　白火より少し早くに起き出した蒼馬はもう挨あい拶さつ回まわりに出ている。眠ねむそうに瞼まぶたをこすって見送りに出た白火にまだ寝ねていてもいいと言ってくれたが、白火だけが朝あさ寝ねを決めこむのも気が引ける。力仕事には役立たずだけれど、こまごまとした雑用も多いしその点は慣れているので、やることはたくさんあるはずだった。

　身支度を仕上げようとして、はっと気づく。いつも着けているものが見当たらない。

　指先で乱れ箱の中を探さぐってみるが、寝ね間ま着き以外何も入っていない。

「簪、どこに置いたっけ？」

　いつも、寝る前にきちんと拭ぬぐい、着き替がえと一いつ緒しよにしまっておくのに。

「あれ？」

　ぱたぱたと袖そでを叩たたいてみたりするが、着物の中に紛まぎれ込んでもいないらしい。念のために髪に触れてみるが、やはりない。部屋の中にもなかったし、きちんとたたんで折り重ねた褥しとねにもない。そういえば、昨夜は水浴びから戻って簪をどこにやったか、覚えていない。

「落とした……？　え、どこで!?」

　途と端たんに、おろおろと部屋の中を行き来して捜さがす。

　あれはただの簪ではない。

　銀細工に真珠をあしらった簪。あれは、左肩の傷口が塞ふさがって床とこ上あげの祝いをしたときに蒼馬が贈おくってくれた、大切な白火の宝物なのだ。

「確か、昨日はあったよな」

　慌てて記き憶おくを辿たどる。

「舞台が跳はねたあと、姿見を見たときまではあった。そのあと、泉に行って髪をほどいて」

　そう、簪は脱ぬいだ衣ころもと共に、泉の脇の平たい石の上に置いておいたのだ。

「忘れてきた!?」

　宿坊を飛び出して泉まで走る。

　人は皆みな御み堂どうの片づけに忙いそがしいのか、裏手には誰だれもいなかった。

　息を切らして泉のほとりを探す。平たい石の上には何もない。

　首を傾かしげて辺りを探す。

「ここに置いたはずなのに」

　泉の中にでも、転がり落ちてしまったのだろうか。

　ばしゃん。

　躊躇ためらうことなく、突つっかけていた草履ぞうりを脱いで膝ひざの辺りまで水に浸つかり、うろうろしながら水底を探る。

「どこに行ったんだ……？」

　懸けん命めいに探し続ける白火の背後で、歩揺がさらりと揺れた。

「探しているのは、これ？」

　しゃらりと聞き覚えのある音に、白火ははっと顔を上げた。

「それ……！」

　泉のほとりに立った少年が、白火の簪かんざしを手にして微笑ほほえんでいた。浅黒く日焼けした肌に、人ひと懐なつこそうな笑え顔がおからは白い歯が覗き、見るからに俊しゆん敏びんそうな少年だ。

　髪を短く切って荒あれ放ほう題だいにしている有様からして、少なくとも御寺の関係者ではなさそうだ、と白火は思う。

　殺せつ生しようが禁じられている境けい内だいで、短く袖を切った着物はともかく、獣の皮をなめした籠こ手ては絶対にありえない。

　にこにこ、にこにこ。

　少年が簪をふるふると振ふり、白火を手招く。

「ありがとう。探していたんだ。やっぱりここに置き忘れていたんだな」

　白火が泉から上がっていくと、少年も水際まで近づいてきた。

「良い造りだね。大切なものなの？」

　少年は、男装の白火が簪を探していることに、何の疑問も持っていないようだった。年下の少年にさりげなく導かれ、白火はその違い和わ感かんに気づかない。

「ああ。うっかり落としてしまったらしくて」

「そうかあ……悪いけど、今は返せないんだ。ごめんね。壊こわさないように言っておくからね」

「え──……？」

　唐とう突とつに身体がふわりと浮うき上がり、四し肢しがじんと痺しびれた。身体が水を吸った綿のように重く、深く沈しずんでいく。

　突とつ然ぜんのことに、白火は目を瞠みはるが何も見えない。少年の手で目を覆おおわれているのだと気づいたのは、あとになってからのことだった。

　──え──？

　抱だき上げられたままの身体が不自然に揺れ、泉から上がって濡れたままの足先から水滴が飛んでいく。

　ひゅ、と空気を斬きる気配が耳をかすめ、少年が白火を横よこ抱だきにしたまま、木々の枝を飛び移っているらしいと気づき、心底驚おどろく。

「……っ!?」

　──何だ……？

　一体何故なぜ。

　どこに行くつもりなのか。

　尋たずねたかったけれど声はかすれて、手足はぐったりと力を失ったままだ。突然のことに状じよう況きようが把は握あくできなくて、茫ぼう然ぜんとしているしかない。

「……、は、な、……の……？」

　わずかに絞しぼり出した声に、少年が少し驚いたように微笑むのが気配でわかった。

「あ、まだ声出るんだ？　案外気き丈じようなんだねえ、若わか太夫たゆうさん」

　少年の声は穏おだやかで、白火をできるだけ怯えさせないようにしているのか、小動物に話しかけるような優やさしさがあった。白火を抱かかえたまま疾しつ風ぷうのように移動しているというのに、呼吸は微み塵じんも乱れていない。

　──矢涼と、同じ……？

「心配しなくて大だい丈じよう夫ぶだよ、身体からだが動かせなくなるツボをちょーっと押さえただけだから。すぐ治まるから」

　がさがさと風が木々を揺らす物音に紛れて、少年は緑の中をひた走る。そっと、優しく耳に囁ささやきを吹ふきこまれる。白火より年下に見えたのに、その様子はどこか大人っぽかった。

　こういうことには慣れていて、心が微塵も乱れていないのだろう。

「少し眠っていたほうがいいよ。すぐに着くから、それまで我が慢まんね」

「……っ」

　不意に、身体が総毛立つような感覚に見み舞まわれる。どこか高いところから一気に飛び降りているのだ。

　ひどい落下感に、息が詰つまる。

　白火の意識はそのまま、闇やみに飲みこまれていった。
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　人ひと払ばらいした山さん荘そうは、夜よ露つゆが落ちる物音さえ聞き取れそうなほどに静まり返っていた。

　びいん。

　その中を琵び琶わの音だけが広がり、帯刀は撥ばちを捌さばく手を気ままに動かす。

　当代随ずい一いちの名手と呼ばれる帯刀の琵琶は、鬼おにでさえ聞けば涙なみだを流し感激すると言われているほどで、その帯刀がひとり、くつろいで緩ゆるやかに弾ひく音色は魅み惑わく的だった。

　皇位継けい承しようには少し遠いものの皇族のひとり、容よう姿し端たん麗れいにして文武両道と言葉を尽つくして褒ほめそやされる帯刀がこうして心ゆくまで琵琶を奏かなでることができるのは、今やこの嵯峨野の山荘だけだ。

　京ではどこにいても人々の好こう奇きの目がつきまとい、一時も気を緩めることができない。

　宮中の宴うたげでぜひにと請こわれて演奏することもあるが、そういう折には場を読んで断りはしないものの、すぐに撥を置く。

　控ひかえめで典てん雅がな皇子、謙けん虚きよで頭脳明めい晰せきと評判が良く、有力貴族や遠えん戚せきに当たる姫ひめとの縁えん談だんが引きも切らない──帯刀が、理想とされる皇子を演じているとも知らずに。

　通う姫は幾いく人にんかいるが、それは互たがいの利益を承知しての付き合いだ。誰も妻にするつもりなどない。そんなしがらみはまっぴらだった。

　契けい約やくならともかく、束そく縛ばくなど絶対にごめんだ。

　平和な京、華はなやかな京──その裏でどろどろと渦うず巻まいて人の血を食くらい尽くす化け物の存在に、帯刀は気づいている。気づいた上で忌いみ嫌きらう。だから、嵯峨野でもことさらに人ひと里ざと離はなれた山荘に好んで引きこもる。

　衣食住に不足することはなく、教養や武芸も望む以上に与あたえられて豊かに育ってきたが、父親が病死したのを機に、その生活は一変した。まさに人生の嵐あらしが訪おとずれたと言ってもいい。

　幸い遺のこされた少々の遺産があり落ちぶれることなく体面は保てたが、髪かみを切った世間知らずの母を庇かばいながらまだ元服もしていない年とし頃ごろの少年に、今度は皇位争いの厄やつ介かい事までが降りかかってきた。分家とはいえ、両親ともに皇族の血を引く皇子は、それを形かた代しろにして権力を思うさま貪むさぼろうとする宮中人たちには格好の餌え食じきだったのだ。

　幼少時から利発で己おのれの存在価値をよくわかっていた帯刀は、大人の企たくらみを逆に利用した。

　父が亡なくなって寂さみしがる母のためにせめて不足のない快適な暮らしを、年少と侮あなどられないために必要な知識を。

　でしゃばって政争に巻き込まれては敵かなわないので、地位に欲よくがないことをさっさと表明し務めを忠実に果たしているせいか、帝みかどの覚えはめでたい。

　それを出世欲ではなく血けつ縁えんとしての親しさにすり替かえ、彼なりにうまく政治の世界を泳いでいる自負はある。

　いつだって現実だけを見み据すえ、将来を見み透すかして生きてきた。

　そんな帯刀の本ほん性しようは人ひと嫌ぎらいで、徹てつ底ていして現実しか信じない冷静さが心のほとんどを占しめている。

　心を殺して生きることに慣れ、今では結論も出ている。

　心など無意味だ、と。

　琵琶を下ろすと、部屋の影かげに溶とけ込むようにひとりの少年が佇たたずんでいた。

「相変わらず見事な琵琶だね」

「──カイか」

　帯刀が、衣ころもをさらりと鳴らして立ち上がる。

　薄うす明あかりの中に現れた少年の双そう眸ぼうだけが、暗くら闇やみの中でぎらりと山やま猫ねこの目のように煌きらめいた。

　飼い慣らそうとしても飼い慣らすことのできない、誇ほこり高い野生の獣けものの目だと帯刀は思う。

　少年──カイは帯刀を護まもる。

　それは契約が結ばれているからであり、その後の契約次し第だいでは、カイは帯刀の敵にすら躊ちゆう躇ちよすることなく回るだろう。契約がすべてで、そのためには自我すら捨てる。カイはそういう一族に生まれ育っている。

「俺のほうが帰りが遅おそかったみたいだね。連れて来たよ」

「首しゆ尾びは」

　カイが、腕うでを組んで不敵に笑う。

　その笑え顔がおは歳不相応に落ちつき払はらってどこか昏くらさを秘ひめる、特とく殊しゆな人間のみが持つ微笑ほほえみだ。

「──俺を誰だれだと思ってんの？」

「どこだ」

「客間」

　それだけ聞けば充じゆう分ぶんだ。見つからなかったか、などという余計な心配をする必要はない。カイは与えられた仕事を完かん璧ぺきにこなす。

　カイが指さす方向に向かうと、少年の気配がふっとかき消える。

　引き際ぎわはきちんと心得て気が利きくから煩わずらわしい思いをすることなく、帯刀はカイをこの数年ずっとそばに置いておくことができた。気の回らない者や役に立たない者をわざわざ召めし抱えているほど酔すい狂きようではない。

　その点カイは絶ぜつ妙みようで、いちいち指示をしなくて済むのがいい。

　客間の襖ふすまを開けて中に入ると隅すみに芯しんを切って小さく火を入れた雪洞ぼんぼりが置いてあり、夕ゆう闇やみの中で無造作に床ゆかに横たえられた少女の姿がほのかに浮き上がっていた。

　予測していたとはいえ、実際に少女の姿を目にして、一いつ瞬しゆん息を飲む。

　白い肌はだはまるで自ら発光しているかのようにうっすらと、身体が描えがく線はどこまでもやわらかく頼たよりない。触ふれればたちまちのうちに溶けて消えてしまいそうな儚はかなさは、作りたての人形がそのまま打ち捨てられているような哀あわれさもあった。

　帯刀は部屋を進み、ゆっくりとその姿を堪たん能のうした。

「……」

　カイに薬でも嗅かがされたのか、少女は身動きひとつせず、少し身体を丸めて静かな呼吸のみを繰くり返している。珊さん瑚ごの唇くちびるがかすかに動いて、深い眠ねむりに囚とらわれていることを知らせる。

　昨夜は水浴びをしていたのでわからなかったが、今日は淡あわい色合いの着物に葡ぶ萄どう色いろの袴はかまを合わせていた。

　よく似合ってはいるが、これは男の着るものだ。

　帯刀は白火を見下ろしたまま、真一文字に結ばれた唇を少しだけおもしろそうに歪ゆがめる。

　──そう言えば、京で評判の男装の舞まい姫ひめというのがいたな。

　噂うわさ話ばなしに興味はないが、広いようで狭せまい京の噂うわさなど、いやでも耳に入ってくるものだ。

　──これも一興というものか。

　白火が少女だということは、充分わかっている。肌の上の衣一枚、どう変化していようと関係ない。脱ぬがせてみればわかることだ。

　物音を立てない優ゆう雅がな所作で床に片かた膝ひざをつき、指を伸のばす。さらさらと床に広がる薄うす茶ちやの髪をすくって弄もてあそぶ。

　あのときしっとりと肢し体たいを覆おおっていた髪はやわらかく、紡つむぎたての絹糸の手て触ざわりだった。

　昨夜、息を飲むような驚きよう愕がくと共に見つめた髪だ。

　銀の光の降り注ぐ中、静せい謐ひつな水浴びを楽しんでいた。泉の水を光の粒つぶか真しん珠じゆのようにまといつかせて、楽しそうに。

　見開かれた琥こ珀はく色いろの虹こう彩さいに月光が混じり、その瞳ひとみはこの世のものとは思えないほどに美しかった。

　あの光景は、今も帯刀の目に焼きついて離はなれない。

　見た目の美しさというものに一いつ切さい興味のなかった帯刀が忘れられなくなるほどに美しい、宝玉の煌めきのような一瞬だった。

　あっという間に逃にげ去ってしまった少女をもっとよく見たくて、触れて確かめたくて、カイに命じて連れて来させたのだ。

　──芸人だったとはな。

　その知らせを聞いたときは、心底がっかりしたものだ。

　白い頰ほおは冷えて冷たい。

　わずかな金きん子すのために数多あまたの男たちに夜毎体を売る賤いやしい育ちだとは、こうして触れていてもまだ信じられなかった。無心に寝ね息いきを繰り返すさまは、どこまでも清せい冽れつに見える。

　だがその半面、妙みように納なつ得とくする一面もあった。何せこの美び貌ぼうだ。本人が望まずとも、男たちが放ほうっておかなかっただろう。

　癖くせのないまっすぐな髪に覆われた白い小さな顔に、長い睫まつげが影を落とす。造作は整って申し分ない。

　ぱちりと指を鳴らすと、瞬まばたきする間も置かずカイが控えた。

「褥しとねに寝ねかせてやれ。身の回りの世話をする小者は、明日用意させる」

「はーい」

　部屋を出ようとする帯刀に、カイが懐ふところから取り出した簪かんざしを渡わたす。

「返すよ。囮おとりの役割は果たしてもらったからね」

　帯刀は黙だまったまま、受け取った簪を懐の合わせ目にしまいこんだ。










　なんだかとても良い香かおりがする。

　すっきりと、そっけないほど甘さを削そぎ取って高貴な伽きや羅らの香りだ。良い匂においだけれども、どことなく突つき放されているような感じがする。少なくとも、蒼馬の愛用している香こうの類たぐいではない。

　嗅ぎ慣れない匂いに、白火の眉み間けんがむずかるように少し寄せられた。雪洞の灯あかりがじんわりと瞼まぶたに染しみこむ。

「ん……」

　いつのまに眠ってしまったのだろう。

　疲つかれているのか熟じゆく睡すいしたのかわからない奇き妙みようなだるさを感じ、真っ白な敷しき布ふの褥の上でぱちりと目を開けると、竹たけ筒づつの水を飲んでいたカイがごろりと転がって頰ほお杖づえをつき、嬉うれしそうに白火を見てきた。

「目が醒さめた？　良かった、寝ね心地ごこちは悪くなかったみたいだね。もう夜になるよ。喉のど渇かわいてない？」

　──誰……？

　一気に意識が覚かく醒せいし、勢いだけで起き上がる。

　この少年は。

　──今朝会ったはずだが、そのあと……。

「夜……!?」

　慌あわてて周囲を見回す。室内は夕暮れの朱しゆ色いろの光に染まって薄うす赤あかい。

「ここは、どこ……？」

　見覚えのない部屋だ。

　畳たたみ敷じきと板張りに分かれた広い部屋で、造りつけの飾かざり棚だな以外、家具らしいものは置いていない。おろしたての、綿を詰つめた褥に寝かされていた。絹の布ふ団とんに寝るなど初めてだ。

　きょとんとした白火に、カイがおもしろそうに吹ふき出す。

「あはは、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう食ったみたい。こっちの水が姫ひめさんのね。とりあえず飲みなよ」

「のんきに水なんて飲んでる場合じゃない！　どこだここは。一体何のつもりで」

「ほら、飲んで飲んで。落ち着くから。ね？」

　強ごう引いんに竹筒を握にぎらされ、渋しぶ々しぶ口をつける。喉が渇いていたのは事実だ。

　冷たい水が臓ぞう腑ふに染みこんで、言われた通り、少し気分が落ち着いた。

　かどわかしについては多少免めん疫えきがあるが、それにしてもいつもとちょっと感じが違ちがう気がする。

　──いつもなら、ここで助すけ平べな男が出てくるもんだが。

　興きよう味み津しん々しん、といった少年には、そんな気配は微み塵じんもない。

　大たい抵ていは夜の誘さそいを白火が断り続けて、業ごうを煮にやした男が白火を攫さらってこさせる、ということが多い。それは京に来る前も来てからも変わらない。

　──なら、どうして……？

　慣れているとはいえ、やっぱり頭がくらくらした。

　こんなことに慣れられる人間がいたら見てみたい、と冷静に思う。知らない間に知らない場所にいるというのは、ひどく不安で奇妙な感覚だ。

「今、皇子みこさま呼んでくる」

「ちょ……ちょっと待ってくれ。皇子さまって誰だ。じゃなくて、何でこんなところに？　あなたは何でオレを」

「カイ」

「え」

「俺のことは、カイって呼んで。姫さん」

「姫？　違う、オレは」

　おもしろそうな笑みを絶やさないまま、カイが歌うように繰り返す。

「あんたは姫さん。皇子さまの姫さんだよ。あ、皇子さま。ちょうど良かった」

　伽羅の香に顔を上げると、襖ふすまを開けてひとりの青年が入ってきていたところだった。

　──誰だれ……？

　白い着物の上に青く透すける薄うす物ものをまとって、髪かみはきちんと梳とかして豪ごう奢しやに月光を従えているかのようだ。

　夏の着物を無造作に着こなして、そこにいるだけで気品が漂ただようと同時に、背筋が凍こおるような冷れい淡たんさも併あわせ持つ。

「姫さん、起きたよ」

　ひらひらと手を振ふるカイに、青年が冷ややかな表情のまま軽く頷うなずく。

　鋭するどい刃やいばにも似た風ふ情ぜいの、怜れい悧りに整ったこの面おも立だちには見覚えがある。

　冷淡な印象を与あたえる、すっと切れあがった目め尻じりといい薄うすく結ばれた唇といい、優雅な面差しであるのにどこか冷たいものを孕はらんでいるというか、たとえるなら深山で遭そう遇ぐうしたことのある、たった一いつ匹ぴきでさまよっていた狼おおかみのような。

　誰とも命のやり取りしかしない獣けものは美しく孤こ高こうで、哀かなしいほどに気高かったことを思い出す。

　──もしかして、昨夜の……!?

　白火は記き憶おくを探さぐり、はっと息を飲んだ。

　一いつ瞬しゆんのことだったし慌てていたのでよく覚えていないが、この透き通る氷のような双そう眸ぼうだけは覚えていた。

「これが起きたら知らせろと言っておいたはずだ」

　青年の話し方は平へい淡たんで、上に立つ者特有の威い圧あつ感かんがあった。何故なぜか逆らえないような、命令と声とが違い和わ感かんなく混ざり合って調和を保つ。

　香は京人にも好まれ香こう木ぼく練ねり香ともに出回っているものの、伽羅を焚たける人間はそうはいない。

　沈じん香こうの中でも更さらに貴重とされる伽羅は時に金よりも高価に売り買いされることもあるほどだ。

　それを惜おしげもなく用い、すっきりと静謐な香りが帯刀の風ふう貌ぼうによく似合っていた。

「だから今行くところだったんだってば。それじゃ、退散しまーす。またね、姫さん」

「あ、カイ!?　どこに行くんだ!?」

　悪びれた様子もなくぱっと部屋から飛び降りたカイが、そのまま生おい茂しげる木々の中に消えてしまう。縁えん側がわの向こうに見えるのは庭先だが、作りこまれていた嵐山の御お寺てらと違って、あまり手を入れられていないようだった。

　緑に取り囲まれて、まるで深しん淵えんの底に沈しずんでいるかのようだ。賑にぎやかな京とはまるで世界が違う。

　一体どこなのだろう。

　開け放たれた障子の向こうには、緑深い、山の夜の景色がどこまでも広がっている。とっさに扇おうぎを摑つかもうとするが、帯に挟はさんでいたはずのそれはどこにもない。

「あの」

「私は帯刀だ」

「帯刀さま……？　あの、恐おそれ入りますが貴方あなたさまは一体」

「名前で呼べ。許す」

「あの……」

　帯刀と名乗ったこの青年に会うのは初めてだ。

　正確には二度目かもしれないが、ほぼ初対面と言ってもいい。何と訊きけばいいのかわからなくて、白火が当とう惑わくする。

　それに気づいたのか、帯刀が言葉少なに説明する。

「私が連れてこいと命じた」

「何故なぜですか」

「気に入ったからだ」

　青年は白火を見下ろしたまま、ゆっくりとした動作で懐ふところに挿さしていた短たん剣けんを鞘さやごと抜ぬいた。

　色とりどりの宝玉を幾いくつも埋うめこんだ鞘は、実用品というよりも装そう飾しよく品のような美々しさだ。護身のために懐に忍しのばせている品で、切れ味は鋭い。

　舞まうよりも雅みやびな手つきに、白火が軽く目を瞠みはる。

　形が良く長い指先は、わずかにも荒あれていないが剣けんの扱あつかいには慣れているようだ。指のあちこちが剣を握る形に固く変化している。鍛たん錬れんを積み重ねた結果だ。

　硬かたい鞘の先で白火の顎あごを捕とらえ、くい、と持ち上げられる。

「覚えておけ。今日からそなたは私のものだ」

「え……？」

「二度言わせる気か？」

　蒼あおい双眸が白火を捕える。

「──……っ!?」

　ぞく、と背筋を震ふるわせた白火が、ばね仕じ掛かけのような速さで立ち上がり走り出そうとしたが、それより早くに帯刀の手が白火の手首をしっかりと摑み締しめていた。

「離はなせ……っ！」

「無駄だ。逃にげることはできない」

　高貴な青年の手は意外なほど熱くて、白火は戸と惑まどいと混乱に瞳ひとみをさまよわせた。

　──何で、こんなことに……!?










「若わか太夫たゆう、大変です！」

　隼人が駆かけつけて来て、舞ぶ台たいの解体作業を進めていた蒼馬はつと手を止めた。

「隼人？」

　午前中の涼すずしいうちに片づけを済ませ、昼は勧かん進じん能のう成功の感謝をこめて祈き禱とうに参加することになっている。流れ落ちる汗あせを、首に回しかけた絞しぼり布で拭ぬぐう。本当ならば指図するだけで済むのだが、自ら先頭に立って動き回って、作業も人任せにはしない性質だ。

「白火はどうした」

「それが、いないんです」

「いない？」

　隼人は白火を呼びに行ったはずだ。不ふ審しんに思った蒼馬に、隼人は息を切らせて言い募つのる。

「宿しゆく坊ぼうにも厨くりやにも、白火さんの姿が見えません！」

「何？」

　蒼馬の形良い眉まゆ根ねが寄せられる。

　もう陽ひも高くなって、二に度ど寝ねをしても目が醒さめている頃ころ合あいだ。そう思って隼人を行かせたというのに。

「どういうことだ。よく捜さがしたのか？」

「はい！　本堂も、母屋おもやも見て来ましたけど、どこにも……。どこに行かれたんでしょうか」

「──悪いが、もう少し捜してみてくれ。俺も、心当たりを捜してみる」

「わかりました」

　なんだか嫌いやな予感がする。

　蒼馬は残りの面々に作業の指示を出してから、泉へと向かった。この泉は木こ陰かげに隠かくれているので、柚木座でも知らない者が多い。

「白火、いるのか!?」

　ひっそりと静まり返った泉には、さざなみひとつ立っていない。

「白火……!?」

　泉に、ぽかりと一輪、白い花が浮うかんでいた。




　　　　[image: ]




「今日からはここで暮らせ。必要な品があれば言え。取り寄せよう」

　品が良い佇たたずまいの、置いてある道具類がすべて古くから丁てい寧ねいに使ってきたのだろう山さん荘そうで、白火は帯刀と対たい峙じしていた。

　いきなり連れてこられたうえにそんなことを言われて、混乱するなというほうが無理だ。もちろんきっちり混乱して、白火は毛を逆立てた仔こ猫ねこのように怒おこる。

「冗じよう談だんじゃない……！　帰ります！　勝手なことを言われても困ります」

　相対する帯刀は、悠ゆう然ぜんとしたものだ。

　聞けば主に帝みかどを警護する舎人とねりの筆頭だが、博学なので式しき部ぶ卿きよう宮のみやも兼けん任にんしているという、白火からしてみればとんでもなく身分の高い青年だった。普ふ通つうなら近寄ることもできない別世界の住人だ。

　しかもまだ白火は知らないが剣の腕うでも凄すさまじく、その腕うで前まえは宮中で五指に入る。

「異なことを言う。そんなに身構えずとも褒ほう美びは好きなだけ与あたえるゆえ、何でも申すがいい。私が愛めでると決めたのだ。遠えん慮りよはしなくてよい」

　本気で、言葉が通じないのかとすら思う。怒いかりのあまり、じりじりと間合いを詰つめられていることに気づかない。

「そんなことを言っているんじゃありません！　人の話を聞いてください！」

　帯刀が、おかしそうに唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「それとも、それがそなたの手管なのか？　初心うぶな振ふりをして男を惑まどわすのか？　なるほど、そなたならそれも一興だろう」

「え？」

　一瞬、頭が真っ白になって何を言われたのかわからなかった。芸人はそういうふうに見られるのは珍めずらしくないけれど、京に来てからは久しく忘れていた、蔑さげすまれる感覚だ。

「なかなかにおもしろいものだな。では、そなたの手練手管とやらを」

「うわ……っ！」

　引き倒たおされ、伸のしかかられる。

　長身の体たい軀くの引き締まった重みに、白火の息が一いつ瞬しゆん詰つまりかけた。耳にじかに、低く水に沈みこむように魅み惑わく的な声が響ひびく。

「じっくり見せてもらうことにしよう」

　熱い吐と息いきを吹ふきかけられ、白火はとっさに首を捻ひねって逃げようとした。帯刀が何をしたいのかがわかって、考えるよりも先に体が反応する。

「やめろ、オレに触さわるな！」

「威い勢せいがいいな」

　着物をはだけられ、青ざめる。

　大きな手が項うなじや首筋を自在に這はい回って、触ふれた肌はだのなめらかさを楽しむ。男と偽いつわっていたときのように胸には晒さらしを巻いているが、帯刀にはすでに素す性じようがわかってしまっている。

　男だと思って襲おそわれるのと女だとわかってのうえのことでは、襲いかかる恐きよう怖ふが全然違ちがった。

　必死になって手足を振り上げる。体てい裁さいなんか構う余よ裕ゆうはなかった。

「触るな！　やめろ、離して！」

　その抵てい抗こうを、帯刀は甘んじて受け止める。いつもいつもすなおに身を委ゆだねるおとなしい女ばかりで、ちょうど退たい屈くつしていたところだ。たまにはこんなふうに、可愛かわいらしい抗あらがいを楽しむのも悪くない。

　肩かたを押さえるだけで、あとは跳はねる手足を自由に暴れさせる。

　白火が疲つかれるだけで、帯刀にとってはこの程度、痛いたくも痒かゆくもない。むしろ征せい服ふく欲よくをかき立てられるだけだ。

　とはいえ、あまりの暴れっぷりに思わず帯刀は吹き出してしまった。

「……色気のないことだ」

「そんなもんあるか！」

　白火が必死に肩に置かれた手を外そうとするが、力で敵かなうわけがない。蹴け飛とばそうとして精せい一いつ杯ぱい振ふり上げた脚あしは、帯刀の手にぱしっと受け止められてしまった。

「なかなかにそそる姿だ」

　袴はかまの裾すそが乱れて、細い足首は摑つかみごこちがいい。指が簡単に回るほど華きや奢しやだがしなやかで蕩とろけるような手て触ざわりの、極ごく上じようの肌だ。

「あんた、どうかしてる……！」

　男に足を摑まれているという状じよう況きようだというのに赤くなるでもなく、怒りにきらきらと双そう眸ぼうを煌きらめかせて睨にらみ上げてくる。

　帯刀の中で、疑問が確信に変わっていった。

　──やはりな。

　これは子供だ。男女の交わりのことなど何も知らない子供だ。

　仮にも肌を売る女が、これほどなりふり構わず抵抗することはない。あれは男を誘さそって興を添そえているようなものだが、今の白火は本気だ。

　──身を売ったことがないのか……。

　姿と同様身も清らかだったということに深く感動を覚える半面、どうしようもない欲よく望ぼうも湧わき起こる。男の性というものに苦く笑いつつ、帯刀はそんな自分を抑おさえようとはしない。

　横たわらせた少女の身体からだを深く抱だきこむ。帯刀を包む気配が濃のう度どを増したことに、敏びん感かんに気づいて白火がびくりと背筋を震ふるわせる。

　狩かられる動物は本能的にそれがわかるものだ。耳たぶのすぐ下の薄うすい皮ひ膚ふに意外なほど情熱的に唇を押しつけられ、細い悲鳴をあげる。

「やっ……」

　ひどい混乱が白火を襲う。

　冷ややかに見えた青年の体軀は熱く熱を孕はらんで遠慮がない。細身に見えて実際はしっかりと鍛きたえ抜ぬいた筋肉をまとい、抵抗しようにも、深く抱きすくめられて身じろぎひとつできない有様だ。

　厚い胸むな板いたを懸けん命めいに押し返すと、右の手のくぼみに口づけられる。その間にも、長い指先は胸もとの合わせ目から中へ中へと潜もぐり込んでいく。

「帯刀さま離して、離してください……！」

　か細い声が震え始める。

　それでも真しん珠じゆの肌をまさぐり続けると、露あらわになった左の腕うでの感かん触しよくが気になって、帯刀はつと手を止めた。

　ざらざらとしたそこは、洗いざらしの木綿もめんが包帯代わりに巻かれている個か所しよだ。

　──肩……いや、腕全部か。

　そういえば今まで白火は、左ひだり腕うでだけは動かしていなかった、と思い出す。肩の付け根から肘ひじの下あたりまでに、ぐるぐると包帯が巻きつけてある。

「…………」

　黙だまって、包帯の上から感触を確かめる。

　傷の気配がないどころか、触れても痛がる素そ振ぶりは見せない。触れられていることすら今はわかっていないように、目を見開いて浅く呼吸を繰くり返している。血の匂においもしないから、切り傷でもないだろう。

　──動かないのか……？

　冷たく瘦やせ細って血の通わない腕。

　腱けんが切れたりすると、動かなくなることがある。

　肌と異なる感触の包帯からそっと手を離し、項に顔を埋うずめるようにして身を寄せた。このまま、この少女のすべてを支配してしまいたい。

　力の差や体格差を考えれば、それはとても簡単なことだ。

　帯刀は遠慮なく欲望を行動に移そうとした。

　大きな体軀を押しつけるようにして押さえこむと、その拍ひよう子しに、華奢な右みぎ腕うでが必死に伸びて帯刀の懐かい剣けんを奪うばい取った。

「離、して…………」

　片手で器用に鞘さやを落とし、白はく刃じんを構える。守り刀の切れ味は鋭するどい。

　だが帯刀はあくまで余裕を失わない。

　それどころか、小さく微笑ほほえみさえして白火を見下ろした。

　はだけた着物の合わせ目から男の肌が覗のぞき、凄せい絶ぜつなまでの美び貌ぼうを際きわ立だたせる。

「私を刺さして逃にげるか？」

　高貴な血を引く帯刀を傷つければ、その罪は一族郎ろう党とうに及およぶ。それくらいの重罪だ。

　それに剣けんを握にぎったこともないような少女の攻こう撃げきなど、恐おそれる必要もない。

　からかうように問うと、白火がきりっと唇を嚙かんだ。そんなに嚙み締しめたら切れてしまうのではないかと、一いつ瞬しゆん心配になる。

　傷つけてしまうには惜おしい。まだ触れてはいないが、きっとやわらかく甘く、美酒のように帯刀を酔よわせるに違いない唇だ。

「──こんなことをされるくらいなら」

　手首を返して、白火が切っ先を自分の喉のどもとに突つきつける。帯刀は、不意を突かれたような顔をする。その証あかしに、わずかに蒼あおい瞳ひとみが揺ゆれた。

「自害するとでもいうのか。馬ば鹿かな真似まねはよせ」

「馬鹿な真似ではありません。本気です。オレにも、誇ほこりはあるんです」

　白火はうろたえない。

　帯刀はようやく、手を止めて白火を見つめた。
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　毅き然ぜんと言い放つそのさまは気高く、これ以上の狼ろう藉ぜきを許さない誇りに満ちていた。

　このまま帯刀が力ずくで思いを遂とげれば、白火は首を搔かき切るだろう。押し当てられた刃やいばには震えも躊躇ためらいもない。

　ただ、瞳だけが怯おびえていた。萎い縮しゆくした星のような煌きらめきを宿して、縋すがるように帯刀を見上げていた。

　睨み上げるのではなく弱々しく、心のどこかで助けを求めているように見えて、帯刀の心がつきりと痛んだ。

　──…………。

　組み敷しいた、あまりに儚はかない肢し体たい。

　豪ごう快かいに暴れるから失念していたが、男の力を見せつけられて怖こわくないわけがないのだ。

　気き丈じように涙なみだをこらえていた白火が、ふっと力を抜いた。

　動かない帯刀に絶望したように、目を瞑つぶる。指先に力が込められるのを見て取り、考えるより早く手首を押さえていた。

「──止やめよ」

「離して！」

　白火から懐剣を取り上げようとして、その指が緊きん張ちようにひどく強こわ張ばっていることに気づく。緊張しきって、指先が固まってしまっているのだ。

　こうなると、白火自身でさえ剣を離すことはできない。

「……力を抜け」

「やめ、て……」

「よいからおとなしくしていよ」

　柄つかに絡からんでいる指を一本一本、細心の注意を払はらって、丁てい寧ねいに引き剝はがしていく。白火の指は細過ぎて、扱あつかいに困ってしまうほどだった。

　白火はその様子を、息を詰つめてじっと見上げていた。

「無む茶ちやをするものだ」

　ようやく全部の指を剝がし終わり、剣を鞘に納める。

　気が削そがれて嘆たん息そく混じりに身を起こすと、その隙すきを突いて白火が起き上がる。

「出て行きます。こんなところにいたくない！」

　裸足はだしのまま庭に走り去っていく後ろ姿を、帯刀は追おうとはしなかった。

　やわ肌はだの感触の残るてのひらをじっと見下ろし、ぼそりとつぶやく。

「変わった女だ」










　がさり。

　宵よい闇やみの中、柴しば垣がきが揺れる。

　白火はひたすら山道を歩く。衣服はざっと整えたし、人里に着けばここがどこなのかもわかる。そうすれば、使いを出すなり自力で戻もどるなりできるだろう。

　柴垣に左右を囲まれて狭せまい細道しかないので、ここをまっすぐ行けばいいはずだ。玉たま砂じや利りが敷き詰められた道を、追いかけてくるかもしれない気配を気にしながら、足早にほとんど走るような勢いで歩く。

「信じられない、なんだあの人は……！」

　一刻も早く、あの山さん荘そうから遠ざかりたかった。

　広く立派な構えで由ゆい緒しよも正しそうだったのは、実際に見たから知っている。白火がいた部屋も畳たたみや障子は真新しいものの、作り自体は古そうだった。

　成り上がり者は贅ぜいを尽つくして屋や敷しきを構えるが、連綿と続く家いえ柄がらは、その元の姿をとても大切にし、道具類も修理しては丁寧に使って、その積み重ねた時の長さが誇りなのだという。柱は磨みがかれて飴あめ色いろに光り、どっしりとした風合いは新しいものでは到とう底てい敵かなわない味わいがある。

　そんな山荘を我がものとしているのだから、帯刀が皇子だというのは本当のことなのだろう。

　貴種の血筋は庶しよ民みんには存在すらも明かさないことが多いから、白火もあまり詳くわしいことは知らない。

　皇位に絡む血筋の一族は、羽は振ぶりが良く権力も備えているか、人々に忘れ去られ荒あれ果てた暮らしをしているかのどちらかということぐらいだ。花街には時々、皇族の末まつ裔えいを名乗って耳じ目もくを集める女がいるという。

「…………」

　白火はため息をつく。

　帯刀は、紛まぎれもなく前者だ。

　帝みかどの護衛や式しき部ぶ卿きよう宮のみやといったら、その手の知識に疎うとい白火でも知っているほどの高貴さだ。特に貴人警備には実力のほかに生まれや育ちもすべて考こう慮りよされ、選び抜ぬかれた人しか任じられない。

　その筆頭だと言われて、あまりの身分差に目眩めまいがしそうだ。

「よりによって、厄やつ介かいな人に捕つかまったもんだな。ていうか、そんな尊い身分の人間が何やってるんだよ。矢涼、見つけられるかな……オレが帰ったほうが早いよな、やっぱり」

　わざと明るく独りごとを言いながら歩くのは、心細さを隠かくすためだ。見知らぬ山を夜にひとりで歩くのは、やはり怖い。

　鈴すず虫むしがりんりんと鳴いて、まるで鈴虫の巣山のようだ。

「気温からして、嵐山に近いのかな。涼すずしいし静かだし」

　柴垣に守られているだけまだましだが、いつ獣けものに出くわすかもわからない。

「──簪かんざし、返してもらえなかったな」

　白火の簪は帯刀が持っているという。簪の分軽い頭を振ふる。

　いつもの歩ほ揺ようが揺れる感覚がなくて寂さびしい。

「喉、渇かわいた」

　もう、二刻ほども歩いただろうか。闇やみが深くなり、さすがに少しおかしいと感じ始める。

　どこまでもどこまでも続く柴垣。これはいったい何だ。

　山には、川がなくても湧わき水が湧いていることが多い。柴垣の隙すき間まから奥に入り込んで、小さな井い戸どを見つける。

「井戸があるってことは、人家に近いのかな？」

　釣瓶つるべ式の井戸からからからと水を汲くみ、柄ひ杓しやくにすくって一口含ふくむ。冷たい水が喉を滑すべり落ちて心地ここちよい。

「散歩は済んだか」

「帯刀さま……!?　なんでここに」

　すぐそばから聞こえてきた声に、白火は驚おどろいて柄杓を取り落とす。

　からんからん。

　転がった柄杓が、青年の足もと近くで止まる。

　視線を上げると、井戸を挟はさんで正面に、汗あせのひとつも浮うかべず涼しげな佇たたずまいで帯刀が立っていた。

「え!?」

　視界が急に晴れた気がする。

　慌あわてて周囲を見み渡わたすと、そこは山荘の中庭だった。白火にと与あたえられた部屋のすぐ前だ。中の灯あかりが柔やわらかく漏もれている。

「どうして!?」

　今まで白火を囲んでいた柴垣は、もうどこにもない。

「カイに目くらましの術をかけさせてある」

「目くらまし!?」

「私が許可しない限り、そなたはここから出ることはできない」

　表情ひとつ変えない帯刀に、白火はうつむいてふるふると右の拳こぶしを握にぎり締しめた。

　目くらまし。

　どういう術を用いたのかはわからないが、ずっと庭先を歩かされていたということか。

「そこまでするか！」

　だが白火には白火の意地があり、誇ほこりがある。天性の負けず嫌ぎらいに火がついて、恐おそれよりも先に怒いかりが込み上げてくる。

「気が済んだら部屋に戻れ。それとも運んでほしいのか」

　抱だきあげて運ぼうとする帯刀からするりと逃にげ、白火は叫さけんだ。

「見てろ！　目くらましだってなんだって、絶対、絶対に逃げてやるから！」

　怒おこりながら白火が山荘の中に入ったのを見届けると、帯刀は空に隠れた一か所に険しい視線を投げかけた。声を出さずに、唇くちびるだけを動かす。

「──カイ」

「はいはい……っと」

　曲くせ者ものの気配を察していたのか、少年はすぐそばにいるようだ。

　わざと作った隙にうまく誘さそいこまれ、背後から黒くろ装しよう束ぞくの男が唐とう突とつに躍おどりかかってきた。無表情に長い髪かみをなびかせていた帯刀は振り向きざま、無む駄だの一いつ切さいない動きで身をかわす。

　夏の庭で、鈴虫の声が一いつ瞬しゆん途と切ぎれる。

「ここはいい。あれを護まもれ」

「大だい丈じよう夫ぶ、部屋に覆おおいをかけたから。今起こっていることは何も見えないし聞こえない。姫ひめさんが万が一にも見ちゃったら怖こわがるだろうからね。巻きこまれたらかわいそうだし」

「よし」

　帯刀の口もとが、かすかに笑う。

　狂きよう気きを孕はらんで凄すごみのある微び笑しようが帯刀を彩いろどる。

「では、無用な気き遣づかいはしない」

　短い刃やいばを左右に持ち替かえて休む間もなく襲おそいかかってくる忍しのびの男相手に、青年は腰こしに佩はいた鮫さめ鞘さやの長ちよう剣けんを鞘さや走ばしらせた。

　ひゅ、と空気を斬きる音と共に、鋭えい利りな切っ先がぴたりと忍びの喉のどもとにあてがわれる。

「……っ!?」

　男が息を飲み、青年は息ひとつ荒あらげず静かに問う。

「去れ」

　何者だ、とは訊きかない。訊いても答えないだろうことは承知している。

　切り口といい気配の殺し方といい、相手はそれなりの手練てだれだ。機密を命にかえても守るのが役目の影かげならば、簡単に口は割らない。それくらいの意気がなくては、迎むかえ撃うつほうとしてもおもしろくない。

　帯刀は容よう赦しやしない。

　剣つるぎの皇子と呼ばれているのなどまだ可愛かわいいもので、日ごろ抑よく制せいしている分、帯刀の身のうちに潜ひそむ破は壊かい欲よくはすさまじい。

「死にたいのか」

　爪つめを研とぐ猫ねこのように、薄うすい首の皮一枚を真横に斬る。

「くっ……！」

　絶ぜつ妙みように計算された力加減と腕うで前まえに、忍びはごくりと唾つばを飲んだ。

　今の指先ひとつ、皇子の気持ちひとつで、鍛たん錬れんを積んだ自分があっさりと命を奪うばわれていたかもしれない。剣を握ったこともないような脆ぜい弱じやくな貴族とは全然違ちがう──これは、実戦に赴おもむいたことのある者の眼めだ。

「御ご免めん」

　ざっと木々を割って忍びが逃げ去ると、カイがすかさず尋たずねてくる。

「追う？」

「必要ない」

「でも」

「どうせ雑魚ざこだ」

「怪け我がは」

「ない」

　雇やとい主である青年の無事を確かめ、少年は白火の居室の方角を気にする。曲者が忍びこんだ気配はない。

「追わなくていいってことは、またいつものかな？」

「ああ。帝てい位い継けい承しよう争いの余波だろう。末席の私まで始末しようとは、よほど退たい屈くつを持て余していると見える。よほど、京を血の海になさりたいのだろうか」

　もしそうであれば、心ゆくまでお相手して差し上げてもいいが──怜れい悧りな美び貌ぼうを冷れい徹てつに笑えませたその凄みにカイはいつもいつも、背筋がぞくりと寒くなる。

　この青年の中には何かが棲すんでいる。

　冷静で冷れい酷こくで冷ややかな何かが巣す喰くっていて、いつもは玻は璃り一枚の幕で覆い尽つくされているものの、たまにこうしてちらりと顔を覗のぞかせる。

　目的のためであれば人を殺すことも厭いとわない冷静さ、他者を排すことに動じない冷酷さ。カイは時々、この青年の心は本当に氷でできているのではないかとすら思う。

　そしてその異形と同じものが、カイの中にも潜んでいる。少年はそれを自覚している。

「──物ぶつ騒そうなこと言わないでよ。戦いくさなんて起こったら、俺達過労死するよ」

　わざとおどけてみせると、青年がふっと表情を緩ゆるめる。

　無表情なので微笑ほほえむ姿など滅めつ多たに見られないが、ほんの少しの変化でも、カイは見分けることができるほど長年そばにいる。

　──この人が帝てい位いに興味を持ったら……人並みの出世欲よくとか権力に目覚めたら、京どころかこの国があっさりとひれ伏ふすだろうにね。

　帯刀にそうした欲が一切ないのは、はたして幸運なのかそれとも不運なのか。

「色々大変だねえ。背負うものが多くて」

「あんな面めん倒どうなものに興味はないんだがな」

　帯刀に、伸のし上がろうとする野心はない。

　けれど人並み外れて矜きよう持じが高く、こうしてちょっかいを出されると我が慢まんできない。

　こうした相手は大たい概がいあとで何故か大変な目に遭あい、以降二度と手を出してこないのが定石だ。

「嵯峨野ここにまで追いかけてきたのは、少々気に障さわる。あとはわかっているな、カイ？」

「は～い。でも、明日になってからね」

　青年の目配せに、意味を読み取ってカイはのんびりと頷うなずいた。

　青年──帯刀を暗殺しようとした忍びの雇い主を見つけ出し、少しばかり手痛い目に遭わせて二度と手出しをしないようにさせる。

　それが、カイの仕事だ。

　忍びの残り香がを嗅かぎ分けて、覚えこむ。目だけではなく五感すべてを使って覚えるから、カイは一度擦すれ違っただけの人間でも決して忘れない。

「今夜は姫さんと一いつ緒しよに寝ねようかな？　また誰だれかが来ないとも限らないし」

　本気のように言ってみると、帯刀の足がぴたりと止まる。

「うそうそ、冗じよう談だんです。でも、しばらくの間そばにいるよ。連れて来られて何かと不安だろうから」

　今度は帯刀は答えなかった。

　その後ろ姿を見送り、カイは両りよう腕うでを上げて伸のびをする。

　この国の、影の部分をすべて操あやつる一族の直系であるカイすら恐れさせる何か。それをカイはふと、鵺ぬえのようだと思った。

　寂さびしい生き物。異形の生き物──愛が欲しい生き物。










　もぐもぐもぐもぐ咀そ嚼しやくして飲みこみ、また口の中に食べ物を放ほうりこんで咀嚼する。

　持ってきた夜食の膳ぜんがみるみるうちに空になっていくのを見て、カイはとうとう腹を抱かかえて笑い出した。

「すげえ、いい食べっぷり！　お腹なか空いてたの？　そういえば、朝もお昼も食べ損そこなったんだったね」

　食べ終えた皿を置き、汁しる物ものの椀わんを取って一口飲む。

「食事は」

　すべて右みぎ腕うでだけで動作をこなす上に食べ物が口に入っている間は喋しやべらないのでどうしても会話がもどかしくなるのだが、カイはそんなことは気にしていないようだった。

　壁かべに寄りかかって足を投げ出し、果物くだもの籠かごの中の杏あんずをひとつ、放り上げては受け止めて遊び始める。白火としても、心苦しくなくて助かる。

「芸人の基本だからな」

「まあね。でもさ、攫さらわれてきたその日にこんなに食べる人、初めて見たよ俺。ここの料理、おいしいよね。京のお屋や敷しきとは違う料理人なんだけどさ。すっげーこだわるの。山菜なんかは、自分で採ってきたものじゃないと使わないんだよ」

　くるくる、ぽん。

　カイの手の中で、赤みを帯びた黄色い果実がくるくる躍る。

　──料理は、工く夫ふうさせる必要があるな。

　先ほどからさりげなく観察しているのだが、白火は器用に片手で食事を摂とっていた。だが、汁しるの実だったり柔やわらかい煮に物ものだったりといった両手を使うものはやはり食べにくそうだ。

　躾しつけが行き届いているのか、直接器うつわを口につけて食べるような真似まねはしない。人目もないし、カイとしては手て摑づかみで食べても全然構わなかったのだけれど。

　がっつくことなく流れるようなその食べっぷりは、見ていて気持ちがいい。

「姫ひめさんて、行ぎよう儀ぎがいいんだね。食べ方が綺き麗れいだ」

　初めて食べるのか、近おう江みの馴なれ寿ず司しを恐おそる恐る口に入れていた白火が、ほんの少し微笑ほほえむ。姫さんという独特の呼ばれ方は、いつのまにか定着してしまった。

　というよりもカイが名前で呼んでくれないので、慣れるしかない。

「……お招き頂いた先で食事をすることもあるからな。箸はしは扇おうぎのように持てと教えられたんだ」
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「なるほどね」

　白い歯が、杏に齧かじりつく。

　酸すっぱさと甘さが一気に溢あふれ出し、カイの唇くちびるをつたい落ちていった。

「零こぼれているぞ。拭ふいたほうがいい」

　すかさず、白火に手しゆ巾きんを手て渡わたされる。

「──ありがと」

　もう一口杏を齧って、しゃくりと固い実を飲みこんでからカイは尋たずねる。

「ねえ。訊きかないの？」

「何をだ？」

　カイは、ひとつ息をする間を置いた。明るい昼間と違い闇やみに覆おおわれたこの静かな時間には、ついうっかり本音が零れ落ちそうになることもある。

「ここはどこなのかとか、何で攫われたんだとか、そういう類たぐいのこと」

　すると白火が、静かな横顔でことんと箸を置いた。

「訊いてほしいのか？」

「別に」

　カイだって、どうしてこんなことを言っているのかわからないのだ。ただ、攫われて目が覚めて、逃にげ出しても見つかって連れ戻もどされているのに、食事を持ってきたら平然と食べているのに驚おどろいて、少しおもしろくて少し腹が立った。

　泣き喚わめいて逃げ惑まどったりしてくれればまだしも、こうも平然とされると攫ってきたカイのほうが妙みような気分だ。

「帯刀さまが教えてくれないことは、カイも教えてくれない。そうだろう？」

「まあ、確かに言うわけにはいかないんだけど」

「だったら訊くだけ無む駄だだろう。何でそんなことを訊くんだ」

「でもさ、普ふ通つうもっと怖こわがったりしない？」

　訳がわからなくなってきた。

　食べかけの杏をぐしゃりと手の中で握にぎり潰つぶすと、もう一枚の手巾がぱしっと飛んできた。

「だから、ちゃんと拭けってば。それに、怖がっていれば逃げられるのか？　ここから出せと喚けばいいのか？　幼いころは違ちがったぞ。必死で逃げようとしたら殴なぐられた。助けを求めないように布を嚙かまされたこともある。あれは、息苦しくてつらかったな」

　こういうときには経験が役に立つものだ。何事も経験しておくものなのだな、と苦く笑しようしてしまう。

　小さいころ、誘ゆう拐かいやその未み遂すいは結構頻ひん繁ぱんだった。いつもいつも、攫われるたびに息をこらして助けが来てくれるのを待った。

　ある程度成長すると矢涼が未然に防いでくれるようになったので、しばらく忘れていたのだけれど。

　おとなしくしていれば相手も機き嫌げんが良くなったし、怪け我がもしなくて済んだ。ときには食事を与あたえられもした。

　怖いのをじっと堪こらえ、ひたすら矢涼の姿だけを待ち続けた。

　今も同じだ。喚いても叫さけんでも解放してはもらえない。

　今できるのは、いざというときに逃げられるだけの体力をきちんと温存しておくこと。そして、平常心を保つことだ。

　一度怖いと思ってしまったら、恐きよう怖ふはなかなか消えないものだから。

「役者は身体からだを作っておくのも仕事のうちだ。それと同じで、オレは今のオレにできることをする。きちんと食べて、休んで、体力を蓄たくわえておくんだ」

　己おのれを律りつすることができなければ、役者は務まらない。

　手のひらに当たって床ゆかに落ちた手巾を拾い上げ、カイが根負けしたように笑う。

「──変な人だね。変に冷静でさ」

「そうかな？」

「そうだよ」

「それはいいが、まだ汚よごれてるぞ。ちゃんと拭いておかないと染しみになる。貸して」

　膝ひざでにじり寄ってきた白火が、手巾を取ってカイの腹の辺りを拭ぬぐう。その手つきが意外なほど優やさしく丁てい寧ねいで、カイはしばらく息を詰つめてしまった。鼻の先で、細くけぶるような髪かみが揺ゆれる。

　かすかな敵意が消えて、心底困り果てたように笑う。

「何か、色々大物かもね。姫さんは」

　それは、カイが初めて白火に見せる素すの笑え顔がおだった。




　　　　[image: ]




「離はなせったら離せぇっ！　こんなの、監かん禁きんです！　冗談じゃないっ！」

　じたばたと全力を尽つくして暴れる白火を、帯刀は楽しげに喉のどを鳴らしながら押さえこんだ。圧あつ倒とう的てきな優位に立つ獣けものが、わざと爪つま先さきで獲え物ものを嬲なぶって楽しむように。

「本当にそなたは、見た目と違って『やんちゃ者』だな。良いぞ、好きなだけ抵てい抗こうしてみよ。今日は時間がたっぷりとある故ゆえ、気の済むまで付き合ってやる」

　白火が嵯峨野に連れて来られて数日が経たった。

　一仕事終えて山さん荘そうに戻ってきたカイは、部屋で繰くり広げられる光景に、ぽかっと顎あごを落としそうになってしまった。身のうちに残っていた仕事の残りの、殺さつ伐ばつとした気分さえもが吹ふき飛ぶ。

　──な、なんなんだ、これ……。

「離せって言ってるでしょうっ！」

「非力なものだな。それでも抵抗しているのか？　猫ねこが暴れるのより容易たやすい」

「猫とか言うな、そっちが馬ば鹿か力ぢからすぎるんです！」

　あぐらをかいて座った帯刀が、白火を膝に座らせようとでもしたのだろうか。

　華きや奢しやな腰こしに腕うでを回された白火が懸けん命めいに抜ぬけ出そうとし、それを難なく拘こう束そくする帯刀の表情にカイはもう驚くことしかできない。

　こんな帯刀を見るのは初めてだ。

　帯刀にここまで逆らう人間を見るのも初めてだ。

　山荘に連れてこられてから毎日毎日、白火は懲こりずに脱だつ走そうを試み続けている。

　めげない、しぶとい、諦あきらめない。この三つが、白火の新しい信条だ。

「ふむ。確かにそなたに不利だな。では、使う手を片手だけにしてやろう」

　疲つかれ始めた白火が肩かたで息をし始めると帯刀が少しばかりの気き遣づかいを見せ、左ひだり腕うでだけで細い腰を摑つかみ引き寄せた。

「馬ば鹿かにして……！」

　それに白火は一層怒おこって抗あらがう。まさにしゃーっと牙きばを剝むいた仔こ猫ねこそのものに見えるのだが、それを今言うと余計なとばっちりを食いそうなのでカイは黙だまって部屋を離れる。

「ふざけるな！　離せってば、オレに触さわらないでください！」

「そなたは私のものだ。触ふれるのに許可は必要ない」

「違うって言ってるでしょう……！　オレはものじゃない！」

「違わない。私のものだ」

　ぐいっと力強く引き寄せられ、すっぽりと両りよう腕うでの中に包みこまれる。

　伽きや羅らの香かおりに閉じこめられ、所有の証あかしを刻もうとするかのように、左右の鎖さ骨こつの中央のところに遠えん慮りよなく唇を押し当てられる。

「だから、好き勝手にそういうところに触らないでくださいっ！」

　帯刀がこうして白火を何くれとなく構い触れてくることに、白火は抵抗しつつも少しずつ慣れ始めていた。帯刀の触れ方は、白火にとっては狼おおかみに懐なつかれるのと同じだ。言葉が通じない点でもそうだった。

　帯刀の放つ男の魅み力りよくは、白火にはまったくと言っていいほど通用しない。

「ああもう、ひっつかないでくださいってば！」

　帯刀に傷つける意思がないことを読み取ってからというもの、白火は全力で暴れている。その抵抗っぷりはいっそ清すが々すがしいほどで、帯刀を楽しませる。帯刀の前でこれほど感情をあからさまにする人間は珍めずらしい。

　──悪あく循じゆん環かんだよなあ。

　部屋の中がよく見える大きな木の枝に腰かけ、カイは頰ほお杖づえをついてその光景を眺ながめた。下手へたに横やりを入れて余計複雑化されても面めん倒どうだ。

　──ま、このふたりの問題だし。

　逃げようとした白火の手を摑んで帯刀が抱だき寄せると、白火が勢いよく狙ねらいをつけて足あし蹴げにした。

「このっ！」

　ごつん、と鈍にぶい音がする。

　──あらま。皇子みこさまを蹴っ飛ばしちゃったよ、姫ひめさんてば。

　少女というよりは野生の小動物めいて帯刀の中の征せい服ふく欲よくを煽あおり立てているのだが、帯刀はもう、力ずくで乱暴しようとはしない。

　その意思が伝わって、白火もどことなく安心しているのかもしれない。

「そのように抗っても、逆効果だぞ？　それとも誘さそっているのか？」

「誰だれもそんな真似まねはしてません！」

「やはりそなたはおもしろい」

「おもしろくなくていいから、離してください！」

　平和なのかそうでないのかわからないやり取りを眺め、カイは、あふ、と大きな欠伸あくびを漏もらした。










　暴れ疲れてぐったりとした白火の髪は、指先にひっかけるとするりと滑すべり落ちた。

　やわらかな光こう沢たくを放つ髪のその感かん触しよくが心地ここちよくて、何度も撫なでる。連れて来てから毎日柘植つげの櫛くしと椿つばき油あぶらで丁寧に梳とかせているので、薄うす茶ちやの絹糸は一層艶つやを増した。

　珍しい色合いの髪は美しく、帯刀はとても気に入っている。剣けんを持つ手が、飼い猫の毛並みを整えるように優しく髪を梳くしけずっていく。

「よくもここまで毎日暴れるものだな……どこか痛めなかったか？」

　疲れ果てた白火の目が、とろりと潤うるむ。

　瞼まぶたが半分以上落ちかかっているのに、頑かたくなに眠ねむろうとしない。

　こくんと舟ふねを漕こいでは、はっとしたように目を開く。

　その頑がん固こな様子がおかしかった。帯刀は、ふと表情を緩ゆるめる。

「眠いのなら、眠ればよい」

　白火を膝に抱き抱かかえたまま、薄茶の髪を一ひと房ふさすくい上げ、軽く唇くちびるで触れる。疲れと眠ねむ気けに全身を支配されているのだろう白火が、それでも緩かん慢まんなしぐさで抗おうとする。

　白火の抵抗は帯刀にとっては他愛たわいのないもので、気に障さわることはなかった。

　むしろ、思うままに全身で抵抗する気き性しようのまっすぐさが物もの珍めずらしい。帯刀から逃にげようと、何も隠かくさず行動するさまは浅はかだと思うと同時に愛いとおしかった。

　どうしても逃げたいのなら、己を偽いつわって帯刀に取り入り、油断を誘ったほうがよほど賢けん明めいだ。白火が従順に身を委ゆだねてきたら、多少気を緩めるかもしれない自分を帯刀は自覚している。

　京で生まれ育った者は、皆みな一種狡こう猾かつだ。

　京──帝てい都とであるために本心を隠す必要があることを、京人なら肌はだで感じ取っているのだろう。

　この国の中ちゆう枢すう、高貴の都であり、それゆえに戦乱の舞ぶ台たいともなった歴史は人の心に知らず影かげを落としている。昨日の友が今日の敵になるかもしれない不安定な状じよう況きようの中、ものごとをすべて曖あい昧まいにすることで保身を図はかってきた政まつりごとの歴史だ。

　だが白火はごまかさない。

　どこまでもまっすぐに、愚おろかしいほどに真っ正直に心の内面を瞳ひとみに浮うかべ、噓うそをつかない。そのまっすぐな鮮あざやかさに、帯刀は自分でも奇き異いに思うほど興味を惹ひかれるのだ。これは一体どうしたことだろうか。

　白火のそばにいると呼吸が楽だ。心が穏おだやかに落ち着いて肩の力が抜ける。

　帯刀の身分を知っても媚こびを売らず、態度も変えない。心根の賤いやしい芸人だとばかり思っていたのに、その高潔さには本当に驚おどろかされた。

　──こんな女が、本当にいるとはな……。

　帯刀の身分にも財産にも目が眩くらまず、媚こびもしない。

　白火にとっては至し極ごく当たり前のことが、帯刀にはまるで奇き跡せきのように感じられる。

「眠ったのか？」

　膝ひざの上の身体からだから完全に力が抜け、頰ほおにかかった髪かみを払はらってやりながら問いかけると、答えはない。

　その寝ね顔がおはあどけない。

「本当に、強ごう情じようなことだ」

　細い手足は、押さえこむ際に折ってしまいはしないだろうかと毎回気が気ではない。足の先には小さな珊さん瑚ごが左右合わせて十揃そろっている。

　見て、撫なぜられていればいいようなこの白い足が力いっぱい走ったり蹴け飛とばしたりするのかと思うと、少し不思議な気分だ。赤子に、初めて手を握にぎられたときに似ている。

　誰かに庇ひ護ごされなければ生きていけないほど弱々しいくせに、赤子の力は案外強い。

「…………」

　力を失った右手を摑む。

　右の手にも、愛らしい桃もも色いろの爪つめが五つ。だが残りの五つは、着物に隠れて見えない。

　せっかくの珊瑚が見えないのはおもしろくない。

　着物をはだけさせて左手を引き出そうかと思い襟えりに手をかけ、白火が左腕に触れられることを妙みように嫌きらっていたことを思い出す。

　──違ちがうな……。

　嫌っているのではなく、恐おそれているような気もする。

　カイの一見したところでは、筋に異常があるそうだ。決して見せようとしないので確かなことは言えないのだけれど。

「──ふむ……」

　せっかく眠ったところを起こすのは忍しのびなかった。

　──また、怒るだろうからな。

　怒る白火が、帯刀は嫌いではない。むしろ、怒る白火が見たくてわざとからかうこともある。

　あの琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうがきらきらと煌きらめき強く睨にらんでくる様子は可愛かわいらしくて、怒いかりのあまり嚙かみ締しめた唇は紅を刷はいたよりも赤い。そのさまを思い出し、帯刀はわずかに口元を綻ほころばせた。

　連れて来たばかりの仔猫が、あんなふうに威い嚇かくしてくることがある。

　しなやかで可愛らしい見た目で牙を剝かれても痛くも痒かゆくもない。むしろ、剣ひとつで簡単に切り裂さける小さな体たい軀くで恐れ気もなく立ち向かって来る様子など、思わず片手でひょいと抱きあげてしまいたくなる愛らしさだ。

　餌えさを与あたえて従順に手て懐なずけてしまえば、さぞかし可愛らしいことだろう。

「そなたを、極上の絹や宝玉で飾かざり立ててやるとしよう」

　今は見事なほどに飾り気がないが、瞳と同じ琥こ珀はくも珊瑚もきっとよく映はえることだろう。色が白いから、漆しつ黒こくもよく似合いそうだ。きっとこの肌の絶ぜつ妙みような質感を際きわ立だたせる。

　そんなことを考えながらやわらかな髪の手て触ざわりを楽しんでいると、唐とう突とつに部屋の中をふっと影が横切った。

　まだ周囲を警けい戒かいするように庭に立っているカイの後ろ姿に問いかける。

「どうした」

「う、ん…………」

　膝の上で、白火が軽く呻うめくような声を上げた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、何もない」

　安心させるようにそっと小さな耳たぶに唇を落とすと、また静かな寝ね息いきが零こぼれる。よほど疲つかれているらしい。

　次からはもう少し力を加減してやったほうが良さそうだ。

「今、影がひとつ来たよ。偵てい察さつ程度ですぐに消えた。女みたいな気がするなあ、この匂におい……」

　影。

　カイの言葉に秘ひめられた意味合いに、帯刀が眉まゆ根ねを寄せる。

「これの関係者か？」

「多分ね。皇子さまを狙ったにしては慎しん重ちようすぎる気がするから」

「これの身内が、影を雇やとったと？」

　白火の行方ゆくえを、忍びを雇って探させているのだろうか。

　カイの仕事だから、残り香がひとつ残さずに連れてきたはずだが、嵯峨野に気づく早さが気にかかる。帯刀が思っていたより早い。

　何か、手がかりを与えるような要素があっただろうか。

「そりゃあ、親もととかは探しているだろうけどさ。でも、そういう話はまだ聞いてないけどなあ」

　カイの言葉は時折本音が見えない。

　状況を楽しんでいるような悪戯いたずらっぽい瞳に、帯刀は鋭するどく命じる。

「次は立ち入らせるな。お前の一族なら、多少話は通じるだろう」

　まだ年若だが、カイは忍び一族の長おさだ。

　この国の影の部分──光の当たる正反対の場所を一手に引き受け、君臨し続ける一族。光が当たれば影が生じるのは自然の摂せつ理りだと、以前カイがさらりと言っていたのが印象深い。

　長の言葉には絶対の権限がある。

　カイは皇族のみに仕える影の一族のただひとりの直系で、子供のころに帯刀と出会い、それ以来ずっと帯刀の隠おん密みつとして仕えている。帯刀の類を見ない豪ごう胆たんさと冷れい酷こくさに惹かれたのだと話していたこともあるが、心の奥は決して読ませない少年だ。

　長年そばにいても、その距きよ離り感かんだけは変わらない。

「同族なかまじゃなかったらどうしようか？」

　わかりきった言葉遊びを仕し掛かけられ、帯刀はふっと酷こく薄はくな笑えみを刷いた。同族を見み逃のがしてやるだけでも御おんの字だ。

「斬きり捨てよ」

「了りよう解かい」

　にっと笑った少年の姿が残像になってかき消える。

　夜半だというのに蟬せみがひと際声高く鳴き始め、腕うでの中の白火が目を覚ましても。

　帯刀は、白火を離はなそうとはしなかった。










　女は、くんと鼻を鳴らした。

　香こうの匂い、髪かみ油あぶらの匂い、着物の匂い──染しみついた花街の匂いはすべて洗い落としてきたが、それでもまだ甘かったかもしれない。

　──まあ、人にはわからへんやろけど……獣けものの鼻やったら、どないやろね。

　かすかな残り香さえ嗅かぎ分ける鼻を持つ者には、匂いを隠しても仕方がない。そういう場合は、強い強い匂いを鼻にぶつけて嗅きゆう覚かくごと奪うばってしまうしかない。

　彼女は、髪をまとめていた黒布を取り払った。赤みを帯びて見事な丈たけなす黒くろ髪かみに、榛はしばみ形がたの瞳が現れる。

　瞳の下には、天鵞絨びろうどを小さく切り取って貼はりつけたような泣きぼくろがひとつ。

「噂うわさ通り、随ずい分ぶんと厄やつ介かいなことになっているらしおすなあ……」

　彼女は、噂うわさ話ばなしが集約する夜の街に棲すむ女だ。彼女もまた、この世の闇やみの部分に身を置いている。

　花はな霞がすみは、見てきたばかりの面おも影かげを思い浮うかべて気づかわしげに首を打ち振ふった。

　聞きかじった噂がどうにも気になって、実際に確かめてきたところだ。お節せつ介かいかもしれないと思いつつ、気になったことは確かめずにはいられないのは性しよう分ぶんなのかそれとも素す性じようゆえのことなのか。

「あの人、どないしはるつもりなんやろ」

　貴人の深山に囚とらわれていたのは、花霞がよく知っている青年の想おもい人だった。










　そのころ京では、柚木座の館やかたの離れが異様なほどの緊きん張ちよう感かんに包まれていた。

　元々嵐山での勧かん進じん能のうから戻もどって以来様子が変だったのだが、今は殺気すら帯びて凄すさまじい。

　離れの一角、蒼馬が主に応接用に使っている部屋で顔を突つき合わせた数人が、それぞれ強こわ張ばった顔つきのまま黙だまりこむ。

　最初に口火を切ったのは一陽で、額を片手で押さえ苦々しく吐と息いきを零す。

「黒幕は帯刀皇子、だったか……」

　白火が連れ去られたのが嵯峨野の山さん荘そう、その持ち主は帯刀皇子だと、情報をかき集めてあたりをつけたのは蒼馬で、確かく認にんしてきたのは矢涼だ。

「ご存じなんですか!?　何者なんですの、その皇子だかなんだかっていうのは！」

　憤ふん懣まんやるかたない朧が前かけの裾すそを握にぎり締めたまま膝ひざを浮かせ、矢涼が腕を組み替かえる。

　その頰ほおには、斜ななめにざっくりと傷が走っていた。まだ血のにじむ生傷だ。

　皆みんなには棘とげのある葉に引っかけたのだと言い訳しているが、ここにいる面々だけはそれが噓うそだとわかっていた。すっぱりと肌はだを裂いたのは、嵯峨野の山奥に仕掛けられていた鋭い鉤かぎ縄なわだ。

「よりによって、厄介な相手に……」

　蒼馬が、らしくもない乱暴なしぐさで煙管きせるに火を点つける。

　苛いら立だって暴れ出したいのを、必死に抑えているのが明らかな所作だった。前まえ髪がみをわし摑づかみ、ふーっと息を吐はく。

「皆みなさま揃そろって！　何なんですの、その人だと都合の悪いことでも!?」

　いきり立つ朧に、蒼馬が黙って煙管を盆ぼんに打ちつける。

　ここ数日ろくに眠ねむっておらず髪かみも乱れるに任せていて、粋いきが信条の蒼馬らしくない出いで立ちだ。余よ裕ゆうを失い白火を捜し回っていたところにこの知らせだ。理性もそろそろ限界だった。

「都合が悪いなんて甘いもんじゃねえよ」

「帝てい位い継けい承しように絡からむ皇族には、警護に忍びがつく習わしなんだ」

　ぼそりと矢涼が言い添そえるが、朧には訳がわからない。

　矢涼は思い返す。

　嵐山の泉に、かすかに白火の気配が残っていた。

　実際に白火を攫さらったのはきっと、忍しのびの仕業だろう。見事なほどに痕こん跡せきを隠かくしてある辺り、相当な腕の持ち主だ。

　白火の残り香を辿たどってやっとの思いで嵯峨野に辿りついた時も、巧こう妙みように罠わなが幾いくつも仕掛けられていて白火に近づくことができず、遠くから様子を窺うかがい見るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。忍びのやり方を知り抜ぬいている、巧妙な手口だ。

　あの罠を張った相手を出し抜かなくてはならないのなら、かなり骨が折れることは必至だ。矢涼は腕は立つけれども所いわ詮ゆる『はぐれ』で、こういうときに協力を得られる同族はいない。もう少し手数があればまた違ちがったかもしれないが、幼いころから矢涼に同族はいないので、今いま更さら言っても詮ないことだ。

「皇子が相手か」

　沸ふつ々ふつと怒いかりの滲にじむ声で、蒼馬が吐き捨てる。

　一陽も頷うなずく。

「身分が身分だ、真っ向から逆らうことはできまい。本来ならば、我々芸人風ふ情ぜいは近づくこともできない相手だ」

「同感だ、一陽太夫たゆう。下手へたすりゃばっさり斬り捨てられて終わりだろうな」

「──皇子が白火を攫ったという、確たる証しよう拠こはまだ摑めていないぞ、柚木座の若」

「ああ、わかっている。皇子について情報を集める必要があるな。とにかく情報が少なすぎる」

　わかっているのは、嵐山にほど近い嵯峨野に山荘を持ち、帯刀皇子と呼ばれている皇族だということだけだ。

　皇族ともなると軽々しく人の噂話には上らないから、詳くわしいことはわからない。

　八方ふさがりとはこのことだ。

「能贔屓びいきなら、何かしら柚そ木ち座らにつてがありそうなものだが」

「調べてみたが、お手上げだ。後こう援えん者で宮中に出入りしている商家を当たってみる。直接取引きをしているやつでも見つけられれば、少しは聞き出せるだろう」

　貴族の館に出入りするような老舗しにせの商人は矜きよう持じにかけても顧こ客きやくについて一いつ切さい口を噤つぐむものだが、どんな手を使ってでも口を開かせてみせる。

「俺も、もう一度潜もぐりこんでみる。あの罠の張り方には癖くせがある。何かわかるかもしれない」

「頼たのみます。若太夫、矢涼。皆のことは任せろ。俺が気をそらしておくから」

「よろしく頼む、日輪座の太夫。嵯峨野か。確か、知り合いが今でも棲んでいるはずだ。連れん絡らくを取ってみる。矢涼、気をつけろよ」

「承知」

　淡たん々たんと話を済ませて腰こしを上げようとする男三人に、朧は呆あつ気けに取られてしまった。

　帯刀皇子のことを調べるというだけで、肝かん心じんなことが何も決まっていない。今話し合うべきなのは、どうやって白火を救出するかのはずだ。皇子だの何だのに関かかわっている暇ひまはない。攫った相手がわかっているのに、何故なぜ助けに行かないのか。

　ばん、と朧が両手で床ゆかを叩たたきつける。

「白火はどうなるの!?　何で今すぐ助けに行かないの!?　矢涼が危ない真似まねまでして居場所を突き止めたっていうのに！」

　男たちの不自然な冷静さに、腹が立って仕方ない。

　蒼馬の低くくぐもった声が、懸けん命めいに感情を押し殺しているせいだとは、朧は思いもよらない。

「今は堪こらえろ。もう少し情報を集めてからでないと身動きが取れない」

「だから、何で！　白火は嵯峨野にいるのに！」

「朧。声が大きい。母屋おもやに聞こえてしまうぞ」

　一陽が長い腕を伸のばし、朧の頭にぽん、と手を置く。

　幼い天輪をあやすときのようなそのしぐさに、朧の頭にかっと血が上る。

「だって、一陽太夫！　白火が……！」

「皇子がどんな人間なのかわからないから、今は行けないんだ」

　一陽の穏おだやかな声こわ音ねが、朧の耳にじかに響く。一陽の声には昔から不思議と説得力がある。

　水面の波は紋もんのように静けさと柔やわらかさを孕はらんだ声が、朧をゆっくりと鎮しずめ宥なだめていく。

「だって、白火は嵯峨野に」

「うん。居場所はわかった。矢涼が危険を冒おかして突き止めてくれた。だが、皇子が何故白火を連れ去ったのかがわからない。白火が誤って無礼なことをしたのかもしれないし、舞まい人びととしてのご所しよ望もうかもしれない。白火が自らついていったという可能性もあることにはあるが、それはあれの性格上考えにくい。だとすると、無む理り矢や理り連れていかれたのかもしれない」

「だから、助けに行くんじゃありませんか！」

　一陽は、朧を愛いとしい娘むすめのように優やさしく見つめる。

　白火のことをいつも心から案じてくれるこの少女は常に白火のそばにいて、今は半身を切り取られたような気持ちなのだろう。その気持ちはとてもよくわかる。

　気持ちは同じだ。

「無礼なことをしたのなら手打ちにされているかもしれないが、まだ無事だと矢涼が確認してきてくれた。最悪の事態は避さけられた。だが、我々の出方によっては場所を移されるかもしれないし、白火の待たい遇ぐうにも違いが出てくるかもしれない。わかるか？　朧」

「待遇……？」

　くるんと丸まる癖のある睫まつげがぱちりと瞬まばたきし、つぶらな瞳ひとみから激しい怒りが消えていく。もともと察しのいい少女だ。

　蒼馬でも、矢涼でさえも抑おさえることのできない朧の心配を裏返した憤いきどおりを、一陽は水をかけるようにそっと収めていく。

　このままでは朧のほうが心労が祟たたって倒たおれてしまいかねないと、ひそかに心を痛めていた矢涼はほっとしながらも複雑な気持ちだ。

　──何で、太夫の言うことはすなおに耳を貸すんだ。

　説明が苦手な矢涼の説得は、結果的には火に油を注ぐだけだった。朧としては、ただでさえ白火を連れ去られた上に矢涼までもが単身嵯峨野に向かってしまって、心の糸をぎりぎりに張り詰つめて案じていたのだ。

　帰ってきた矢涼の頰の傷を見たときの、心から安あん堵どした半面の怒おこりっぷりは凄すごかった。顔を真っ赤にして怒り、泣き出しそうな顔で傷の手当てをしてくれた。息がかかるほど近くで消毒をしてくれたせいか、今も矢涼の鼻先には甘い匂においが残っている気がする。

「繫つながれて座ざ敷しき牢ろうにでも入れられたら白火はどうなる？　それだけならまだしも、見つかる前にと人買いにでも売り飛ばされたら？　朧も知っているだろう、人買いに売られれば、行方ゆくえを探すことは難しい」

「座敷牢……そんな、人買いって……！」

　人買いの一行なら、朧も何度か見かけたことがある。

　人買いの連れている人間は縄で縛しばられたり腕うでに変な焼き鏝ごての痕あとがあったりして、皆一様に魂たましいの抜け落ちたような、虚うつろな眼まな差ざしをしていた。主に裕ゆう福ふくな家に下働きとして売り渡わたすのだというが、売られる人たちはひどく瘦やせてぼろを身に纏まとい、明らかに病気の人もいた。

「考えたくはないが、花街に売られる危険もあるだろう」

「だからって……だからって、じっとあの子が解放されるのを待っていろとでも!?　今一番怖こわい思いをしているのは白火なのに！　白火を見捨てるおつもりですか!?」

　だん！

　朧の悲鳴に覆おおい被かぶさるように。

　蒼馬の拳こぶしが、めり込む勢いで床に叩きつけられた。

　乱れた前まえ髪がみの合間からぎらぎらと晄ひかる、抑えきれない怒り。悔くやしさ。腹立たしさ。

「見捨てる、だと……？」

　矢涼も一陽も冷静な表面を装い、中は抑えこんで溜ためこんで沸々と湧わき上がる怒りが荒あれ狂くるっている。

「本気で言っているのかお前」

　恋こい人びと、娘、恩人──それぞれにとって大切なものを横から攫われたのだ。朧はようやく、皆みんなの気持ちに気づいた。心配し過ぎて視野が狭せばまり、周囲のことを考える余よ裕ゆうもなかったのだ。

　項うな垂だれて謝罪する。

「──ごめんなさい」

「いいさ。気持ちはわかるからな。それに、お前がきゃんきゃん怒ど鳴なり散らしてくれると少しは気が晴れる」

　蒼馬が、重苦しい空気を晴らそうとするかのように軽口を叩いた。

　ことが公おおやけになるのを防ぐために、白火が行方不明になったことは最低限の人間以外には知らせていない。ほとんどの座員たちは、白火が腕の治ち療りようのために嵐山に留とどまっていると信じている。嵐山の、霊れい験げんあらたかな住職の祈き禱とうを受けているのだと。

　けれど根がすなおで律りち義ぎな白火が一言もなしに舞いの稽けい古こをつけるのを休み、連絡もないのは不自然だ。まっさきにおかしいと気づいたのは天輪のようで、漠ばく然ぜんとした不安のせいか、しきりと朧に甘えて纏わりつく。

　日輪座の座員たちが、時折人待ち顔で柚木座を訪おとずれてはがっかりと肩かたを落として帰っていく。柚木座の座員たちも、人の気配があると急いで玄げん関かんまで出で迎むかえに行く。

　もっともらしい理由をつけても、皆心のどこかで異変を感じ取っているのかもしれない。舞いの指導をしているからという以上に、白火の存在はそれぞれの座にとっても大きいのだ。

　澄すんでやわらかい声が稽古場に響かないと物足りない。日中のうだるような暑さの中でひとり爽さわやかな、涼すずやかなあの姿が見えないと落ち着かない。白火がいないと──ぽかりと心に穴が空く。だから、蒼馬たちは焦あせっていた。

　──どこだ、どこにいる。

　探し続けて、ようやく見つけた手がかりだ。逃のがす気はない。

「必ず、取り戻もどす」

　大切な、大切な存在を。
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「──懲こりぬな、そなたは」

　指が余ってしまうほど細い手首を摑つかんで少々乱暴に引き寄せると、白火の足が軽くもつれた。

　帯刀の気に入っている珊さん瑚ごの爪つめは、すっかり土に汚よごれてしまっている。どこでどうつけたのか、袴はかまの裾すそには緑の葉や花びらなどもたくさんついていた。

　今日も今日とて、白火が脱だつ走そうを図はかったとカイから知らせを受けた。

　書院の間で書類に目を通していた帯刀がやってくると、白火は雨あま樋どいに手をかけ、屋根によじ登ろうとしているところだった。

「庭からはどうやっても逃にげられないって気づいたみたいだね。姫ひめさんの努力は認めるよ」

　姿を隠かくしたまま耳もとに囁ささやいてくる少年に、かすかに苛いら立だつ。

　──何故なぜお前が連れ戻さなかった。

　片かた腕うでしか使えないのに屋根に上がるなど、正気の沙さ汰ただとは思えない。

　高さがあるので、落ちれば怪け我がを負うのは必至だろう。この細い体つきでは、衝しよう撃げきを押し殺すこともできまい。

「俺、忙いそがしいの。嵯峨野には羽虫がたくさんいるんでね。それじゃ、あとは頑がん張ばって」

　気楽に言い放って、カイが気配を消す。

　残された帯刀は、憮ぶ然ぜんとしたまま白火の手首を摑んでいた。

「痛い。離はなしてください」

　指先に力を入れ過ぎたのか、白火が小さく顔を歪ゆがめる。

「屋根から落ちて怪我でもしたらどうするつもりだ」

　低く凄んだ声こわ音ねで尋たずねると、少女は悪びれもせず帯刀を睨にらみ上げる。

「捕つかまったままでいるよりずっとましです」

　きかんきな物言いは相変わらずだったが、何かが帯刀の胸に引っかかった。それは、ひどくざらざらとして心地ここちが悪い。

「──そうか」

　怪我をしてでも、逃げたいというのか。

　そこまで、自分のそばにいるのはいやなのか。

　ざらりとした胸むな奥おくからどろどろとした怒いかりが込み上げて、一気に全身を埋うめ尽つくす。怒りで目が眩くらんだのは初めてだ。

　つん、とそっぽを向いたままの顎あごを指で摑んで向き直らせる。指先が蕩とろけそうな線を描えがく顎に強く食いこんだが、力を緩ゆるめるつもりはなかった。

「帯刀さま、やめて痛い……！」

　小さな顎だ。このまま力を込めれば、すぐに砕くだけ散る。

　そのことを思い知らせようとでもするかのように摑んだまま、帯刀は冷静に言い放つ。

「そなたがそのつもりでいるのなら、私もそれなりの手を打つとしよう」

「何を、するつもりですか……？」

　少女の美び貌ぼうが不安に曇くもる。

　その不安げな表情が気に入らない。ここまで他人に、それも女性に気を使うのは初めてだというのに、当の白火は何もわかっていないのだ。

　だったら、もういい。

　帯刀は、ひどく残ざん虐ぎやくな気分になっていく。狩かりにも似た気分だ。獲え物ものを追いつめて一気に抵てい抗こうする気力を奪うばい、誰だれが勝者かを知らしめる。

　そうだ。似合わない配はい慮りよなどせず、初めからこうすれば良かったのだ。

「そなたが今後も抵抗するというのなら、日輪座を京から追放する」

「え……!?」

　琥こ珀はくの双そう眸ぼうが驚おどろきに見開かれる。

　帯刀の怒りはまだ収まらない。美しい獲物が力を完全に失い、自分を頼たよって縋すがりついてくるまでは許さない。

　自分の提案が白火に衝撃を与あたえたのを見て、更さらなる追い打ちをかける。少年のころ捕つかまえた蝶ちようも、閉じこめているだけではすぐに逃げた。

　逃がさないためには針で縫ぬい留めて、動けなくしてしまうべきだったのだ。

「そなたが世話になっているという柚木座も取り潰つぶすか。しょせん能など作り話、虚きよ構こうを演じているものだ。人々を惑まどわし風ふう俗ぞくを乱すものを取り締しまるのは、私の務めだ」

　権力を振ふりかざして相手を追いつめる。

　それが、これほど後味の悪いものだとは思わなかった。

　だが止められない。白火が逃げようとするから悪いのだ。

　帯刀は胸に満ちる苦い思いを嚙かみ締める。

「虚、構……？」

　それまで黙だまって聞いていた白火が、たまらなくなって叫さけんだ。怒りに、全身がわなわなと震ふるえている。

「違ちがう！　能はそんなものじゃない、全然違う！　帯刀さまは思い違いをしている！　風俗を乱したりなんかしていない、誤解しないでください！」

　必死になって見上げてくる白火を、帯刀は冷たく見下ろす。薄うす茶ちやの髪かみが振り乱みだされる。

「何が違うというのだ」

「舞ぶ台たいひとつ、舞まいひとつで救われることもあるんです。舞台には真実があります。帯刀さまも、能を観みたことはあるでしょう？」

「ああ。貴重な時間を潰されただけだった」

「もう一度観てみてください。能は、変へん幻げん自じ在ざいに舞って夢を見せて」

「観衆を惑わせる。その美しい姿でな」

「違う！」

「どこが違う？　そなたはその美しさで夢を見せているのではないか。それ以外は、観衆も興味はあるまい」

　姿を愛めでるだけで、能の中身など関係ない。

　そう言いきられて、白火の中で何かがぷつんと切れた。

「思いこみもいい加減にしろ、この頑がん固こ者！」

　帯刀の頰ほおを引っぱたこうとした右手は、やすやすと押さえつけられる。

「この私に手を上げるか。大した度胸だ」

　さしておもしろくもなさそうに帯刀が鼻を鳴らす。

「その無礼、何で償つぐなってもらおうか」

「先に能を馬ば鹿かにしたのは帯刀さまです！」

「決して逃げないと誓ちかいを立てよ。でなければ、即そく座ざに日輪座も柚木座も取り潰す」

「待って！　そんなひどいこと！　なんでそうなるんですか!?　柚木座まで巻きこむなんて、ふざけないでください！」

「ひどいことなど何もない。人心を惑わすそなたたちこそ性質たちが悪い。いっそのこと、能楽そのものを禁じても良いのだぞ。そなた以外の芸人全員、二度と京の土を踏ふめぬようにしてやろうか」

「待って帯刀さま、オレの話を聞いてください」

　慌あわてた白火が湿しめった土に足を滑すべらせ、帯刀の袖そでに取り縋る。帯刀は冷れい酷こくに嗤わらった。

「さっそく色いろ仕じ掛かけか。そなたにしがみつかれるのは、悪い気はせぬ」

「……っ！」

　しなやかな腕うでが、白火を横よこ抱だきに抱かかえ上げる。

「誓え。誓うまで下ろさぬ」

「…………」

　蒼あおみがかって透とう明めいにさえ見える双眸を、白火はじっと見上げた。

　黒目を蒼が縁ふち取どる、美しく冷たい瞳ひとみだ。帯刀に、すべてを凍こおりつかせるこの色ほどふさわしい色もないだろう。

　異国とつくにの異形は青い血をしているというけれど、帯刀の血も、触ふれることができたらひやりと冷たく凍る寸前かもしれない。帯刀には、白火の言葉が伝わらないのだろうか。

　──どう言えば伝わるんだ？

　白火は本気で考えこんでしまった。

　わかっているのは、白火が従わないと、日輪座や柚木座に被ひ害がいが及およぶということだ。

　──オレが行方ゆくえ不明になって、きっと皆みんな、心配してるだろうな……。

　そう思うとつらかったが、一座が取り潰しになるのはもっといやだった。古いにしえの、神々の時代から連綿と受け継つがれてきた舞いの歴史は、その末まつ裔えいである白火の誇ほこりだ。

「わかりました」

　説得はあとからでもできる。今は、一座を護まもることのほうが先決だった。

「逃げませんから、皆に手出ししないでください」

　目を閉じると、帯刀の唇くちびるが、満足そうに瞼まぶたに口づけを落とした。
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　白火が逃にげないと約束したからなのか、最近帯刀は白火を連れて山さん荘そうの近くや麓ふもとまで外出するようになった。

　いくら広い山荘の中を自由に動き回ることが許されていても、実際に外に出られるのとでは全然違う。

　静かな山荘とはいえ、閉じこもりっ放しでは正直気が滅め入いって仕方なかった。

　このままずっと山荘に閉じこめられるのかとひそかに不安だったから、山荘から出てようやく思いっきり深呼吸ができたような気持ちになる。もっとも、今は帯刀の愛馬に相乗りさせられているので、まるきり自由を満まん喫きつするというわけにはいかなかったけれど。

　静かな場所で人交わりを避さけてひっそりと過ごしていればそれでいい──帯刀にはそういう、厭えん世せい的なところがある。

　相変わらず山荘の使用人たちは姿もまばらで、白火が話しかけるとすぐに逃げてしまう。自然とカイが相手になってくれることが多くて、帯刀にはそれも気に入らないらしかった。先日も、そんなようなことを言っていたのを思い出す。カイと邪じや気きのない世間話をして笑っていた白火を見るなり、みるみるうちに不ふ機き嫌げんになったのだ。

『カイを手て懐なずけて脱だつ走そうの協力をさせようとしても無む駄だだ』

　自分はただ、話し相手がほしかっただけだ。

『違います。変な勘かんぐりをしないでください』

　元々お喋しやべりなほうではないけれど、丸一日誰だれとも喋らなければ気も沈しずむ。

　邪じや推すいされたことにむっとして、つん、と顔を背そむけると更に青年の声が尖とがる。

『礼れい儀ぎがなっていないな』

『どっちがですか。第一そんな考え方、オレにもカイにも失礼です』

『まあまあ、皇子みこさま。姫ひめさんも、お互たがいもうちょっと仲良くしようよ。ね？』

『無む茶ちや言うな！　閉じこめている張本人と仲良くなんてできるか』

『あのお、姫さん？　実際に攫さらってきたのは俺なんだけど？』

『閉じこめているなどと人聞きの悪い。自由に出歩いて良いと許可してやったではないか』

『山荘の中だけの話でしょう！　外へは一歩も出れないじゃないですか！』

『外に出たら逃げるだろう』

『いい加減解放してください』

『だめだ』

　屋根をつたって逃げようとして以来、庭回りにかけられた目くらましの術も強化させたらしい。

　白火が逃げないと約束したのを、帯刀ははなから信じていない。だからこうやって白火を信じていないような発言をされる。

『帯刀さまのつむじ曲がり』

『なんだと』

　白火が立ち上がり、傾かたむく重心を堪こらえて足早に歩き出す。

『どこへ行く』

『厨くりや！　喉のどが渇かわいたから水飲んできます！』

　ぷんすか怒おこりながらも律りち義ぎに答える白火の後ろ姿に、カイがぷっと吹ふき出した。

『ああいうとこが可愛かわいいよねえ、姫さんは』

『誰だれか呼べば一言で済むものを』

　帯刀が、白火の去った方向を見つめたまま独りごとのように問う。

　高貴さと傲ごう慢まんさに溢あふれた美び貌ぼうが、今はどこか途と方ほうに暮れている子供のようだった。

『白火は一体、何をそんなに怒っているのだ？　着るものも食べるものも、ほしいものは何でも言えと言っているのに何ひとつ要求しないどころか、用意したものを受け取ろうともしない』

　宝玉を加工した飾かざり玉は言うに及ばず、銀糸を織り交ぜた帯に、美しく夏の花を刺し繡しゆうで描えがき出した薄うす衣ぎぬ、愛らしい桃もも色いろの小こ袖そで。

　すべて白火のために用意したというのに、白火は与あたえられた絹の中でも一番地味なものを選び、一いつ切さい着飾ろうとしない。

　薄うすい布地の上うわ衣ぎに柔やわらかく砧きぬたを打った袴はかま姿で、質素な拵こしらえのままだ。

　宝玉は一切着けず、着き替がえさせようとしても頑がんとして侍じ女じよの手を拒こばんでいるらしい。

　少年のような簡素な格好は愛らしくないこともないが、女らしく髪を結ゆい上げて華はなやかな衣ころもを纏まとえばもっともっと美しくなるはずだ。血ち赤あか珊さん瑚ごや真しん珠じゆでその身を飾り、花を挿さして香こうを燻くゆらせて。

　そうすれば白火は京の高位の姫にさえ勝まさるほどの美び姫きとなるだろうに、唇に紅をさすことすらしない。

　白火の役目は帯刀の目を楽しませることだというのに、帯刀には理解できない。

『何も受け取らずに、何を怒っているのだ。気に入らないのか。好みがあるなら、そう言えば良いだろうに』

　黙だまって聞いていたカイが、困り果てたようにがしがしと首の後ろを搔かく。

『皇子さまさあ、少し姫さんの気持ちを考──って、無理だね。皇子さまの性格じゃあね。皇子さまだもんね』

『カイ？』

　忍しのびの長おさの少年は、大人びた不可思議な笑えみを湛たたえてよっと立ち上がる。縁えん側がわから庭に出ようとして、ゆっくり振ふり向く。

　夏の暑さにも冬の寒さにも従って逆らわないしなやかな強さはきっと、代々の長の瞳に宿ってきたものだ。

　カイは勝つこと負けることにこだわらず、生き延びることこそを目標とする。宝は命だ。ほかのなににも代えられない。

『たまには外の空気でも吸わせてあげたら？　気分転てん換かんになっていいかもよ。ふたりでじっくり話せば、少しは心を開いてくれるかもしれないし』

　我ながらお節せつ介かいすぎる忠告だと苦笑いを残して、カイは気を引き締しめた。

　──また、お客さんだ。

　深山に張り巡めぐらせたカイの意識に、何かが引っかかった。ただの獣けものかもしれないし、忍びかもしれない。白火の知ち己きかもしれないし、帯刀の敵かもしれない。ここからは仕事の時間だ、と意識を切り替かえる。

　一いつ瞬しゆんにして飛び去ったカイを気にすることなく、帯刀は顎あごに指の背を当てて考えこむ素そ振ぶりを見せた。

『白火は、外に出たいのか。だから怒っていたのだな』

　──というような経けい緯いがあった翌日、いきなり帯刀に連れ出されたのだが、白火としては驚おどろきはしたものの、さすがに少し嬉うれしかった。信用してほしいという白火の気持ちが通じたのだろうかと思う。

　馬に乗るのは初めてなので、帯刀の腕うでが支えてくれなければ鞍くらから落ちそうで怖こわい。けれど元々運動神経は良いので、慣れてしまえば、歩くのとは速度も高さも違ちがって楽しい。特に、動くたびにゆらゆらと身体からだごと跳はねるのがおもしろかった。

　──馬って大きいんだな。あったかいし。

　馬の匂においは日なたで温まった藁わらの匂いだ。山道を降りるときは疾しつ走そうしたから、道筋は全然わからなかった。

「どこに行くんですか？」

「すぐ着く」

　前方に座らせた白火を片かた腕うでに抱だきこんで、帯刀は手た綱づなを器用に操あやつる。もっとも黒くろ鹿か毛げの馬は帯刀の要求を敏さとく読んで動くから、手綱の指示はほとんど必要ないらしい。

「持ってみるか」

「はい！」

　駆かける速さを落とし、帯刀が手綱を握にぎらせてくれる。

　少し歩くと、帯刀が、す、と腕を伸のばして指し示す。

「桂かつら川がわだ」

　自然の渓けい谷こくと豊かな緑の川岸に着き、馬を下りた帯刀は腕を伸ばして白火を抱き下ろした。

　こういうときの帯刀の態度は、少し乱暴でさえある。有う無むを言わさず抱きあげるのだ。

　蒼馬は違う。白火が痛い思いをしないようにと、指先の力を加減して慎しん重ちように扱あつかってくれる。

　それに、白火がもう大だい丈じよう夫ぶだと言ってもそのまま手を離はなさないことが多かった。

　京に上がってからというもの、こんなに蒼馬と離れているのは初めてだ。

　──蒼馬さま……今いま頃ごろどうしているかな……。

　離れて初めて、その寂さびしさに気づく。自分がここまで寂しがり屋だとは知らなかった。我ながら不思議に思う。

　──逢あいたいな……。

　胸の奥がきゅっと絞しぼられたように痛んで、何故なぜかそれを帯刀には知られたくなくて白火は桂川に視線を向ける。

　桂川は鴨かも川がわや宇う治じ川がわとどんどん流れを合わせて最後は白火の生まれ故郷の丹たん波ばにまで流れ着く大きな川だ。

　ひたひたと水気をたっぷり含ふくんだ空気に慰なぐさめられる。餌えさとなる虫でもいたのだろうか、青緑色の羽根が美しい翡かわ翠せみが水面ぎりぎりのところをかすめて小さな水すい紋もんを描く。

「しばしの間、ゆっくりと過ごすといい。私は黒くろ駒こまを木こ陰かげに繫つないでくる」

「……わかりました」

　帯刀がいきなり何を考えて連れ出してくれたのかはわからないが、川岸は心地ここちいい。

　白火は帯刀を振り返りもせず、水辺に駆け寄った。

「流れが急だから、水には入るな」

　了りよう承しようの証あかしにこくん、と小さな頭が頷うなずいたのを確かく認にんし、帯刀は黒駒の手綱を引く。艶つややかな毛並みの馬は名残なごり惜おしげに軽く嘶いなないて主あるじに従う。

　ひとりきりになり、白火は河原かわらに座りこんだ。

　ごつごつとした岩場だが、岩の隙すき間まから草花が顔を覗のぞかせている。青と紫むらさきを取り混ぜたような濃こい色合いの、花びらが少し尖って咲さく花が見慣れなくて近づく。

「──沢さわ桔ぎ梗きようか」

　その名の通り桔き梗きようの一種だが、涼すずしげな見た目を裏切って凄すさまじい毒を持つ。

　山野草は食べられるものもあれば薬になるもの、そして毒を持つものもある。特に白火たちの生活に山野草は欠かせなかったから、幼いころから大人たちが見み極きわめ方をこまごまと教えてくれたものだ。

　川風に揺ゆれる青紫の花を、白火は黙って眺ながめた。

　凜りんとして背筋を伸ばし、清せい涼りようさを感じさせる花びらに猛たける毒。

「──あ」

　ふと気づいて、白火は納なつ得とくする。

　──そうか。この花、帯刀さまに似ているんだ……。

　川風が、さらりと白火の髪かみを撫なぜ上げる。

　川の水は冷たいだろうか。

　水に指先を浸ひたそうとして立ち上がると、何かに背後から腕をがしっと摑つかまれた。

「……っ!?」

　何事かと思って身をよじり、息を飲む。

　青年は何も言わない。汗あせを浮うかべかすかに息を切らせているのは、街かい道どうから走り降りてきたからだろうか。

　細い腕に、青年の指が食いこむ。痛みは感じない。

　互たがいに時が止まったように瞬まばたきすらも惜おしんで視線を絡からみ合わせ、青年の唇くちびるがゆっくりとその名を呼ぶ。

「白火…………！」










　黒駒が、甘えるように鼻先を帯刀の背に擦こすりつけて遊ぶ。愛馬の好きにさせていた帯刀が街道の外れの大樹に手綱を繫ぐと、待ってましたと言わんばかりに首を下げて近寄せてくる。これはたてがみを撫なでてほしいという意思表示で、人が乗っていないときはすぐにこうやって構ってほしがる。なりは大きく見えてもまだ子供なのだ。

　甘えたがりで自己を制せい御ぎよできない馬は戦いくさどきには使えない。

　馬はもともと怯おびえやすく人の感情にも敏びん感かんで、だからこそ命令のみに従う落ち着きが求められる。

　もう少し大人になれば、黒駒も申し分のない馬になるだろう。仔こ馬うまのときからの付き合いなので、意思の疎そ通つうは問題ない。あとはもう少し大人になるのを待つだけだ。

　ぶるる、と鼻を鳴らして催さい促そくする黒駒の鼻先を軽く叩たたいて宥なだめる。ここは木陰になって涼しい。

「そんなに遊びたいのなら、あとで白あ火れにでも構ってもらえ。喜んで相手をしてくれるぞ、きっと」

　山さん荘そうの廏きゆう舎しやで黒駒を見たとき、白火は驚いたものの、すぐに嬉しそうに黒駒の頭を撫でていた。

　動物が好きな性質でも、馬は珍めずらしいので最初はたじろいだりするものだが、白火は平気そうだった。妙みようなところで豪ごう胆たんだ。白火は、帯刀の予測を色々と裏切って飽あきさせない。

　そういうところも気に入っていた。

「少し休んでいよ。遊ぶのは、山荘に帰ってからだ」

　嵯峨野の山荘にやってくると、帯刀は時々黒駒の世話をする。

　廏舎の人間たちは皇子がすることではないと慌あわてふためくが、馬の面めん倒どうを見るのは嫌きらいではなかった。京の屋や敷しきでは、儀ぎ式しきや体てい裁さいに縛しばられてそんなことはできない。

「あとで水を飲ませてやろう」

　たてがみを指で梳すきながら訥とつ々とつと話しかけるのを、黒駒は目を細めて聞いている。

　人間相手よりは馬相手のほうが、帯刀の口は軽くなる。ぐいぐいと頭を押しつけて甘えてくる愛馬の様子に、知らず青年の表情も和やわらいでいく。

　動物の心の動きは単純でわかりやすい分好ましい。彼らには無む駄だな駆け引きや打算がなく、純じゆん粋すいに生きてその終しゆう焉えんに死があることをきちんと知っている。永遠を手に入れたかのように奢おごり高ぶる人間より、よほど賢かしこく清せい貧ひんだ。

　ふと、今いま頃ごろ桂川の清い流れを楽しんでいるであろう少女の面おも影かげが脳のう裏りをよぎる。

　ここに連れてきたのは、近いからという理由もあるが、あの泉でのことを思い出したからだった。あのときの白火は透すき通るようで、まさに穢けがれを知らない天てん女によそのものだった。その天女は今、帯刀に対してろくに返事もしない。

　──すなおなのか、すなおでないのか……。

　柔やわらかな見た目と違ちがって、中身は相当に強ごう情じようと見える。なにが気に入らないのか黙だんまりを決めこんで、我を張っている。

　京の女たちがそういう態度を取るときは大たい抵ていほしいものがあって、高価な絹や鮮あざやかな宝玉などを好きなだけ与あたえると機き嫌げんはたちまちのうちに直るのだが、白火の場合はこうはいかない。

　大体、何がほしいのかもわからないのだ。

　男装しているからだろうか。他ほかの女がほしがるものをほしがらない。だから勝手がわからなくて帯刀は戸と惑まどう。

　人の振ふりをしているだけで、白火はやはり天女なのではないかと半ば本気で考える。天女には、俗ぞく世せのことは理解できまい。

「……どうしたらよいのだろうな」

　考えこむ帯刀の横で、黒駒が知らない人間の匂においに、ひくりと鼻を蠢うごめかせた。










　ぐい、と引き寄せられてその腕うでの中に抱きこまれる。

　懐なつかしい香かおりを胸いっぱいに吸いこんで、白火は何とか声を絞り出した。この名前を呼びたかった。

「蒼馬、さま…………！」

「捜さがした」

　短い言葉と共に小さな耳たぶに唇が熱く強く押し当てられ、大きな手が背中や肩かたや腕を確かめるように滑すべり落ちていく。

　白火は一いつ切さい逆らわず、蒼馬のするがままに任せていた。

　低いつぶやきが、もう一度繰くり返す。

「──捜したぞ」

「……は、い。オレも、逢あいたかったです……」

　喉のどが涙なみだで詰つまりそうだったが、かろうじて飲みこむ。

　じっと蒼馬の目を見上げる。苛か烈れつに見えてその実、いつも白火を優やさしく包みこむ温かな目だ。

「こんなところで逢えるとはな」

　蒼馬の腕は緩ゆるまない。長い指で、髪をまさぐられる。

　そうせずにはいられないとでも言いたげな、はやる若馬のようなしぐさだった。蒼馬の熱さに、白火はただ翻ほん弄ろうされてしがみつく。結ゆい紐ひもがほどけて、薄うす茶ちやの髪が背中にさらりと広がった。真水の香りが漂ただよう。

「最初は遠目だったし、わからなかったんだ」

　街道から眺めた川沿いに人ひと影かげがあったから、この辺りの住民かと思ったのだ。

　嵯峨野の皇子のことを知っているだろうかと声をかけようとして、ふと気づく。

　山里の子供にしては、立ち姿がすっきりと上品だった。川かわ面もを見ているらしく、蒼馬の位置からでは後ろ姿しか見えない。儚はかないほどに細く、忘れようもないその優ゆう雅がな佇たたずまい。

　──まさか……？

　よく見ようと目を凝こらしたそのとき、風が髪を巻き上げて薄茶の光を弾はじいたのだ。

「白火……！」

　その瞬しゆん間かん、蒼馬は走り出していた。

　あの琥こ珀はくに染まって見事な髪の色は、この辺りでは珍しい。あのぴんと伸のびた背筋、薄茶の髪──ここは嵯峨野。蒼馬はその瞬間、この世のあらゆる神仏に感謝した。

「偶ぐう然ぜん──いや、必然だったのかもしれないな」

　蒼馬が嵯峨野の知り合いを訪ねていく途と中ちゆうで白火を見かけた──偶然も、重なりあえば運命を左右する。

　夜通し馬を走らせて嵯峨野まで来た甲か斐いがあったというものだ。

「身体からだの調子はどうだ。怪け我がはしていないか？　大体、何でこんなところにいる」

　答えようと口を開きかけて、ふと白火は思う。

　蒼馬は、どこまで知っているのだろう。

　皆みんなは、白火が一いつ瞬しゆんのうちに攫さらわれたことなど知らないはずだ。手がかりがあれば矢涼が必ず来てくれる。今までの経験上それは確かだ。

　だが山荘で数日待ってみても矢涼が来ないことから、白火は自分が完全に行方ゆくえ不明になっていると理解していた。

「無事で良かった」

「蒼馬さま、あの、オレは今」

　心配をかけてしまった。

　いつも泰たい然ぜんとした蒼馬の頰ほおにかすかなやつれを見つけて、白火の胸は一気に締しめ上げられた。らしくもなく、髪かみが乱れている。

　目もとに振り落ちる黒くろ髪かみが邪じや魔まそうで、指先でかきあげようと爪つま先さき立だつ。

「蒼馬さま、じっとして。聞いてください、今オレは」

　嵐山の泉、嵯峨野の皇子、皇子の忍しのびの少年。

　一体何から話せばいいのかと迷いながら、たどたどしく言葉を紡つむごうとすると背骨が軋きしむほどの力をこめて抱だき締められ、白火が仰のけ反る。大きな体たい軀くを屈かがめ、蒼馬が白火の胸に祈いのるようなしぐさで額を押し当てる。

　まるで母親に縋すがる小さな子供のようなその様子に、堪たまらなくなって精せい一いつ杯ぱい黒髪を抱き締める。

「蒼馬さま……」

　白火は束つかの間何もかも忘れていた。ここがどこなのかということも、誰だれがここに白火を連れてきたのかということも。

「その手を離はなせ」

　氷のように冷ややかな怒いかりを帯びた声こわ音ねが耳を貫つらぬき、白火はびくっと肩を震ふるわせた。
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「その手を離せ」

　青白い炎ほのおのような声に貫かれ、白火の身体が途と端たんに緊きん張ちようを帯びる。顔を上げた蒼馬が、敏さとくそれに気づいて眉まゆ根ねを寄せた。

「白火？　どうした？　何を怖こわがっている？」

「これは私のものだ。軽々しく触ふれるな」

　静かに傾けい斜しやを降りてきた帯刀が、白火の手首を摑つかんで引き寄せる。白火の手が蒼馬の衣ころもの上を一いつ瞬しゆん滑すべって、縋りつきたかったがもう遅おそかった。

　──あ…………。

　するり、と引き離され。

　帯刀の腕の中に閉じこめられる。

　ぬくもりが違う。

　匂いが違う。

　この腕ではないと、白火の五感すべてが訴うつたえる。

「随ずい分ぶんと待たせてしまったか。冷えている」

　帯刀の指がこれ見よがしに鼻の先に触れていき、白火はぎゅっと目を瞑つぶった。

　こんなふうに帯刀に触れられている姿は、蒼馬には見られたくなかった。

　ちらりと視線を向けると、蒼馬はてっきり驚おどろいていると思ったのだが、明らかな怒りを滲にじませて帯刀を睨にらみつけていた。

　──蒼馬さま？

　蒼馬の全身から滾たぎって溢あふれる、憎ぞう悪おに似た怒り。

　蒼馬がこれほど怒おこっている姿を見るのは初めてで、白火は驚いてしまった。

　高貴で傲ごう慢まんな気配を従えた、嵯峨野の貴人──目の前の青年が何者なのか、蒼馬は説明されなくてもわかっているらしかった。

「帯刀皇子。白火はものではない」

「そなたは何者だ。話しかけることを許した覚えはない。控ひかえよ」

「生憎あいにくと、人攫いと同じような真似まねをする輩やからを崇あがめ奉たてまつる趣しゆ味みはない」

「ほう。身をわきまえぬ物言いをする」

　一瞬にして敵と認めた青年ふたりの合間で、ちりりと火花が散る。

　不ぶ躾しつけな物言いだけならいざ知らず、自分を睨みつけてくる眼まな差ざしに本物の殺意を感じて、帯刀は眦まなじりを吊つり上げた。

「──蒼馬さま」

　白火が、おろおろと蒼馬を見つめている。案じる眼めだ。帯刀にそんな心配そうな眼を向けたことなどないくせに。

　──気に入らぬ。

　白火に触れていた。白火が気にかけている。

　その事実だけで、帯刀の心は急速に怒りに支配されていく。

　白火は自分のものだ。みだりに他人に触れさせる気はない。ましてや白火からも触れようとするなど、絶対に許さない。

「その生意気な口を塞ふさぐとしよう」

　身分柄がら、いかなるときでも佩はい刀とうを許された皇子が鮫さめ鞘さやの柄つかに手をかけるのを見て、白火は一気に青ざめた。

　帯刀の剣けんはただの飾かざりではない。鮫鞘の鞘さやは漆うるしをかけて装そう飾しよく文様を浮うき出させたもので美しく、しかも堅けん固ごで異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出す。美しさと珍めずらしさから相当に値が張るものだということしか知らなかったが、この青年が手にするにはいかにもふさわしい品だった。

　このままでは、蒼馬が無礼の咎とがで斬きり殺されてしまう。帯刀にはそれが許されるだけの力がある。

「帯刀さまやめて、お願いだ！　約束しただろう!?」
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　咄とつ嗟さに帯刀の右みぎ腕うでにしがみつくと、帯刀が白火を胸に抱き寄せ、満足そうに口もとに笑えみを刻んで蒼馬を流し見る。

「戯たわむれだ。そのように震えずともよい。役者などを切り捨てても、つまらぬ錆さびになるだけだ」

　射殺せそうに強く睨みつけてくる視線をさらりと受け流し、顎あごを上げる。

「さあ、もう戻もどるとしよう。参れ」

　わざと少し離れた帯刀が、白火に向かって手を差し伸べる。

「帯刀さま……！」

　小さな声が、悲鳴のように河原かわらに撒まき散らされる。

　優雅で、残ざん酷こくな仕打ちだった──蒼馬の前で、帯刀の手を取れというのか。

「──白火。今のはどういう意味だ。約束ってなんだ」

　低く低く押し殺した声が、白火の全身を貫いていく。

　──あ…………。

　白火の大事なもの。守りたいもの。

　命を賭かけても守り抜ぬきたい人が、強い視線で白火を射る。

　この人に何も告げてはいけない。

　白火が何を楯たてにされ何を守ろうとしているのかがわかったら、蒼馬はきっと命がけで白火を救おうとするだろう。そんなことを、由ゆい緒しよある柚木座の若わか太夫たゆうにさせるわけにはいかなかった。

　蒼馬が低く唸うなる。

「お前、何を考えている……？」

　それでも、蒼馬の手を取りたかった。

　戻りたかった。

　でも。

「私の姫ひめよ、そのような者の言葉に耳を貸す必要はない」

「私の姫だと……!?　白火、どういうことだ!?」

「蒼馬さま、違ちがう！　オレは」

　熱く燃え盛る炎のような双そう眸ぼうを見上げようとすると、すかさずその耳にひそりと帯刀が耳打ちする。

「そなたが逆らえば、日輪座と柚木座がどうなるのかは、わかっているな？」

　蒼馬に伸のばしかけた手が、ぎくりと止まる。

　帯刀の声が脳のう裏りにがんがんと響ひびいて、殴なぐられたように頭が痛い。

「や…………」

　ふらりと華きや奢しやな身体からだが傾かたむいたのを見て、帯刀が素す早ばやく腕うでを伸ばす。

「顔色が悪い。戻るぞ」

　帯刀が白火を連れ去ろうとすると、蒼馬がたまらずに叫さけんだ。

「白火！　何で逆らわない、どうしておとなしく言うことを聞いている!?　お前は──どうしたいんだ！」

　答えることができたら。

　白火は唇くちびるを必死に嚙かみ締しめて顔を背そむけた。

　背中に突つき刺ささる蒼馬の眼差しが痛い。

　けれど大切なものを守るため、蒼馬を守るため──白火には、こうすることしかできなかった。

「白火……！」

　蒼馬の声が、聞いたこともない悲ひ壮そうな響きを帯びる。

　けれど白火は振ふり返らなかった。きつく唇を嚙み締めて、涙なみだの一ひと粒つぶも零こぼさなかった。

　心がひび割れていく。

　かけらがぼろぼろ零れ落ちて壊こわれていく。

　それでも、大切な人たちを守るために。

　白火は、泣かなかった。










　取り残された蒼馬はしばらくの間、そこから動かなかった。否いな、動くことができなかった。

　白火が──帯刀の手を取った。

「そういう、ことなのか…………」

　重い身体を引きずるようにして館やかたに戻った蒼馬を待っていたのは、馴な染じみの遊女だった。婀あ娜だっぽい夜の衣ころもを脱ぬいで、普ふ通つうの町女の装いだ。

「お久しぶりどすなあ、主はん」

　ほとんど不ふ眠みん不ふ休きゆうで嵯峨野を往復してきたせいで、京一の伊達だて男おとこもさすがに疲ひ弊へいした面おも持もちをしている。もっとも、体力よりも受けた衝しよう撃げきのほうがはるかに大きかったのだけれど。

　意外すぎる白火の裏切りに打ちのめされて戻った蒼馬の前で、薄うすく化け粧しようを施ほどこした花霞が悪戯いたずらっぽく小首を傾かしげる。

　蒼馬は、ようやく合が点てんがいったように腕を組んだ。

「お前が嚙んでいたのか？」

　歩き巫女みこの女。

　蒼馬はゆっくりと花霞を凝ぎよう視しした。ただしその瞳ひとみの奥は笑っておらず、怒いかりの埋うずみ火は絶えることなく燃え続ける。

　大たい抵ていの人間なら気け圧おされてしまう眼差しに怯ひるむことなくにっこり微笑ほほえんで、花霞はほつれ髪がみをかき上げた。

「いいえ、違ちやいます。主はん、相当参っておいでやと思うて……慰なぐさめてあげよ思うて、参りましたんえ」

　京紅を刷はいた唇をつんと上げると、物思う顔つきの蒼馬が表情を消す。

　花霞が何のために訪おとずれたのかがわかった。ふっと息を吐はき、口もとをわずかに笑ませる。

「うちのこと、いくらで買わはります？」

「──お前の言い値で買おう」

　蒼馬の双眸が、壮そう絶ぜつに色っぽく眇すがめられる。京中の女性を、一いつ瞬しゆんのうちに魅み了りようしたと言われる流し目だ。

「俺を、慰めろよ」

　赤く爪を染めた手が、蒼馬に向かって差し伸べられた。
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　夕方を過ぎて急に強い風が吹ふきつけ、今にも雨が降り出しそうな灰黒色の雲が重く垂れこめる。遠くで雷かみなりが鳴っているのが聞こえる。

　遠えん雷らい、というのだそうだ。

　稲いな妻ずまが時折閃せん光こうを放って、若い侍じ女じよたちが悲鳴をあげている。

「雷が落ちないといいのですけれど」

「警備衆に頼たのんで、梓あずさ弓ゆみを打ち鳴らしてもらいましょうか」

「皇子みこさまがお戻りになってからで良かったですね」

「ええ。それにしても、この絹の仕立ての素す晴ばらしいこと」

　侍女たちに挟はさまれて、白火はなにも聞こえずなにも答えず、ただ身を任せていた。

　生絹すずしの単衣ひとえの上にしっとりと蕩とろける肌はだ触ざわりの薄うす衣ぎぬを幾いく重えにも着つけて、重ねた襟えりを形良く整える。

　袴はかまは着けないので、紗しやのふわふわと重なった裾すそからは白い小さな足先が覗のぞく。上うわ衣ぎを着つけ終わったところで、すらりと襖ふすまを開けて山さん荘そうの主あるじが入ってきた。

「できたか」

「皇子さま。まだお召めし替かえ途と中ちゆうでございます。お立ち退のきくださいませ」

　女によ人にんの着き替がえは、異性には見せないものだ。扉とびら口ぐちにいた侍女に咎とがめられて、帯刀は憮ぶ然ぜんとした面持ちでいなす。

「構わぬ」

　白火の身じまいは、もう少しで終わるようだ。帯刀が訪れたことにも気づいていないように無表情に立っているが、全身でその非礼を咎めているような気もする。

　もちろん白火は内心怒おこっていたが、その怒りを飲み下す。帯刀には、なにを言っても無む駄だだ。

　帯刀はそわそわと落ち着かない様子で、床とこの間近くに用意された茣ご蓙ざにあぐらをかいた。

　──素す肌はだは見ていないのだから、咎められる謂いわれはない。ここまで待たせるほうが悪いのだ。

「あと少しなのだろう。続けよ」

　事情を察した侍女たちが、さざなみのような忍しのび笑いを零す。

「かしこまりました。今日ばかりは見み逃のがして差し上げますわ」

　からかうような台詞せりふに、返す言葉もない。まったくもって帯刀らしくなかったが、礼を逸いつしたことはわかっているので、あえて何も言わない。

　普ふ段だんなら、こうした礼れい儀ぎくらいはわきまえている。わかってはいても、待ちきれなかったのだ。

　今白火に着替えさせている衣は、帯刀が土産みやげとして持ち帰ってきたばかりの品だ。

　白地に銀を散らした薄い生き地じに、襟や裾に薄うす紫むらさきを重ねて濃紫こむらさきの帯を合わせる。それに透すける白い領ひ巾れを纏まとうという仕立てで、きっと白火によく似合うだろうと思って選んできたものだ。

　白火の身の丈たけに合わせて縫ぬい上げさせている着物はほかに幾いくつもあるのだが、これは色合いが一目で気に入ってしまった。

　夏の花に似せて涼すずしげで柔やわらかで、淡あわい紫むらさき色いろは白火によく似合って愛らしかった。

　山荘に戻もどるなりすぐに着替えさせるよう命じて待っていたのだが、髪かみ型がたや化粧も含ふくめて支し度たくには手間がかかる。侍じ女じよたちがあれこれと迷いながら着替えさせるので、尚なお更さら時間がかかってしまったのだ。帯刀はその間じりじりしながら待っていたのだが、結局待ちきれなくなってしまった。

　もうあとは、帯を結ぶだけだ。年配の侍じ女じよ頭がしらが、続きを急がせる。

「お手をあげてください」

　帯を結んでもらう際に、白火は右の袖そではくるりと回して腕に引っかけ、左ひだり腕うでは右手で持ちあげた。

　母親に世話を焼いてもらう小さな子供のようなしぐさに帯刀は目を細める。まだ暑いので足袋たびは用意していないから、珊さん瑚ごの爪つめがちらちらと裾から見え隠かくれする。

　ずらりと並べられた着つけの小物は小さく、長身の帯刀には本物の人形の品のように見えた。

「苦しいところはございませんか」

「──大だい丈じよう夫ぶです」

　侍女たちの手が優やさしく紅をさし、美々しい姿に仕上げる。

「よく似合う。見立てた通りだ」

　帯刀がぼそりとつぶやくと、白しら髪が混まじりの侍女頭が嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

「ええ、よくお似合いになりますこと。さすがは皇子さまのお見立てですわ」

「あとは良い」

　帯刀が頷うなずくと主の意図を素す早ばやく察して、侍女たちがさあっと波が引くように退出していく。ふたりきりで取り残され、白火は部屋の中央に立ち尽つくした。これから、どうしたらいいのかわからない。

「こちらへ」

　手を引かれ、帯刀の前に立つ。身じろぎするたびにふわりと甘い香かおりに包まれる。髪にも衣にも花の香りを移してあって匂においはきつくない。まるで花畑の中にいるようだ。

　薄い絹が蠟ろう燭そくの光を吸いこんで、夏の暑さがどこか異質に感じられるのは、頰ほおにはたかれた白粉おしろいのせいだろうか。

　高位の姫ひめたちが纏うという装しよう束ぞくに身を包まれて、とろりとした衣は案外重く、白火の身体からだから自由を奪うばう。舞まいの装束は金糸銀糸を縫いこんでいても動きやすいように工く夫ふうしてあったりするものだが、これは一いつ切さいの動きを制限する着物だった。

　京の姫たちが皆みんなおとなしく部屋に閉じこもっているのは、この着物の重さのせいかもしれないな、と、白火は醒さめた頭の隅すみで笑う。だって、こんなに長い袖や裾を引いていたら、きっと思うようには歩けない。

「想像以上に似合うな。これなら宮中の美び姫きにも負けぬ。見せびらかしたくもなるが……やはり、閉じこめて正解のようだ」

　褒ほめられているのかなんだかわからないが、ちっとも嬉しくなかった。白火がほしいのは衣でも宝玉でもなく自由なのだが、帯刀にはそれは伝わらない。

　──蒼馬さまが前に、簪かんざしが似合うって言ってくれたときは嬉しかったのにな……。

　嬉しくないのはきっと、褒めてほしいと白火が思っていないからだ。

　ややこしい着つけの姫装束は、見た目はともかく、本人にとっては仮装のようなものだった。

　姿見も見ていないので、何がどうなっているのかわからない。何もかもが帯刀の選んだもの、帯刀の好むもので取り囲まれ、気持ちがだんだんと塞ふさぎこんでいく。

　一方帯刀は、完成された清せい冽れつさに感かん嘆たんしていた。

　──これほどまでに美しいとは……。

　上品に化粧を施して瞳の大きさが愛くるしく際きわ立だち、男装していた姿の名残なごりかすっきりとした爽さわやかさも残り、その相反するふたつの魅み力りよくが見事に溶とけ合っている。

　ただ美しいだけ、愛らしいだけの女なら、他ほかにもたくさんいる。

　だが目の前の少女は──不思議な、儚はかない生き物だった。身分の違ちがいを恐おそれず堂々と渡わたり合ってくるかと思いきや、日輪座や柚木座を楯たてに取ればすぐに怯おびえて震ふるえる。

　折れそうでいて折れない若竹のような、思うように従わせることのできない、弱々しいようでいてしなやかな生き物。けれど小さな軀からだで、精せい一いつ杯ぱい抵てい抗こうしてくる。

　真夏の月から滴したたり落ちる夜よ露つゆの一ひと滴しずくのようであり、真冬の降り積もる雪のひとひらのようであり──やはり、水だと思う。

　酒の色いろ香かではなく、果か汁じゆうや蜜みつの甘さだけでもなく、月の光を浴びて冷たく冴さえ渡る、泉の水面。

「じっとしていよ」

　帯刀が、桐きりの化け粧しよう箱ばこの上に置いてあった耳みみ飾かざりを取り上げて白火の耳に手ずから着ける。小さな桜色の珊瑚を幾つも連ねた耳飾りは重く垂れて、白火の頰に当たった。

「そなたの爪と同じ色だ」

「こんなものがほしいんじゃありません」

「望みを言え」

「オレを解放してください。お願いです」

　硬かたい声で言われ、帯刀はむっとしながら応じた。まったくこの獲え物ものは、少しも思い通りになろうとしない。機き嫌げんの良さに水を差され、少し言葉がささくれだつ。

「そうだな……」

　少し言葉をもてあそぶように間を置いて、帯刀はさらりと言った。

「そなたが、私を感心させるほどの舞いを舞うことができたら解放してやらぬでもない」

　この獲物をおとなしくさせるには効果的な一言だ。

　腕うでが動かなくては、白火は舞まえない──帯刀の客観的な感想は、白火の心に鋭するどく突つき刺ささる。

「……っ!?」

　胸に走る痛みに、細く息を飲む。感覚のない左ひだり肩かたにまで、痛みが駆かけ抜ぬけたような気がする。

　──舞えたら……？

　能をまともに観みたこともないだろう帯刀が感心するほどの舞いを、白火が。

　思わず帯刀の表情を仰あおぎ見る。

　青年の瞳ひとみははっきりと、それが無理だと告げていた。

　──わざと、言ってる…………？

　無理だとわかって言っている。

　白火が、舞いが好きだと知っているはずなのに。

「帯刀さま、オレの腕が動かないのをわかっていて……！」

「ああ。そなたはもう舞えぬ。ずっとここにいれば良い。不自由はさせぬ」

　もう舞えぬ──。

　──…………っ！

　ずきん、と頭が痛む。胸を刃やいばで貫つらぬかれたような──心を切り裂さかれたような。

　──もう、舞えない…………？

　改めてはっきりとそう言われて、目の前が真っ暗になる。

　片かた腕うで動かない舞い人は、やはり役立たずなのだろうか。

　居場所も縋すがるものもすべて帯刀の一言で取り上げられ、恐きよう慌こう状態に陥おちいる。

　舞えない。

　もう、舞えない。

　脳のう裏りが赤く点てん滅めつする。この腕が鮮せん血けつに染まった記き憶おくが蘇よみがえる。赤く赤く、生き血で焼きつけたような蛇へびの鱗うろこ──。

「や──！」

　我が慢まんも限界だった。

　左腕が動かなくなってから一切口にしなかった不安、攫さらわれてからの恐きよう怖ふが一気に込み上げて心が爆ばく発はつする。もう抑おさえきれなかった。

「もういやだ！　帯刀さまなんて大だい嫌きらいだ！」

「白火!?」

　裾すそをからげるように、白火は縁えん側がわから飛び降りてそのまま夜の庭の奥へと消えていった。薄うすい領ひ巾れが、暗くら闇やみの中で蜻蛉とんぼの羽根のように頼たよりなく揺ゆれる。

　かすかな気配が動いたのを読み取り、帯刀は制止する。

「良い。追うな」

「でも」

　カイが姿を現す。少年の黒装束は闇やみに溶け込んでいるが、瞳は心配そうに白火の行方ゆくえを見つめていた。雷かみなりが近づき、空に亀き裂れつが走る。

「皇子みこさま、さすがに今のは」

　咎とがめようとカイが口を開くと、帯刀は真しん摯しに横顔を引き締しめた。

「わかっている。私が追う」

「皇子さまが……？」

　降り始めた大おお粒つぶの雨が、あっという間に地面を濡ぬらし始める。

　もう、野の分わきの季節だ。

　帯刀は指で頰についた一滴の熱い雫しずくを拭ぬぐい取る。

　それは白火が、走り去る寸前に吹ふき零こぼした涙なみだだった。










　ひく、としゃくりあげると温かい涙が頰をつたい落ちた。幾いく筋すじも幾筋も。

　──もういやだ。ひどすぎる……！

　涙がぼろぼろ溢あふれて、前が見えない。

　あんなふうに突きつけられたくはなかった。

「オレは舞えるようになるんだ……腕を治して、きっと舞ってみせるんだ……！」

　白火の心の拠よりどころ。

　それを。

　吹き荒あれる風雨の中を、白火は闇やみ雲くもに走る。

「あ……！」

　足を木の根に取られ、そのまま斜しや面めんを転がり落ちた。

「痛…………」

　左ひだり腕うでをとっさに庇かばったので、右の肩かたをしたたかに打ちつけたようだ。着物にも顔にも泥どろがついて汚よごれたが、そんなことはどうでもいい。雨が降っていることも、裸足はだしであることも気にならなかった。とにかく、あの山さん荘そうから離はなれたかった。

『そなたはもう舞えぬ』

　あの声が耳にこびりついて離れない。

　──もう、舞えない…………。

　帯刀の言葉に、受けた衝しよう撃げきは大きかった。

　今まで誰だれも、その一言だけは白火に言わなかった。口にしたら現実になりそうな気がして。

　言こと霊だまは真実を呼び寄せる。

　その禁きん忌きをあっさりと破られ、白火は取り乱す。

　──舞えないなんて、いやだ……！

　考えないようにしていた現実。見ないようにしていた事実を突きつけられ、混乱する。

　吹き荒れる暴風雨の中、半ば飛ばされるようにして。

　突き進んでいた白火の目の前で、茂しげみが大きく揺れた。

「なんだ……!?」

　ぐるる、と獣けものの喉のどが低く唸うなる。

　濃こい灰茶色の毛並みに、爛らん々らんと燃える目。濡れそぼった毛皮の下で、獲物を見つけた獣が大きく舌した舐なめずりする。

　──狼おおかみ……!?

　小動物どころか人をも糧かてとする、獰どう猛もうな獣。

　嵐あらしのこんな夜には、獣も巣でじっとしているはずなのに。よほど腹を空かせているのだろうか。

　白火ははっとして手を動かしかけ──夜の山を歩くのに必要な松明たいまつなど持っていなかったことに気づく。飛び出して来たのだから当たり前だ。

　人を喰くらう獣に出会ったときは、決して目を逸そらさない。隙すきを見せれば、相手はすぐさま喉のど笛ぶえに嚙かみついてくる。

　後ずさろうとした白火の素す足あしが何かを引っかけてからんと音を立てると、狼が鋭い爪つま先さきに力をこめ、飛びかかろうと体勢を整える。あの牙きばで嚙みつかれたら終わりだ。

　白火は、とっさに足もとの枝を拾って身構えた。










「白火！」

　強く吹き荒れる雨風に濡れながら、帯刀が辺りを見回す。この辺りは獣道ばかりだ。白火はカイの目くらましの術をすり抜けてしまったらしい。

　進めば進むほど迷い込む仕し掛かけのこの山で、帯刀は懸けん命めいに白火を探し続ける。少女ひとりで歩くには、野分の山はあまりにも危険だ。

「白火、どこだ！　答えよ！」

　息をするのも難しいほどの激しい雨と風がまともに吹きつけ、視界を邪じや魔まする。

「どこにいる！」

　それを苛いら立だたしく思いながら、帯刀は声を張り上げた。

　帯刀の目は、闇やみ夜よでもかなり先まで見通すことができる。幼いころから鍛たん錬れんを積んで闇に慣らしてあるのだ。だが高く低く生おい茂った木々が風に煽あおられて帯刀に襲おそいかかる。

　尖とがっている葉もあるから、右手で目の辺りを庇い、左腕で乱暴に枝を斬きりつけるようにして先を急ぐ。

　白火は、どうやってこの獣道を走っているのだろう。あの少女は、両手で自分を庇うことができない。

　──不便なものなのだな……。

　ようやく帯刀は、片腕が動かないことの不自由さを思い知った。想像する力が欠けているから、こうして実感したことを当て嵌はめてみるまでわからなかった。

「すまぬ…………！」

　低く唸り、思い出す。

　あの瞬しゆん間かん、白火は今までに見たことがないほど悲しげな顔をしていた。

　赤く潤うるんだ瞳ひとみから大粒の涙が溢れて、こらえきれない悲しみに染まって痛々しかった。

　今まで、攫われてもなにをされても涙を見せなかった気き丈じような少女が泣いたのだ。

　透とう明めいな涙の粒つぶが瞳に盛りあがって零れ落ちるまでを、帯刀はなにも言うことができずただ見つめていた。

　あの悲しそうな表情は、今も眼まな裏うらに焼きついている。

　帯刀には、他人の気持ちがわからない。散々カイに直せと言われている欠点だが、今はそのことを心底悔くいていた。

　──白火が悲しむのも怒おこるのも、すべて私が無神経なせいだったのか。

　あんな顔をさせるくらいなら、以前のように憎にくまれ口を叩たたかれたり、暴れられていたほうがまだましだ。

　泣かせるつもりはなかった。大事に大事にくるみこんで見ていたいだけなのに、傷つけてしまった。

「守るということは、壊こわすより難しいものなのだな……」

　後こう悔かいしながら、白火の足あし跡あとを探さぐる。あの重たげな姿ではそうそう走れないはずなのだが、どこまで行ってしまったのだろう。

　この嵐だ。早く見つけて保護しなければ、白火が風邪かぜを引いてしまう。カイに捜させればすぐに見つかるが、帯刀はそうはしなかった。一刻も早く白火の目を見つめて謝りたかった。泣きやませたいと思った。自身も濡れそぼって白火を捜す。

「白火、どこにいる……！」

　気ばかりが焦あせるのを理性で押しとどめ、意識を研とぎ澄すませる。

　不意に獰猛な獣の気配を感じて、帯刀は反射的に剣けんを鞘さや走ばしらせた。獣の先には獲え物ものがいる。

「そこにいるのか!?」

　大きな茂みをかきわけて入ると、蒼そう白はくになった白火が枝を構えて獣と対たい峙じしていた。とりあえず間に合ったようだ。

　狼が、第三者の介かい入にゆうにたじろいで爪先で猛たけるように地面を蹴ける。

「帯刀さま」

「下がれ」

　帯刀は、迷いのないしぐさで白火を背後に隠かくした。

　真しん剣けんな眼まな差ざしで狼と対峙したまま、口を動かさずに小さく告げる。

「逃にげよ」

「帯刀さま……っ？」

「私のことは心配いらぬ。早く」

　大きな背中に庇われ、早く行けというように押されて、白火は爪先に力をこめて踏みとどまった。

　びゅうびゅうと吹ふき荒れる雨風に衣ころもはじっとりと貼はりつき、髪かみが巻き上げられる。帯刀も似たような姿だった。

　帯刀の衣服が乱れているところなど初めて見る。ふと見てみると、足先や袴はかまも白火と同じくらい泥にまみれていた。

　白火を連れ戻もどすにしても、カイや使用人に一言命じれば済むはずなのに──わざわざ、捜しに来てくれたのだろうか。

「こんなときに、ひとりで先に逃げられるわけないでしょう!?」

「そなたがここにいても足手まといになるだけだ。いいから逃げよ」

「邪魔なのも、足手まといなのもわかっています！　それでも何かの役に立ちたいんです……！」

　狼を威い圧あつするように睨にらみ下ろしたまま、帯刀が苦々しげに舌打ちする。

「違ちがう、こんなふうに言いたいのではないのだ。そなたを邪魔だとも、足手まといだと思ったこともない。──白火」

　初めて、名前を呼ばれた気がする。

　その呼び方にいつもの冷れい淡たんさはなく、むしろぬくもりがあるような気がして、白火は耳を疑う。こんなふうに自分を呼ぶ人だっただろうか。

「私の背後に隠れていよ。いいか、少しの我が慢まんだ。心配しなくとも、そなたのことは、私が守る」

　帯刀が剣を握にぎり直し、狼がじりじりと間合いを詰つめる。

　──あ……！

　空腹と緊きん張ちように耐たえかねたのだろう。

　空気が動いて、狼が飛びかかる。帯刀が白火を背に庇かばったまま身体からだを反転させ、剣を斜ななめに振ふり降ろす。

　血が、飛び散った。生温かい匂においが雨に混じる。

　ぐるるるるる。

　腹部を傷つけられた狼が歯を剝むき出しにして怒いかりを露あらわにする。空腹も重なって追い詰められた狼がもう一度飛びかかろうとしたその時、雷らい鳴めいとともに白はく刃じんが一いつ閃せんした。闇やみの中の一いつ瞬しゆんが、鋭するどい閃せん光こうに影かげ絵えのように切り取られる。

「……っ！」

　ひゅ、と空気を斬る音と共に狼の咆ほう哮こうが上がる。帯刀の切っ先が、狼の片目を斬ったのだ。白火は息をこらしてその光景を直視していた。

　──動きが速すぎて、見えなかった……。

　狼おおかみはたまらず茂しげみに飛び込んで退散し、帯刀もとどめをさそうとはしなかった。狩かりのときなら逃にがしはしないが、今は白火を守ることのほうが先決だ。

　血ち飛沫しぶきを払はらってから剣を鞘に収めて振り返ると、白火はじっと佇たたずんでいた。ただでさえ白い小さな顔が、細かく震ふるえている。やはり、狼に出会ったことが恐おそろしかったのだろう。肌はだに貼りついた絹が重そうだった。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　白火に会ったらまず謝ろうと思っていたのに、違う言葉が口を滑すべり出る。か細い声が返ってくる。

「どうして……？」

「何だ」

「どうして、オレを助けてくれたんですか……？」

「守りたかったからだ」

「オレなんて、何の役にも立たないのに」

「そんなことはない。私が選んだのだ。そなたはそこにいるだけで充じゆう分ぶん価値がある」

「──そんなの、ちっとも嬉うれしくない……」

「何故なぜだ。私が褒ほめているのだぞ」

　ぎくしゃくとした空気ながらも会話は進んでいく。互たがいに、言葉が足りないのは性しよう分ぶんだから仕方がない。

　白火は、戸と惑まどいがちに薄うす茶ちやの双そう眸ぼうで帯刀を見上げている。助けてもらったお礼を言わなくてはと思うのに、どうしてもその言葉が出てこない。

　身体に打ちつける大おお粒つぶの雨はますますひどくなって、痛いほどだった。

「──白火」

　何と言えばいいのか迷いながら足を踏ふみ出すと、小さな軀からだが弾はじかれたようにびくっと怯おびえた。

　──…………。

　その反応に帯刀は、白火が自分を許していないことを知る。泥どろだらけの右の肘ひじが目に入った。

「転んだのか」

　尋たずねると、ぎっと強く睨みつけられる。馬ば鹿かにされるとでも思ったのだろうか。

　──ああ……。

　さきほどの出来事を思い出して納なつ得とくする。右手で衣の裾すそをからげて走り、庇うこともできなかったのだろう。

　──手当てが先だ。

「戻るぞ」

　後ずさる白火を有う無むを言わさず抱かかえ上げる。ずぶ濡ぬれになっている白火を、これ以上歩かせることなどできない。白火は一いつ瞬しゆん抗あらがいかけて、すぐにおとなしくなった。

　抱だきあげ方が、こういうときだけ蒼馬と似ている。

　すたすたと歩き出すと、華きや奢しやな体たい軀くが、暴れる代わりに小刻みにしゃくりあげた。嚙かみ締しめた唇くちびるが弱気にほどける。

「──……た、い」

「どうした。痛むのか。帰ったらすぐに手当てさせるから、それまで我慢せよ」

　雨あま粒つぶに混ざって、大粒の涙なみだが青ざめて冷えた白はく皙せきの頰ほおを転がり落ちていく。

　最後の気力を使い果たしたようにぐったりと、もはや抵てい抗こうすることもできずに華奢な体軀が力を失う。

「……帰りたい」

　頼たよりなく儚はかない声が帯刀の胸を打つ。

「…………」

　どこに、とは白火は言わなかった。

　だから帯刀も聞かなかった。

　聞かなくてもわかる。白火が戻りたいと願うのは、あの男のもとしかない。

「どこか他ほかにも怪け我がはあるか」

　琥こ珀はくの双眸から真しん珠じゆが転がり落ちる。

　一ひと粒つぶ、また一粒。

　心が粉々に砕くだけていくかのように。

「腕うでが痛むのか」

　ふるふると、首を横に振る。

「あと少しだ」

　ちぐはぐな、会話とも言えないやり取りを交かわしながら、帯刀は小さな頭をぎゅっときつく、雨風から庇うように胸むなもとに押しつけた。

　手放すことはできない──悲しませているとわかっていても。

「帰りたい──」

　木々がざわざわとうねる中、弱々しい声で、白火は何度も繰くり返した。

　帰りたい。

　帰りたい。

　この腕ではなく、あの腕の中に戻りたい。
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　ここではない。

　ここは自分の居場所ではない。

　帰りたい。

　会いたい。

　会いたい会いたい、会いたい。

　──蒼馬さま…………！

　最後の心を振り絞しぼる小さな叫さけびを搔かき消そうとするかのように、きつく抱き締め直される。

　水を吸って冷たい上うわ衣ぎに顔を埋うずめたまま、白火は声を上げて泣いた。泣き続けた。

　悲しくて悲しくて、もうどうしたらいいのかわからなかった。

　そんな白火を帯刀は、山さん荘そうに連れ帰り、焚たいた火と乾かわいた布で丁てい寧ねいに乾かして。

　身のうちの苦痛に耐えるように唇を嚙み締めたまま、白火をずっと抱き締め続けた。










　がたがたと雨戸が鳴る。

　ぱしり。

　白火の閨ねやの切り戸の前に詰め、帯刀は矢を番つがえていない梓あずさ弓ゆみを打ち鳴らす。弦つる打うちの儀ぎといって、不ふ吉きつなことが起こったときに宮中などでよく行われる邪じや気き祓ばらいの儀ぎ式しきだ。

　白火が嵐あらしに怯えずゆっくりと眠ねむることができるように、閨から扉とびら一枚隔へだてた床ゆかにじかに座り、魔まよけの弓を打ち鳴らす。

　使用人に一言命じれば済むことなのだが、帯刀が自ら弓を打つ。

　ぱしり。

「暗き道にぞ入りにける　遥はるかに照らせ山の端はの月──か……」

『鵺ぬえ』という能がある。

　永遠の暗くら闇やみで生きるしかない業ごうを負った鵺が、それでも一筋の光明を求めずにはいられない

──確か、そのような意味合いの話だった。

　ふと口をついて出た一節に、帯刀は苦く笑った。

　鵺。

　彼がもっとも嫌きらう、空想の生き物の名前だ。実際には存在しない生き物。獣けものの手足を継つぎ合わせた、醜しゆう悪あくな化け物。

　今までは馬ば鹿か馬ば鹿かしい作り話だとしか思っていなかったが、人の心には少なからず鵺が棲すんでいるのかもしれないと最近は思うようになった。

　たとえ作り話でも、中に込められたひとかけらの真実が業の深い人の生きざまというものを浮うかび上がらせて、だからこそ心に響ひびくのかもしれない。現に帯刀の胸のうちには今、とても人とは思えない醜みにくい感情が渦うず巻まいている。

　白火をあのように泣かせて、それでも。

　手放すことはできないのだ。

　己おのれの心の傲ごう慢まんさに、帯刀は愕がく然ぜんとする。ふたつの感情が入り混じり、どちらも真実で思い迷うことしかできない。

　白火を幸せにしたい──これは事実だ。泣かせたくはないし、大事にしたいと願っている。

　白火のためを思うのならば、京に帰してやることが一番の方法だということはよくわかっている。けれど、白火につらい思いをさせても、泣かせても、手放すことはできない──それもまた事実なのだ。

「…………」

　どうしたらいいのかわからなくなって、深く息を吐はく。

　白火をそばに置くようになって初めて、安らぎというものを知った気がする。

　白火が、特に何かをしたわけではない。

　確かに外見を気に入っていたが帯刀の好むように振ふる舞まったことなど一度もないし、隙すきがあれば逃にげようとするし、そういう意味では帯刀を苛いら立だたせたことのほうが多かったくらいだ。

　性格もおっとりしているようで頑がん固こで、可愛かわいくないことも平気で言ってのける。能に関しては一いち途ずでひたむきだが、それ以外は稚いとけなくて特別なことなど何もない。年ねん齢れいよりは世間知らずでもの知らずだ。

　ただ──その真っ直すぐさが、愛いとしいのだ。

　今まで帯刀に、こんなふうに接してくる人間はいなかった。身分の違ちがいに目を曇くもらせることなく、いつだってすなおに自分の感情に噓うそをつけない白火のそばにいると優やさしく慰い撫ぶされているような、そんな不思議な心地ここちがした。

　そこにいるだけで、帯刀の気持ちを落ち着かせ、安らがせる。そんなことができるのは白火だけだ。

　その白火を泣かせ、悲しませてなお手放せない。この因いん縁ねんは一体何だ。本当にこの身は鵺になろうとでもしているのかと、真しん摯しに思い悩なやむ。

「皇子みこさま、風邪かぜ引かなかった？」

「白火の様子は」

「少し熱出してるけど、濡れたせいでしょ。朝になったら下がるよきっと」

「そうか」

　するりと足音を立てずに、カイが帯刀のそばに座りこむ。蠟ろう燭そくの芯しんを絞ってあるので、廊ろう下かは薄うす暗ぐらい。

「浅ましいものだな」

　ことんと転がって砕け散るような自じ嘲ちようをこめて重々しいつぶやきに、カイがなんでもないことのように肩かたを竦すくめてみせた。

「それが、人間らしいってことじゃないの？」

「人間らしい……？」

「うん。人間だけだよ、打算とか建前とかさ。ややこしいことでがんじがらめになって、その中で必死に足あ搔がいて生きてる。もどかしくて無様で、馬ば鹿かでさ。でも俺、そういうの、嫌いじゃないよ」

　嵐の中でも、ここは静かだ。隙すき間まから吹ふきこむ風に、時折火ほ影かげがちらちらと揺ゆれる。

「そういうものか？」

「少なくとも、俺はね」

　のんびりとくつろぎながら、いつ侵しん入にゆう者がやってきても即そく座ざに対応できるように、カイの耳は常にそばだてられている。

　それはもう身にしみついた癖くせのようなもので、止めようとしても止められないのだという。

　ここにも、帯刀とは違う意味で闇やみに生きるしかない鵺がいる。

　白火の閨に灯ともしてある蠟燭が、小さく爆はぜる音が聞こえた。

「『恋こいは曲くせ者もの』だね。見事に」

「何だ、それは？」

「あ、知らない？　『花か月げつ』の一節だよ。いつの時代になってもなくならないのが恋、だから恋は曲者っていう意味の謡うたいなんだけどさ。今の皇子さまにぴったりだね」

　弦打ちの弓を抱かかえたまま、帯刀がふっと苦く微笑ほほえむ。

「恋は曲者、か──。確かにな」

「姫ひめさんに、見せてもらうといいよ。綺き麗れいな舞まいだから」

「だが白火は」

　舞えない。それに白火に舞いを見せてくれなどと言える立場ではない。

　言い募つのろうとした帯刀に、カイがなんでもないことのようにさらりと応じる。

「薬くす師し、呼んであげたら？　腕の良い薬師くらい、いくらでもあてがあるでしょ？　熱も出してることだしさ」

　謝罪は言葉だけじゃないんだよ、と悪戯いたずらっぽく微笑む少年に、帯刀はいくらか救われる思いだった。










　誰だれかに見られると不都合なので、蒼馬の部屋の蔀しとみはすべてきっちり下ろし、人ひと払ばらいをして誰も近づけない。

　妙みよう齢れいの男と女が一いつ対ついで膝ひざを突つき合わせ、色気もそっけもない会話を始める。

「誰にも聞き耳なんざ立てさせないから、率そつ直ちよくに話してくれ」

　薄暗く灯あかりを落とした室内で蒼馬にそう言われ、花霞はにこりと微笑んだ。外は嵐が吹き荒あれている。

「うふ、そう言ってくれると嬉うれしおす。外じゃ、ろくなこと喋しやべれまへんさかい。どこに誰の耳があるやら」

　のんびりと歌うような節回しは変わらないが、花霞の顔つきは変わっている。花街の手弱女たおやめの面おも影かげが消え、さばさばとした気きつ風ぷの良い素す顔がおが現れる。

　花街には、ただ情報を集めるために身を置いているだけでそれは仮かり初そめの姿に過ぎない。

『歩き巫女みこ』は遊芸をして全国を渡わたり歩き、いたるところでさまざまな情報を集める。花霞も、そうして情報を売る歩き巫女のひとりだ。

　ただ、花霞が誰に雇やとわれて何のために働いているのかまでは、蒼馬は知らない。知っているのは、花霞が白火に関しての情報を持っているということだけだ。蒼馬はそれを花霞の要求通りの額で買い取った。

「長話に付き合う暇ひまはないから手短に頼たのむ」

「天下の柚木座も、さすがに難航してはりますか。剣つるぎの皇子さま相手じゃそれも仕方おへん。情報、少しは入ってはりますの？」

　花霞は、花街特有の言こと葉ば遣づかいを崩くずさない。本当は花街どころか京の生まれでもないのにこの言葉を使い通すのは、どこで誰に聞かれても身元を明かさないためだ。徹てつ底ていしてよそに溶とけこみ、この生き方もまた鵺ぬえのひとつかもしれない。

　蒼馬は目を伏ふせたまま、じっと耳を傾かたむけている。

「嵯峨野どすやろ？　潜もぐりこむつてありますけど、いかがしはります？　もちろん別件扱あつかいで。人手もいりますさかい、少々高たこうつきますえ」

「嵯峨野か……そうだな……」

　蒼馬が、考えこむように腕うでを組む。

　白火救出の絶好の機会だというのに、蒼馬が即そく答とうを避さけた──そのことが意外で、花霞は思わず表情を隠かくし損そこねた。

　何をおいても救出しようとしていると思っただけに、正直予想外だった。

　もしかしたら、読み間ま違ちがえたのかもしれない。

　花霞の一いつ瞬しゆんの困こん惑わくを読み取ったかのように、蒼馬が気まずげに目をそらした。

「お前は、何で俺に協力しようとするんだ？　こんなことをして、大だい丈じよう夫ぶなのか」

　情報にはそれなりの危険が伴ともなうからこそ、高値で取引きされる。

　それを承知のうえで動いている花霞にそんな野や暮ぼなことを訊きくなど、本当に蒼馬らしくない。これがいつもの柚木座若わか太夫たゆうかと、花霞は目を疑った。

　いつだって粋いきで洒落しやれて、野暮なことは一いつ切さいしない根っからの遊び人で優しい人だ。

　遊女を傷つけることも悲しませることもしない上辺だけの付き合いで、女を虜とりこにする魅み力りよくに溢あふれ、残ざん酷こくなほどに優しい人だった。

　その蒼馬が自信を失っている。

　白火が帯刀の手を取ったのだ──蒼馬の目の前で。

　その事実は、意外なほど蒼馬を打ちのめしていた。

　ここまでひとりの人間相手に心奪うばわれるのは初めてで、蒼馬なりに真しん剣けんに、大切に向き合ってきたつもりだ。過保護すぎると本人に言われたことはあるが、そんなことはない。もっともっと大切にくるみこんで大事にしていたい少女だった。

　だが白火が帯刀を選ぶのなら、無理を押して嵯峨野に出向く必要はない。

　柚木座には仕事が詰つまっていて、本来ならば若太夫としてこなすべき仕事を投げ打ってまでして、今、別行動をしている。火急の用件だと理由をつけてごまかしてはいるが、それも時間の問題だろう。

　思い煩わずらう蒼馬を見、榛はしばみの双そう眸ぼうがふっと濡ぬれ光る。夜の女の艶なまめかしさではなく、世間のからくりの一部を担になうしたたかな眼めだ。

　その瞬しゆん間かん、ぱしーんと勢いよく障子が引き開けられた。

　黒くろ髪かみの少女が腰こしに手を当て、仁に王おう立だちしている。

「なんでそこでぐずぐずするんですの、蒼馬さま！」

「またお前、立ち聞きしていたのか……」

　柔やわらかな甘い声に叱しかり飛ばされ、蒼馬が額をわし摑づかんで唸うなる。以前にも、似たようなことがあったような気がする。

「こんな時間に、何でお前が柚木座にいるんだ」

「あら。白火が戻もどってくるまで白火の部屋にいてもいいって言ってくださったのは、蒼馬さまじゃありませんか」

　廊ろう下かから入ってきた朧が、つん、と顎あごを上げる。差し出されたものに、蒼馬が顔をしかめた。

「こういうときは酒だろう」

「あら、これ以上変なこと言われても困りますもの。濃こいめに淹いれてきましたから、これでしゃっきり目を醒さましてくださいな」

　威い勢せい良よく置かれたのは湯ゆ吞のみで、確かにお茶の香かおりが濃い。

　白火を住まわせるようになってからというもの、離はなれはおろか母屋おもやまでも、朧の知らない場所はない。客用の茶葉のしまってある茶ちや棚だなも、きちんと把は握あくしていたらしい。

「あら。うちのお茶まで？　おおきに」

「どういたしまして。ご挨あい拶さつが遅おくれました。日輪座の朧と申します」

「花霞どす。こんな夜分にすんまへん。すぐにお暇いとましますさかい、堪かん忍にんどすえ」

「いいえ、白火に関することですもの。時間なんて気にしませんからお気き遣づかいなく。で、蒼馬さま」

　くるりと膝を向けた朧が、蒼馬を問い詰める。

「何があったんですの」

「別に」

　蒼馬は何でもない振ふりをして、熱いお茶を無理に飲み下した。

「噓うそです。嵯峨野に潜りこむ手はずを花霞さんがつけてくださるって言っているのに即そつ決けつしないなんて。さては、白火と何かありましたわね？」

　きっぱりと言い切られて、蒼馬は思わずたじろぐ。

「何もない」

「そんなはずありません。蒼馬さまらしくありませんもの」

「どういう理り屈くつだ」

「直感です」

「すげえ勘かんしてるな、お前」

　朧が蒼馬に向かって膝を詰めた。

　かろうじて口もとは笑っているが、その瞳ひとみは真剣だ。

「さ、きりきり白状してください。ただでさえ時間がないんですから」

「うちはお邪じや魔まのようどすわ。ほな、お暇しまひょ。御ご用ようがあるときは、使いを出しておくれやす」
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　引き際ぎわを察した花霞が、にっこり笑ってさっさと腰を上げる。花街には自身の替かえ玉を置いてきているが、あまり長居はできないのだ。

　嵯峨野の山を我がもの顔に支配する、ひとりの少年の顔が脳のう裏りに浮うかぶ。

　あの隠おん密みつの少年頭。

　宿敵の間あいだ柄がらだの仇かたきだのと浪ろ漫まんぶるつもりはないが、あの少年を頭に戴いただく一族ごと、花霞は気に入らない。叩たたき潰つぶすまではいかなくとも、これはちょっと鼻先を引っぱたくいい機会だ。

　蒼馬たちとは利害が一いつ致ちしているので、せいぜい利用させてもらおうと思っている。そして、ほんの少しの同情。

　だが時間は刻々と迫せまってきている。蒼馬がすぐに動かないのなら、あの舞まい姫ひめは一生閉じこめられてしまうだろう。嵯峨野の警備はだんだん厳重になり、もう忍しのびこむのには花霞でさえ苦労する。

　蒼馬のこれから、白火の一生。

　決め手は誰だれがどう下すのか。

　花霞は蔀しとみの前で、ゆっくり振ふり向いた。

「時間はあまりありまへん。決めるなら早はようしとくれやす。──次の一手で、すべて決まりますえ」

「すぐに使いを出します」

　きっぱりと答えたのは、朧だった。

　それからしばらくして、

「阿あ呆ほうですか、蒼馬さまは」

　珍めずらしく聞き役に徹てつし、蒼馬から一部始終を聞き出して、最初に言ったのがこの一言だった。

「阿呆って…………」

　ひどく呆あきれた顔つきで言い捨てられ、蒼馬は絶句した。

　今まで散々この少女には女たらしだの女の敵だのと罵ののしられ天敵のように扱われているが、それでも面と向かって阿呆などと言われたのは初めてだ。

「だってそうでしょう。状じよう況きようわかってます？　白火は捕とらえられているんですよ。あの馬ば鹿か皇子に」

　阿呆の次は馬鹿と来た。

　淡たん々たんとして口の悪い朧の意見を、蒼馬は黙だまって拝はい聴ちようすることにした。確かに口は悪いが腹に含ふくんだものがなくて、ぽんぽん言いたい放題なときも多いが朧の言い分はいつも理に適かなっている気がする。

　損得勘かん定じようや利害を一切含まない朧個人としての正直な意見なのだろうが、聞いていると心がすかっと晴れるのは、悪気がまったくないからだろう。

　簡単なようでいて難しいことを、朧はさらりとやってのける。白火とはまた違ちがった意味合いで、この少女も駆かけ引きを知らない。

　──矢涼も、これが相手じゃ苦労するだろうな。

　もっとも、当の本人はそんなもの、苦労だとも思わず守っていくのだろうけれど。

「捕えられているから何だ。白火はあいつの手を取った」

「当たり前でしょう」

　ほとほとあきれ果てたというような眼に、憐あわれみが混じる。

「どうして男の人ってこうなのかしら。いいですか蒼馬さま」

　朧の指先がびしっと蒼馬の鼻先に突つきつけられ、蒼馬は思わず仰のけ反った。家事のために常に短く切り揃そろえられて丸い爪つめだ。

「相手は馬鹿とはいえ皇子ですよ、身分が違うんです。尊い御身分なら権力もお持ちでしょう。太夫がそう言っていたじゃありませんか」

「だからどうした」

「例えば──例えばですよ。権力振りかざして京での演能を一いつ切さい禁止するとか弾だん圧あつするとか、蒼馬さまを捕えて処しよ罰ばつするとか言われたら白火がどうするかなんて、考えなくてもわかるでしょう」

「……！」

　その想定がありえすぎて、蒼馬は思わず湯吞みを引っ繰くり返してしまった。朧が途と中ちゆうで淹れ直してくれたお茶は、まだ熱い。

「熱っ」

　確かに、日輪座や柚木座──白火にとって大切なものを人ひと質じちに取られたら、白火は何が何でもそれを守ろうとするだろう。そういう少女だ。

　大切なもののためには、自分を犠ぎ牲せいにすることを厭いとわない。そしていったん決めたことは、てこでも曲げない頑がん固こさも持っている。

　颯佐の件でそれは立証済みだ。

　そんなことは、考えもしなかった──随ずい分ぶんと、頭に血が上っていたらしい。

　蒼馬は深く深く、身体からだ中じゆうの空気を吐はき出すほど深くため息をついた。

「動かないで。火傷やけどしますよ」

　零こぼれたお茶を拭ふきながら、朧が静かにたしなめる。

「気持ちはわかりますけど……ちょっとはしっかりしてくださいな。他ほかのことならもっとしゃんと筋の通っている人なのに情けない。白火のこととなるとからっきし視界が狭せばまっちゃって」

「……お前がそれを言うか」

　照れくささのあまり片手で顔を覆おおい、悪態をつき返す。

　白火に関しての過保護の度合いで言えば、蒼馬と朧はいい勝負だ。一度は思いっきり喚わめく分、朧のほうが手に負えないかもしれない。

「あら。あたしはいいんです。女ですもの」

「それが理由になるか馬鹿」

「なるんです。蒼馬さま」

「何だ」

「白火のこと、ちゃんと守ってあげてくださいね」

　にっこりと微笑ほほえまれる。

　母親が子供を信じて向ける笑え顔がおに似て、優やさしく強い微笑みだ。

　朧には敵かなわない。

　蒼馬は降参の証あかしに軽く手を上げて苦笑いした。

「──矢涼から連れん絡らくはあったか」

　もうひとつの気がかりを尋たずねてみると、

「……いいえ、何も」

　朧の顔も、急激に曇くもる。

　嵯峨野に忍びこむと言って出たきり、連絡がぱたりと途と絶だえたのだという。

　矢涼は、なりに似合わずこまめに連絡を寄よ越こす。蒼馬と同じく昨日の夜のうちに発たって丸一日経たったが、連絡がないのは何だかいやな予感がする。

「矢涼のことだから、へまはしていないと思うが……」

　さすがの蒼馬も不安を隠かくせない。

　矢涼は貴重な切り札のひとつだ。そして、白火の弱点のひとつでもある。矢涼を人質に捕えられたら、白火は必ず我が身を犠牲にしてでも助けようとするだろう。

「様子を見に行かせるとするか」

「どなたに……？」

　蒼馬は頭の中で素す早ばやく企たくらみを巡めぐらせる。

　やっといつもの蒼馬の顔になった、と朧は少し安心する。

　ここしばらくは鬼き気き迫せまって痛々しく、酒や煙管きせるも多くて見ていられなかったのだ。

「さっき会っただろう。花霞だよ。あいつが協力してくれるなら心強い」

「あの方が？　信用できますの？」

「ああ。心配ない。ただ、最大の欠点は──」

　花霞の情報料が、べらぼうに高いということだけだ。
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　野の分わきの夜を境に、侍じ女じよたちが親しみ深く頻ひん繁ぱんに白火に話しかけるようになった。色は何が好きか、水みず菓が子しは何が好きかと尋ねては、白火を好きなもので埋うめ尽つくそうとしているようだ。紙風船やびいどろの吹ふき笛などの手遊び道具を運びこみ、次々に勧すすめられる。

「お庭で、手て毬まりをついて遊びません？　それとも、花を見に参りましょうか。今日は大分涼すずしくて過ごしやすいですよ」

　あれからずっと元気をなくしている白火の、気晴らしになればと思ってのことだろう。侍女たちは、あれこれと親切に世話を焼いてくれる。白火の着物も、相変わらず華はなやかではあるが少年の姿に戻もどし、華か美びに衣ころもを重ねていない分随分と楽になった。

　帯刀の指示なのか、白火は皇族の姫ひめのように丁てい重ちように扱あつかわれている。もともと客人として扱われてはいたようだけれど、今では使用人たちが全員白火を見ると深々と礼をするし、槍やりを携たずさえた護衛の男たちの人数が増えて、仰ぎよう々ぎようしく山さん荘そうを守っている。

　この山荘どころか、帯刀が自分の住まいに他人を入れることなど初めてなのだと、侍女たちが声を潜ひそめる。

「お客さまでさえお泊とまりになることは滅めつ多たにありませんのに。御お身みさまのことが、よほどお気に召めしたのでございますね」

　侍女たちは白火のことを御身さまと呼ぶ。高貴な姫の名は、近しい者にしか知られてはいけないらしい。

　この山荘でも、白火を名前で呼ぶのは帯刀だけだ。カイでさえ、名前では呼ばない。

「桃ももなどいかがですか？　よく熟うれて柔やわらかいですから……それとも、蜂はち蜜みつ湯でもお持ちいたしましょうか」

　なめらかなけやきの脇きよう息そくに力なく寄りかかり、青あおざめた顔で虚うつろに縁えん側がわから庭先を眺ながめ、白火はふるりと首を振ふった。

「何もほしくありません」

「でも、少しは何か胃の腑ふに入れませんと。この数日、ろくに召し上がってませんから」

　野分の夜以来、白火が口にしているのは水か白さ湯ゆだけだ。

「──申し訳ありませんが、ひとりにしてください」

　彼女たちに罪はないし案じてくれているのもわかっているが、何もほしいものはなかったし、人の気配が身近にあることがなんだかひどく苦痛だった。

　皆みんなが、左ひだり腕うでを見ているような気がする。視線が重苦しくて息が詰つまる。

　──少し、身体の調子もおかしい、かな……。

　座っているのに、こうして脇息に寄りかからなければ座っていられないほど身体に力が入らない。風邪かぜをひいているわけでもないのに微び熱ねつを持ってだるい。

　身体も心も重く、言うことを聞かない。こういうときにこそしっかり食べて栄養をつけておかなければと思うのに、喉のど奥おくが塞ふさがって、水を飲むのがやっとだ。無理に食べても気持ちが悪くてすぐに吐き戻してしまう。そして余計に体力を奪うばわれる。

　こんなことは初めてで、白火としても戸と惑まどいはするが、もうどうでもいい気持ちだった。投げやりになって脇息にぐったりともたれかかる。

「また食事を摂とらなかったそうだな」

　慌あわただしい足取りで、帯刀がやってくるなり白火の間近に腰こしを下ろす。

　こなさなければならない公務の使いはわざわざ嵯峨野まで出向かせ、急ぎの用で宮中に参さん内だいしてもその日のうちに黒駒を駆かって戻ってくる。

　避ひ暑しよに出ていてもどこにでも仕事は追ってくるからそろそろ京の屋や敷しきに戻ったほうが便利なのはわかっている。だが、嵯峨野はカイの縄なわ張ばりだが、京はそうはいかない。

　今や嵯峨野の山荘は、白火をしまいこんでおくための宝箱だ。

　遊び相手になるような若い侍女を増やし、白火が窮きゆう屈くつな思いをすることのないよう豪ごう奢しやな鳥とり籠かごを編んで厳重に囲いこむ手はずを、帯刀は迅じん速そくに進めていた。

　伸のびやかな羽根を切り取ることはできないから、そっと手の中に閉じ込めるしかない。

　まるで天てん女によから羽は衣ごろもを取り上げた漁師そのもののようだと、内心自じ嘲ちようしたくなる。道どう化けめいて滑こつ稽けいだと我ながら思うが、白火をそばに繫つなぎとめておくためなら何でも構わなかった。

「何故なぜ食べない。好きなものを何でも言え。具合が悪いのなら、薬くす師しに申せ」

　そう、帯刀は京からかかりつけの薬師を白火のためだけに呼び寄せた。

　宮中に呼ばれることもある腕うで前まえの薬師はとっておきの薬草で慈じ養ようの薬湯を煎せんじ、朝晩丁てい寧ねいに白火の左腕を診しん察さつしては強こわ張ばった筋を揉もみほぐしたりと、さまざまな治ち療りようを施ほどこす。

「腕うでの調子はどうだ」

　──どうって言われても。

　そう訊きかれて、白火は返事に困ってしまう。

『そなたはもう舞まえぬ』

　そう言ったのは帯刀なのに、今は心配しているような態度が理解できない。帯刀の一言は、白火のなけなしの舞い人としての矜きよう持じを粉々に打ち砕くだいた。

　冷や水を浴びせかけられたというような生易しいものではない。心の底まで凍こおりついて、だから白火は心を閉とざして閉じこもっている。

「返事をせよ」

　長い指で顎あごを摑つかまれ向き合わされて、白火は黙だまったまま、目を伏せる。もう抵てい抗こうもしない。すべてを投げ出してしまったかのような白火に、帯刀はもどかしそうにため息をつく。

「何も口にしないでいると、身体が参ってしまうぞ。水菓子は好きではないのか。何だったら食べる」

　帯刀の視線の先、竹籠に盛りつけてあるのは井い戸ど水みずで冷やした桃だ。先ほど侍じ女じよ頭がしらが勧めてくれたのだが、白火は見向きもしなかった。独特の甘い匂においが部屋に漂ただよっている。

「…………」

　無言の返答に、帯刀が切れ上がった眦まなじりを吊つり上げる。ぐっと視線を強め、細い腕を摑んで引き寄せられた。大きなてのひらで、後頭部を押さえつけられる。

「怒おこっても殴なぐっても許すが……泣くなよ」

　低く唸うなり、端たん麗れいな顔が近づいてきた。

　何を、しようというのか。

　長い睫まつげがびくりと震ふるえる。

「んう……!?」

　触ふれ方は、容よう赦しやがなかった。押しつけられる唇くちびるの熱さに、白火はとっさにぎゅっと目を瞑つぶる。

　抗こう議ぎの証にばたつかせる手足をそのままに、ふっくらとした唇を割って、何かを滑すべりこませられる。

　固くて厚い胸むな板いたをどんどんと叩たたいて懸けん命めいに押し返すと、濃のう厚こうな匂いが鼻をくすぐった。

「──……っ」

　何をされているかに気づき、白火は目を見開く。

　帯刀の冷静な眼まな差ざしは唇を重ねたまま、じっと白火の反応を見守っていた。

「ん」

　冷たく甘いものが移しこまれる。息が苦しくて逃にげられない。

　必死に肩かたで息いきをしながら白火は、口移しにされた桃のかけらを飲みこんだ。とろりと濃こい桃が、するりと喉を滑り落ちていく。

　ひどく強ごう引いんな食べさせ方だ。

　確かに甘いけれども、おいしいとは思わない。こんなふうに意思を無視して無む理り矢や理り食べさせられるのはいやだった。

　涙なみだ目めの白火が桃を嚥えん下かしたのを確かめ、再度帯刀が桃の実にかじりつき、唇を白火に寄せる。

「いや、いやだ……っ」

　帯刀の頰ほおを力いっぱい押しのけて逃げようとするが、引き寄せる力は緩ゆるまない。

　何度も、何度も。

　息いき継つぎをするのがやっとだというのに帯刀は口づけを深め、観念した白火が喉を上下させるのを辛しん抱ぼう強づよく待つ。

　赤みを増した唇の端はしから小さな顎へ、飲みこみきれなかった桃の果か汁じゆうがつたい落ちていく。それを指の腹で拭ぬぐってやりながら、帯刀は首の角度を変えて深く吐と息いきを絡からめる。

　すっぽりと抱だきこまれて首を動かすこともできず、ひたすら目を閉じて耐たえている様子が痛ましかった。

「飲みこんだか？」

「んん……っ」

　小ぶりの桃を半分ほど胃に収めさせたあとも、口づけはほどかない。久しぶりの食べ物に胃が驚おどろいているのを、唇を封ふうじて耐えさせる。

　荒あらっぽい療りよう治じだとの自負はあったが、このままでは白火が早晩倒たおれてしまいかねない。少しでもいいから、食べられるようになってほしかった。これでも数日の間は、白火の心が落ちつくのを待ったのだ。

　苦しがって顔が赤く染まり、指先が弱々しく帯刀の腕を摑む。

　励はげますように握にぎり返す。この苦しささえ乗り越こえてしまえば大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

　小さな背中を宥なだめるようにさすり続けると、次し第だいに白火の体から力が抜ぬけていった。やっと、胃の腑が落ちついてきたのだろうか。

「う…っ、ふ……」

「もう少し食べるか」

「いらない！　食べたくないって言ってるのに……！　こっち来るな！」

　床ゆかの上を白火が逃げ、帯刀が詰め寄る。

「そなたが食べぬのが悪い」

「あんなふうに無理矢理食べさせなくたっていいじゃないですか！」

「食べぬほうが心配だった」

「もう帯刀さまとは口をきかない！　話しかけないで、触さわらないで！」

　怒いかり心しん頭とうで言い募つのる白火に、さしもの帯刀も困こん惑わくしきったようにひとつ息を吐はいた。こうも拗すねられてしまうと、宥めるのは少々骨が折れる。

　帯刀を視界に入れないように意地になってそっぽを向いている白火の目の前に、懐ふところから取り出したものを差し出す。

「これで機き嫌げんは直らぬか？」

「もので機嫌取ろうとしたって無む駄だです！」

　ふと触れた感かん触しよくは、手に馴な染じんでつるりと懐なつかしい。指に吸いつくこの感触は、煤すす竹たけの要かなめだ。白火ははっと目を落とした。

「これ…………!?」

「そなたの扇おうぎだ」

　てのひらを開かされてそっと乗せられたのは、白火の舞まい扇おうぎだった。以前蒼馬や朧とともに四し条じようで選んで以来ずっと肌はだ身み離はなさず持ち歩いていたのだが、攫さらわれたときに無くしてしまったのだとばかり思っていた。

　問いかけるように視線を上げると、帯刀が真しん摯しな面おも持もちで白火を覗のぞきこむ。

「どこかに引っかけたらしく破けていたから、修理に出していた。新しいものを誂あつらえようとも思ったが、そなたにとってこれはきっと、大事なものなのだろう？　綺き麗れいに直って返ってきた。確かめてみるといい」

　帯刀の指が、白火に扇を握らせる。

　懐かしい感覚が一気に蘇よみがえって、白火の身体からだ中じゆうを駆かけ廻めぐった。

　もう幾いく日にち、舞いの稽けい古こをしていないだろう。

　慌あわてて扇を握り直し、広げて確かめて、要のしなり具合を手首を返して確かく認にんする。子供が、自分の宝物を確かめるときによく似たしぐさだった。

　一連の動作を無意識のうちに済ませ、白火は閉じた扇を胸に抱だき締しめる。以前打ちつけてしまった傷のあとも綺麗になって、まるで新品同様だ。

　要がしっくりと指に馴染んで心地ここちよい。もう一度、この扇を手にすることができて純じゆん粋すいに嬉うれしい。

　大切な舞扇──白火の宝物だ。そんな白火を、帯刀は今まで見たこともないほど優やさしげな、温かな眼差しで見守っていた。白火が、おずおずと尋たずねる。

「どう、して……？」

　白火に舞えないと言い切った本人が、何故扇を直してくれるのだ。

　帯刀が、なめらかな頰を指の腹で撫なぜる。まるで、見えない涙をすくい取るかのように。

「ずっと、謝ろうと思っていた。この間は、心ないことを言ってすまなかった……そなたを、傷つけるつもりはなかった」

「帯刀さま……？」

「許せることではないかもしれない。だから私は、私にできるすべてのことでそなたに心のうちを見せようと誓ちかった」

「心のうち？」

　帯刀にとって剣けんに魂たましいが宿るように、白火にとっての剣はきっと扇だ。己おのれのすべてを預けて委ゆだねられる道具であり、己自身でもあるもの。

　白火にとって舞えないというのはきっと、身を切られるようなつらさなのだろうということがようやくわかった。

　だから、帯刀は白火の扇をわざわざ修理に出したのだ。

　小さな手を取り、立ち上がらせる。身軽い身体からだがふわりと浮うき上がる。

　帯刀に無言で促うながされるまま、白火は扇を構えた。途と端たんに、身体の芯しんがぴんと張り詰つめ、力が漲みなぎってくるのがわかる。

　──あ…………。

　溢あふれるように舞まいたいという気持ちが迸ほとばしり、たちまちのうちに席せつ巻けんされる。こんなふうに純粋に舞いが好きだと思うことを、しばらく忘れていた。

　頰が紅潮し、顔つきと同時に心もやわらかく優しく変化していく。

「白火。『花月』という舞いを……舞ってみせてはくれぬか」

「『花月』を、ですか…………？」

　何故なぜ帯刀がそんなことを言い出したのかわからず、白火は扇を手にした喜びそのままに、すなおに指先を翻ひるがえす。演目を言われれば、考えるより先に体が動く。

　そんな肌はだに染しみこんだ芸人の性も、今いま更さらながらに嬉しかった。




　──来し方より　今の世まで　絶えせぬものは

　　　　　恋こいと言へる曲くせ者もの




　右手と扇がぴたりと吸いついて、自由自在に動く。ひたすら、心地よい酩めい酊てい感が白火を包む。空気に乗るような軽さは失われていない。

　そうだ、左手がなくても、まだ右手がある。扇を持つことができる。それだけで充じゆう分ぶんだ。

　沸ふつ々ふつと湧わき上がる喜びと舞いの高こう揚ように包まれて、白はく皙せきの頰にかすかな笑えみが浮かぶ。本来の白火の輝かがやきを取り戻もどす。




　──げに恋は曲者　曲者かんな

　　　　　身はさらさら　さらさら




　神々でさえもが言こと祝ほぐ、神秘の舞いだ。白火はひとりで、男女の垣かき根ねに囚とらわれることなく舞いを紡つむぐ。男でも女でもなく、ただ舞いを愛して。

　こんな舞いはきっと、白火にしか舞えない。

　──これが、『白火』か……。

　帯刀は、その舞い姿を瞬まばたきも惜おしんで眺ながめていた。

　軽かろやかに軽やかに舞うその姿は、泉で見た白火と同じく透とう明めいな繭まゆのようなものに包まれて、この世の邪じや悪あくなものに染まらない清らかさに溢れている。

　その透すき通る優しさが白火の強さなのだと、帯刀は思った。

　こんなことをしている帯刀を、白火は心のどこかで許してくれている。舞いを見せてくれている。

　水がすぐに濁にごるのと同じように、一見たおやかな白火が穢けがれずにいるには相当な精神力が必要だろう。ただ弱々しいだけではなくその翼つばさを精せい一いつ杯ぱい広げて大切なものを守ってきて、だから白火はこんなにも清いのだ。

　身体が左に傾かたむく舞い姿。

　精一杯の舞い姿。

　溢れる愛いとおしさを堪こらえ切れず、帯刀は白火の手を取った。

　扇が、からんと音を立てて床に落ちる。

「白火」

　珊さん瑚ごを持つ指に口づけ、祈いのるようにその琥こ珀はくを見つめる。

「私がそなたを好きだと告げたら──そなたはどうする……？」
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　数日後。

　かたん、と白火が箸はしを置くと、すぐさま真向かいに座っている帯刀の視線が飛んできた。

　白火はそれに気づかない振ふりをして、手で食べられる小さな握にぎり飯をひとつ取る。

　一口大の大きさでふんわりと握ってあるのでこれは食べやすい。日によって白飯だったり菜飯だったり、中に具が混ぜこんであったりしてとてもおいしい。カイが前に言っていた通り、この山さん荘そうの料理人は腕うでが良く、白火のために色々と工く夫ふうしてくれる。

　ゆっくりとではあるが、なんとか食事は摂とれるようになってきた。舞扇を手にした途と端たん戻もどってきた気力に、白火は我ながらおかしくなってしまった。

　笑えるようになると、余よ裕ゆうも出てくる。

　体も、栄養のあるものを摂るようになってから順調に回復してもう熱も下がった。食べられるようになれば、回復は早い。

　──変なところで動物的なもんなんだな。

　自身の単純さに少し笑いたくなってしまったが、帯刀が案じる目で見ているので、食事を続ける。

「どうした。あのことを、まだ怒おこっているのか」

　食べられるようになったきっかけは帯刀に桃ももを食べさせてもらったことなのだけれど、あの食べさせ方はひどすぎると、白火は今でも怒っている。その証しよう拠こにふい、と顔を背そむけると、帯刀がため息をついた。

「だが、食べられるようになったではないか」

「確かにそうですけど……それとこれとは話が別です」

　ここ数日、帯刀はこうして白火と夕ゆう餉げを共にすることが増えている。朝や昼は仕事に追われて時間が取れないようだが、夕餉の膳ぜんには多少遅おそくなっても必ずやってくる。

　青年の視線は以前のように冷れい淡たんなものではなく柔やわらかく、それでいて押しつけがましくはない。静かに食事を摂りながら、さりげなく見守られているような、そんな感じだ。

　ほかほかと湯気を立てる握り飯に、鮎あゆの骨を抜ぬいてほぐした身を乗せて食べる。

　饗きようされる膳は豪ごう勢せいなのだが、最近は、白火と同じものを帯刀も食べている。つまり、片手でも食べやすいようなものばかりだ。

　普ふ通つうの食事のほうが明らかに見み映ばえも良いだろうに、と白火は首を傾かしげる。

　──何で、わざわざ……。

　考えて、はっと気づく。

　──オレを、気き遣づかってくれている、のか……？

　片手での食事はどうしても時間がかかる。その速度も帯刀は合わせて、食事の合間にゆっくりと酒を楽しんでいるようだった。

　あくまでさりげなく振ふる舞まうから、気づかなかった。

　白火がじっとこちらを見ていることに気づき、帯刀が大きく平たい盃さかずきを小さく揺ゆらす。

「鮎の骨酒だ。飲むか」

「……いいえ。オレは、酒には弱いので」

　そこまで答えて、唇くちびるを曲げた。弱いなどと教えてしまったら、今度は子こ供ども扱あつかいされそうだ。

　けれど帯刀は慈いつくしむように目もとを笑ませて頷うなずいただけだった。

「そうか。匂においもだめか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。宴えん席せきには慣れていますので」

　それは事実だ。

　幼いころから宴席には上がっていたので、匂いだけなら耐たい性せいがついている。今も、炙あぶった鮎の香こうばしい匂いのほうが強いから気分は悪くない。

「飲むのだって、すぐに眠ねむってしまうだけで、本当に下げ戸こというわけではないんです」

「そうか。下戸ではないのか」

　楽しげに言った帯刀が、くい、と酒を飲み干すと、給仕の侍じ女じよがそっと入ってきた。捧ささげ持った盆ぼんには、新しい酒さか瓶びんが乗せられている。

　大たい抵てい食事時はふたりきりだが、こうしてそばにいつも侍女たちが控ひかえていて、頃ころ合あいを見計らっては現れて、不自由なく世話をしてくれる。

　骨酒の器うつわを下げて新しい酒を注ごうとした侍女に、帯刀は軽く頭を振って断った。

「今日は酒はもういい」

「かしこまりました」

　帯刀が、ことんと盃を置いた。










　汗あせが、顎あご先さきから滴したたり落ちていく。

　けれどそれに集中力を破られることなく、白火は稽けい古こを続ける。

　風に乗るような動きを意識して、その実指先のひとつひとつにまで神経を行き届かせるには相当な体力が要いる。剣けんでたとえるなら、木刀ではなく真しん剣けんの、稽古ではなく本物の斬きり合いの場にも近しい感覚かもしれない。




　──雪の花を挿頭かざしに挿さして

　　　君あるがゆえに　我が恋こい悩なやまし




　舞まうのは『颯佐』だ。ここ数日ほとんどの時間に扇おうぎを握り、大分身体からだが戻ってきたように思う。

　舞いおさめて扇を下ろすと、途と端たんに夜風に吹ふかれて白火は小さくくしゃみをした。

　さすがに夜よ更ふけになると、風は涼すずしいを通り越こして少し冷たい。

　もう晩夏だ。

　ひやりとした夜風に頰ほおを撫なぜられ、白火は夜空を見上げた。気温が下がった分透明度が増した墨すみ色いろの空に、金の砂を撒まき散らしたように星がいっせいに瞬く。

　やはり京より空が近いなと思って、ぎゅっと胸むなもとを握り締しめる。

　すると背後から伸のびてきた腕が白火の薄うすい肩かたと胴どうに巻きついた。同時に愛用の伽きや羅らが漂ただよってきていたから、白火は驚おどろかない。

「月に溶とけて消えそうな顔をしていた」

「帯刀さま」

「寒いなら上うわ衣ぎを持って来よう」

「いいえ、違ちがいます」

　拘こう束そくする腕が緩ゆるまないので身をよじると、帯刀に顔を覗のぞきこまれた。

「だが、寒そうだった」

　白火にぬくもりを分け与あたえようとするかのように、青年の身体は熱い。

「大丈夫ですから」

　心配ないと首を振り、腕の中からするりと抜け出す。

　白火を追うように伸ばされた手が、空気を摑つかんで留まった。

「こんな時間に外に出て……眠れないのか」

　確かに、もう山荘には起きている人の気配はない。

　白火も閨ねやに引き取っていたのだけれど、月のあまりの白さに誘さそわれ出てしまったのだ。

「考え事をしていて」

　帯刀の足先が庭の砂利じやりを踏ふんで一歩踏み出す。

「良い機会かもしれぬ」

「帯刀さま？」

「そなたに、訊ききたいことがある」

「何、でしょうか」

　帯刀が何を訊きたいかなんて、本当は分かっている。

　白火は本能的に後ずさった。帯刀はそんな白火の怯おびえを見て取ったが引かない。

　白火の、本心が見たかった。

「私は言った。私がそなたを愛いとしく思っていると告げたら、そなたはどうする、と。だがそなたは答えない」

「それは……」

　答えられない。答えられるわけがない。

　ふるふると首を振ると、帯刀が何とも言えず悲しげに眉まゆを寄せる。

「それは、そなたが私を愛しく思っていないということか」

「やめて」

「そなたが私を愛せないのは、私に心がないからか」

「帯刀さま、もうやめて」

　率そつ直ちよくな言葉が痛い。

　痛くて怖こわい。

　蒼馬だけで白火の心はいっぱいなのに、帯刀はそこに入りこもうとする。だが心の一番奥深く、もっとも大きな場所を占しめているのはひとりだけなのだ。白火はそのことをよくわかっている。

「だが私は、そなたに会って初めて、人を愛しく思うことを知った」

「やめてください……！」

　白火の声に悲鳴が混じり、それでも帯刀は止めることができない。困こん惑わくしきっている白火を見下ろし、足を踏み出す。

「私を選べ」

「帯刀さま!?」

　逆らう間もなく抱だき寄せられ、銀の煌きらめきが降りかかってくる。

「あの男のことなど忘れさせてやる」

「……っ」

　あっという間に唇が塞ふさがれ、熱を移しこまれる。その熱さと激しさに、白火は呻うめいた。

　一いつ瞬しゆんのようでもあり、ひどく長い間だったような気もする。

　蒼あおい炎ほのおは冷ややかなように見えてその実、赤い炎よりも熱が高い。

　貪むさぼるような口づけから首を振ふってなんとか逃のがれると、帯刀は白火を腕うでに抱だいたまま静かに告げた。

「私は、そなたを手放すつもりはない」

「…………っ」

　ばっと身を翻ひるがえして逃にげると、今度は帯刀は追おうとはしなかった。

「早く休め。夜更かしは身体に悪い」

　帯刀が静かに部屋に戻もどり、ひとり残った白火はその場にへなへなと座りこんでしまった。

　帯刀は、悪い人ではないのだと思う。

　連れてきたことは強ごう引いんだったし最初のうちは人ひと柄がらがわからなくて不安な思いもしたけれど、落ちついて考えてみれば帯刀は白火を人買いのように繫つなぐこともしなかったし、ひどい扱あつかいをされたこともない。

　無ぶ愛あい想そうで言葉足らずなのは相変わらずだが口数に関しては白火も似たようなものだし、態度が柔やわらかくなって、何より瞳ひとみの奥に優やさしい光があって、それが白火を戸と惑まどわせるのだ。

　初めのころのように、ただの芸人として扱われるなら無視することも抵てい抗こうすることもできる。だが、帯刀は変わった。

　白火が食べないと食事を終えるまで同席し、塞ぎこんでいると黙だまってそばにいる。そんなふうに寄り添そわれたら調子が狂くるう。

　──蒼馬さま……。

　帯刀の手が触ふれてくるたびに思う。

　蒼馬の手と違う、と。

　蒼馬の香かおり、蒼馬のぬくもり、蒼馬の声、蒼馬の笑え顔がお。

　逢あいたくてたまらない。帯刀が何を求めているのか、やっと白火にもわかってきた。

　帯刀が、白火が蒼馬に寄せるような想おもいを抱いだいているのだとしたら、応こたえることはできない。そばにいてほしいのは蒼馬だけで、その気持ちは変わらない。

　でもきっと、拒きよ絶ぜつされたら悲しい。だから、撥はねのけることができない。

　──どうしたらいい？　蒼馬さま……。

　助けを求めるのは蒼馬だけ、想うのは蒼馬だけ。

　惹ひかれ始めたのがいつからなのか、覚えていない。気がついたときにはもう蒼馬の魅み力りよくに惹かれてしまっていて、あれは灯あかりに引き寄せられる蝶ちようのようなものだった。抗あらがいようもなかったし、抗いたくなかったのも事実だ。本気で男として一生を全まつとうしようとしていた白火の中の『女』を、たちまちのうちに目覚めさせて恋こいに落とした。

　──……逢いたい。

　憧あこがれたのはその舞い姿、惹かれたのはその性格。

　知れば知るほど、そのおおらかさに惹かれた。

　怖がりで引っ込み思案な白火など思いもよらない大だい胆たんさで、蒼馬は白火を覆おおっていた鎧よろいを取り払はらっていった。生まれたままの白火を見たいと、日輪座の後こう継けいも母の遺ゆい言ごんも何のしがらみもない白火そのものが愛しいと言ってくれた。

　──逢いたい。

　ひたすらに蒼馬の面おも影かげだけを求めて、白火は立ち上がり、扇おうぎを開いた。

　修理の際に香こうを焚たき染しめてくれたらしく、山さん荘そうの匂においとは違って少し甘い香りが鼻先をかすめる。

　悲しいのとも寂さびしいのとも違う不思議な感情が胸に溢あふれ、ひたすら蒼馬が恋しい。




　──心より　心に伝ふる花なれば


（世阿弥『風姿花伝』より引用）






　これが切なさというものかと改めて思い、白火は星空を振り仰あおぐ。

「母さまも、こんな気持ちだったのか……？」










　見上げた夜空は、いつもより星が大きく瞬またたいていた。川風が強く吹ふきつけてくる。

　銜くわえ煙管きせるで懐ふところ手でのまま、蒼馬は染みる風に目を眇すがめる。

　──蒼馬さま。

　誰だれかの涙なみだを凍こおらせたような色の星にひとりの少女の声が耳に響ひびき、居ても立ってもいられなくなる気持ちを必死に押し殺す。

　あと少しの辛しん抱ぼうだ。手はずは着々と整ってきている。

　──白火。

　態度がそっけなくても言葉がなくても、白火の瞳と声はいつもすなおだった。

　特にあのやわらかく鈴すずを振ったような声で名前を呼ばれるのが心地ここちよく、いつまでもずっとそばに置いておけるものだとばかり思っていた。

「白火。お前は今、何を考えている……？」

　蒼馬は心を決めた。

　無む理り強じいはしない。白火にすべてを選ばせると腹は括くくった。

　朧の喝かつも効いて、白火がどんな道を選ぼうとも、受け止めるだけの覚かく悟ごはできている。だが、誰かが白火に無理強いすることだけは許さない。気が強そうに見えて、その実わがままのひとつも言えない性しよう分ぶんなのだ。

　だから蒼馬が白火の自由を守る。

　不安がないと言えば噓うそになる。白火が何を選んで誰を選ぶのかは、白火にしかわからない。

　だからまず、あの瞳を見る。声を聞く。白火の正直な心のうちを見て確かめて、すべてはそれからだ。

　煤すす竹たけの要かなめを握にぎると、ぱらりと舞まい扇おうぎを開く。

　蒼馬の扇は特別誂あつらえで普ふ通つうのものより大きい。舞ぶ台たいでの見み映ばえを考えて作らせたものだが、白火はこの扇が好きで、暇ひまさえあればよく広げていたのを思い出す。

　白火の手には大きすぎて玩具おもちやのように見えたが、背中に回して扇をひらひらと動かすとまるで羽根でも生えたかのようで、蒼馬は慌あわててその姿を打ち消した。

　羽根が生えたら、本当にどこかに飛んで行ってしまいそうだ。旅回りが骨の髄ずいまで染みこんだら、ひとつのところに留とどまるのは苦痛だと聞いたことがある。だとしたら、自分は白火を自由に羽ばたかせてやりたい。束そく縛ばくすることなどしないから、せめてそばにいてほしい。

　──戻ってきてくれ。

　祈いのるような気持ちでそう願う。

　もう二度と白火を傷つけるようなことはしない。何度もそう思ったのに、擦すれ違ちがいで傷つけてしまう。優しく大事に腕の中に包みこみたいと思う反面、奪うばわれるくらいなら泣かせてでも取り返してみせると、心の中で修しゆ羅らが生まれる。

　──白火。

　その面影に導かれるようにして舞まい続ける。




　──心より　心に伝ふる花なれば


（世阿弥『風姿花伝』より引用）






　寂しさと恋しさ、葛かつ藤とうと困惑。互たがいの気持ちは響き合い、声が呼び合う。

　白火が扇を広げ、蒼馬が腕を広げる。

　遠く隔へだてて重なる舞い姿。

　長い、長い夜だった。









[image: ]




　夜ごと、嵯峨野に琵び琶わの音が鳴り響く。

　使用人たちも寝ね静しずまる夜よ更ふけに、夜よ露つゆにしっとりと寄り添うように穏おだやかな音色が流れていく。帯刀は琵琶を爪つま弾はじきながら、扉とびら一枚隔てた閨ねやにいる少女に思いを馳はせた。

　白火は、心地よい眠ねむりに浸ひたっているだろうか。

　悪夢に悩なやまされることなく安らかに眠っているだろうか。

　彼にできるのは、こうして得意の琵琶を奏かなでて子こ守もり唄うた代わりにすることくらいだ。

　帯刀は白火のためだけに琵琶を弾ひく。

　体調は戻ったものの萎しおれた花のように元気のない白火に何とか笑顔を取り戻してほしくて、思いを巡めぐらせてから一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんとした。琵琶を捌さばく手が止まる。

「何をしたら喜ぶのかも、知らぬ……」

　帯刀は。

　白火が何が好きで何を楽しいと思うのか。

　琵琶が好きなのかどうかさえも知らない。

「何も知らぬのだな、私は……」

　驚おどろくというよりは苦く笑しようが漏もれる。

　気を取り直し、再び琵琶を奏でる。

　白火について知っているのは、能が好きだということだけだ。

「能か……」

　腕うでが動いているときの白火の舞いを何故なぜ見なかったのかと、今となっては口くち惜おしい。桜能は春の京では大評判になった。

　興味がないから誘さそわれても断っていたのだが、白火はそこでまさに人外の者としか思えないほど美しかったという。片かた腕うでの今でも動きがしなやかで軽かろやかだ。

　四し肢しを自由に操あやつり頰ほおを紅潮させ瞳ひとみを潤うるませた白火は、きっと凄せい絶ぜつなまでに美うつやかに咲さき誇ほこるだろう。

　──観みたい。

　心からそう思う。

　白火の舞いを観たい。

　舞台の上で、もっとも美しい白火を、この目で観たい。

　あの腕さえ治れば、白火は舞台に戻もどるだろうか。能が好きだから、きっと戻りたいのだろう。だったら、あの腕を治してやればきっと、白火の舞いが観れる。

「──ふむ」

　白火に出会うまでは考えもしなかったような、心が弾はずむ思いつきだった。

　舞えるようになったら、白火の笑え顔がおも見られるだろうか。それが帯刀の一番の願いだ。今招いている薬くす師しで治せないのなら、他ほかの手もある。

　幸い、こういう手配をするのは慣れている。

「異国の技術を持つ者を呼び寄せるか」

　この国では薬草や煎せんじ薬による治ち療りようが主だが、異国にはもっと先進的な治療法がある。

　医師と呼ばれる専門的な知識を持つ者たちの数は限られるが、帯刀の権力と財力をもってすれば白火を診みせることは可能だ。治る可能性も高くなるだろう。

「招くのに早くて数日、いや、十日はかかる……」

　すでに予定が入っている医師なら、更さらに時間がかかるかもしれない。

「すぐに知らせを出しておいたほうがいいな」

　素す早ばやく算段をしていく。

　そうだ、医師が来るまでの間に白火の気き鬱うつを晴らしておいてやりたいと思いつく。いつまでもあの顔が曇くもっているのは、帯刀としても不本意だ。

「白火が喜ぶもの──か」

　以前の帯刀なら想像もつかなかったが、こうして他人のためにあれこれと考えを巡らせるのは、悪くなかった。
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　足首にがっちりと嵌はめられた枷かせには金鎖くさりがついており、その鎖の先は大きな一枚岩の中に埋うめこまれ、金かな杭くいはびくとも動かない。

「──相当深くまで埋めこんであるな。ちくしょう」

　矢涼は、金杭を引っ張り続けて傷だらけになったてのひらを見つめ、ため息半分苛いら立だち半分、そばの小川の水に乱暴に浸した。

「……っ」

　冷たい清水が傷にしみるが、血は綺き麗れいに洗い流された。武器になりそうなものと一いつ緒しよに、薬の類たぐいもすべて取り上げられているから止血ができないが、この程度、たいした傷ではない。

　懐ふところから手しゆ巾きんを取り出し手に巻いて、また岩に上り金杭に手をかける。

「あれえ。まーだ逃にげようとしてんの？　諦あきらめ悪いね」

　ここ数日ですっかり聞き慣れた声に、矢涼はぐっと眉まゆ根ねを寄せて怒ど鳴なり返す。

「諦めるわけがないだろう！」

　一枚岩の上に立ってこちらを見下ろしているのは、隠おん密みつの少年だ。カイと名乗っているが、多分通り名であって本名ではない。

「律りち義ぎっていうか生き真ま面じ目めっていうか……そこらへん、アンタと姫ひめさんてそっくりだよね。どういうふうに育てばそんなふうになるの？」

　きらきらとあどけなく瞳を煌きらめかせて一見小動物のような──実際は獰どう猛もうな獣けものだ──少年に、矢涼は心底いやそうに顔をしかめた。

　あれほど注意していたにも拘かかわらずこの少年が嵯峨野の山に張り巡らしていた罠わなに嵌まってしまい、こうして繫つながれたままもう数日が過ぎている。

「まあ、この杭は生半可な力じゃびくともしないよ。毎日毎日引っ張り続けて、もうわかってるでしょ？　ちなみに足あし枷かせを外す鍵かぎはあるけど、今は持っていない。だから俺をとっ捕つかまえても無む駄だ」

　やることは丁てい寧ねいな上に抜ぬけ目がなくて、矢涼はますます仏ぶつ頂ちよう面づらになる。自分がこのざまでは、白火に申し開きができない。

　朧もきっと心配しているだろう。

　そう思うと、心が痛む。

　朧は気弱になるときはとことん突つき詰つめて落ちこむ癖くせがあり、泣きたいときに存分に泣かせてやらないと余計につらい思いをすることになるのだ。そのことを知っているのは矢涼だけなので、一層焦あせりが募つのる。

　きいきいと怒おこっているうちはまだいい。ひとりで声を殺して泣いているのが一番、矢涼としてもこたえるのだ。

「差し入れ持って来たから、食べなよ」

「──お前こそ、捕ほ虜りよになんで飯なんか持ってくるんだ」

　少年が持ってくる差し入れは毎回不器用な形の握にぎり飯で、もしかしたらカイは、己おのれの主あるじに自分を捕とらえたことを話していないのではないかと思う。実際に、少年以外に様子を見に来る者もいない。

「別に干ひ乾ぼしにしてもいいんだけどさ。腹減ると結構つらいじゃない？　じゃあ、また来るね。今日はこれから忙いそがしいんだ」

「二度と来るな」

　カイがひらひらと手を振ふって岩から飛び降りる。

　干乾しにしてもいい、というのは噓うそだろう、と矢涼は心の中で毒づいた。

　矢涼を繫ぐこの鎖は一枚岩の陰かげになっていて、ひどい雨風なら凌しのげるしそばに小川もあるので水に不自由しない。きちんとそこまで考えられているとしか思えなかった。

　矢涼はため息をつきながら握り飯にかぶりつく。

「苦労してはりますなあ、兄はん」

　その瞬しゆん間かん艶つややかな声が降ってきて、矢涼は思わず握り飯を喉のどに詰まらせた。

「げほ……っ」

「あらあら、大変」

　おっとりと目を瞠みはった花霞が、矢涼の背中をさする。紅の香かおりが辺りに漂ただよって、花霞は矢涼の肩かたから胸に婀あ娜だっぽいしぐさでするりと手を滑すべりこませた。

　爪つま紅べにで赤く染めた指を、矢涼が斜ななめ下から凄すごんで払はらいのける。

「何の真似まねだ」

「いややわ、そないに怖こわいお顔せんと。差し入れどっしゃん」

　気配もなく懐の合わせ目に差しこまれていた短たん剣けんに、矢涼の顔つきが変わる。

　速い。

　手を伸のばされてすぐに払いのけたはずなのに。

　──ただの女じゃないな。

「これも。お代は先にいただいてますさかい、遠えん慮りよのう」

「おい」

　手て際ぎわ良く籠こ手てを巻きつけられる。それは矢涼の腕に誂あつらえたようにぴたりと嵌まった。

　実戦に有効な、金具のついて丈じよう夫ぶな籠手だ。

「──何者だ、お前。誰だれの差し金だ」

「うふふ。お会いするんは初めてどしたな。うち、花霞いいます。柚木座の若わか太夫たゆうに頼たのまれて来ましてん」

「蒼馬の若にだと？」

「へえ。今後、どうぞよろしゅうに。ちょっと待っておくれやす、今外しますさかい」

　花霞が飾かざり櫛くしと揃そろいの意い匠しようの平打ち簪かんざしを外し、その先を足枷の錠じように挿さしこんで細工を始める。透すかし彫ぼりの銀の模様がちらちらと夕ゆう陽ひを跳はね返した。

　普ふ通つうの簪の先は少し丸めてあるものだが、これは違ちがうらしい。錠がかちゃりと外れるまでに、ものの数分もかからない。矢涼が見み惚とれるほどの見事な腕うで前まえだった。

「錠破りの仕事でもしているのか……？」

「こんなん、たしなみどす」

　──絶対噓だ。

　はんなりと頰ほおを染めた花霞に、矢涼は紅とはまた違った匂においを嗅かぎ取る。

　さまざまな裏事情に通じて闇やみに染まる匂いだ。

「兄はんも、錠破りの棒くらい持ってはったんと違いますの？　どないしはったんどす？」

　忍しのびの青年は、憮ぶ然ぜんとして答えた。

　答えるのは恥はじでしかないが、事実なのだから仕方ない。

　わかっているのだろうにわざわざ訊きくあたり、結構性しよう悪わるな女のようだ。

「──捕まった際に全部巻き上げられたんだ」

「あらまあ。さすが山やま猿ざる、抜かりのないこと」

　瞳ひとみを一いつ瞬しゆんぎらりと光らせた美女は、それよりも、と矢涼を促うながした。

「参りまひょ。これから桂川で月見舞ぶ台たいどすえ。仲間に言って、できるだけ時間稼かせいでもろてるさかい」

「桂川？　月見舞台だと？　何だそれは。なんでそんなことになってるんだ」

「説明はあとでします。急ぎまひょ」

　久方ぶりに自由になった足首を動かして様子を見ながら、ついでに頼んでみる。花霞をまるきり信じたわけではないが、今は時間が惜おしかった。

「伝令か伝でん書しよ鳩ばとを持っているか」

「なんでどす？」

「知らせを出したい。頼めるか」

　花霞が、了りよう承しようの証あかしににこりと微笑ほほえんだ。

「お代は、若太夫につけておきますさかい」










　その知らせを、朧は柚木座の離はなれで受け取った。

　慌あわてて結び文を開いて目を走らせると、しわしわの懐かい紙しに書きつけられた知らせはたったの一言。

　──もうすぐ戻もどる。

　思わず吹ふき出してしまった。

「相っ変わらず！　説明が下手へたねえ」

　朧は泣き笑いで吐はき捨てる。

「下手下手下手、本当に下手！　こんなんじゃ文にもならないわよ」

　何がどうなったのか全然わからないし、差出人の名前も書いてない。そっけない字に見覚えがなければ、何のことだかわからないくらいただの落書きだ。

　それでも大切な文だ。

　くしゃくしゃの紙切れを、そっと胸に抱だき締しめて微笑む。

　短い一言に込められた、矢涼の気き遣づかいと思いの丈たけ。

「うん」

　だから無事に戻ってきて。

　早く戻ってきて。

「待ってるから……」

　嵯峨野の方角を見やり、心の中で手を合わせて無事を祈いのる。

「そうだわ、太夫に知らせなくちゃ」

　急ぎ足で日輪座に向かうその影かげを、陽日が長く伸ばす。

　もうじき日が落ちる。

　夏も終わりだ。
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　──月が、ふたつあるみたいだ。

　白火は半ば茫ぼう然ぜんとしながら、川かわ床どこの空気を深く吸いこんだ。川かわ面ものすぐ上に床ゆかを渡わたしてあるだけなので、水の匂いが強い。

　ひたひたと満ちて波の静かな桂川には、空と同じ月がぽちゃりと浮うかんでいる。ゆったりと腰こしを下ろした帯刀が、なんでもないことのように言う。

「そなたのために用意した。舞まいは好きだろう。楽しんで、憂うれいを晴らせ」

「そんな……」

　白火は呆あつ気けに取られたが、見慣れないものに目を奪うばわれる。

「あれは？」

　舞台の奥にいる男たちが、檜ひのきの枝から葉を嚙かみ取っている。手を使わず首を伸ばし、鳥が木の葉をついばむしぐさによく似ていた。

「儀ぎ式しきだそうだ。檜の肉厚の葉を枝からじかに嚙み取って口を清め、山川の精せい霊れいの力を授さずかる」

「随ずい分ぶんと古式ゆかしい儀式ですね。文ぶん献けんで読んだことはありますが、見るのは初めてです」

「私もだ」

　儀式が終わると、囃子はやし方かたの音合わせも終わりらしい。

　一度鏡の間へと戻り、舞台に誰もいなくなる。

　このぴりぴりとする緊きん張ちよう感かんにはひどく馴な染じみがあった。舞台に、俗ぞく世せからいったんすべてを遮しや断だんするための紗しや幕まくが張られる。

「他ほかにお客様は？　客席がいささか小さいようですが、遅おくれてどなたかいらっしゃるのですか」

　白火は声をひそめた。川床は、ひっそりと隠かくれて観みるような場所もない。

　できるだけ邪じや魔まにならないよう控ひかえて座ろうと、隅すみに寄る。

「そんなものはいない」

「え？」

　帯刀が、白火をよく見える中央に引き寄せた。すっぽりと胸に抱いだかれて、白火は不思議そうに帯刀を見上げる。

「お客様がいないのですか？」

「そなたと私だけだ」

「まさか、一座を買い上げたんですか!?」

「一晩だがな。そなたが気に入れば、明日も明後日あさつても好きなだけ買い取る。むろん、他の座を呼んでもよい」

「帯刀さま……」

　さらりととんでもないことを言われて、目眩めまいがしそうになってしまう。

　一座を丸ごと買い上げるのは、それなりに費用もかかるのだ。

　白火たち日輪座も買い上げられたことは何度かあるがそれは田舎いなかの豪ごう農のうの庭先での余興で、それでも一晩買い上げとなれば結構な額になったものだ。

　この一座は旅回りでたまたま嵯峨野を訪おとずれていたというが、日輪座より少し規模が小さいくらいだから、一晩の額もそれなりだろう。帯刀のような皇族相手なら、たった一晩だけの買い上げであろうともかなりの箔はくがつくのも事実だ。ただの金持ちに買われるのとは訳が違う。

「幾いくらかかると思っているんですか。もったいないです」

　自分に対して財産の心配をするのは白火くらいなものだと、帯刀は愛いとしくて仕方ない。

「そなたのためになら、金きん子すなど少しも惜しくはない」

　言葉を失った白火が、間を持たせるように舞台に目を移す。

　川の少し奥まったところにあるのは紛まぎれもなく舞いのための舞台だ。

　橋はし掛がかりを渡してあるが他は岸から切り離され、能と違って奥に松の絵もない。月光を弾はじく水面に、ゆらゆらと揺ゆれる水すい紋もんの反射が舞台を彩いろどっていく。

　──オレのために、わざわざこんなことまでして……。

「そろそろ始まるぞ。女神楽かぐらの一座だ」

「女神楽？　女性だけしかいないのですか」

「裏方や囃子方は男だが、舞うのは女だけだそうだ」

　女によ人にん禁制の流派で育った白火には、女だけというのはとても新しん鮮せんだった。

　道みち端ばたで興行を打って歩く神楽一座が、舞台にあがるというのも珍めずらしい。能よりももっと大衆的な色合いが強く残っている舞いだ。

　膝を乗り出し、舞ぶ台たいをよく見ようと目を凝こらす。

　さらさらと水音が響ひびき、静せい寂じやくな中に厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きが高まっていく。篝かがり火びに驚おどろいた魚が跳はねて、その音が異様に大きく聞こえるほど空気が張り詰つめる中、すべての物音がぴたりと止やんだ。

　月明かりに照らされて川の中に浮かぶ幻げん想そう的な舞台に、観客はふたりだけの贅ぜい沢たくさ。

「寒かったら言え」

　ひゅ、と吹いた風に髪かみが乱れると、すかさず伸のびてきた長い指に直される。その指先を、身を縮こまらせて避さけようとすると。

　どん。

　重々しい太たい鼓この拍ひよう子しと共に舞台の紗幕が切って落とされ、奥にはひとりの女が、月から写し取ったような淡あわい色の唐から衣ぎぬを引き被かぶった装よそおいで佇たたずんでいた。

　凜りんとして華か麗れいなその雰囲気に、白火ははっと息を飲む。

　──存在感が強い…………！

　女が、一いつ瞬しゆんにしてその場を支配する。

　装しよう束ぞく自体はごてごてとはしておらず、衣ころもの下には若わか女おんなの面おもてが覗のぞく。榊さかきの枝を手に持っているのは巫女みこの証だろうか。緋ひ色いろの袴はかまが床を滑すべり、緩ゆるやかに舞い始める。

　かぽん、ぽぽぽぽん。

　鼓つづみの素す拍びよう子しが彩るのは、天宇アメノ受売ウズ女メの舞いだ。

　もともとの流派が違ちがうので詳くわしいことはわからないが、女の舞いの技量は相当なもので、白火が圧あつ倒とうされるほどだった。天あめ土つちの華け厳ごんの時代の空気が流れて染め上げられる。天の岩戸に閉じこもってしまった天アマ照テラス大オオ神ミカミのために捧ささげられた舞いは、技ぎ巧こうづくしというよりは神かみ憑がかり的な要素が大きい。

　能でいう序ノ舞まいに似たゆっくりとした足さばきは、舞い人の腕うでの見せ所だ。観ているほうも手に汗あせ握にぎるほど激しい急ノ舞が一いつ般ぱんには喜ばれるのだが、舞うのがもっとも難しいのは序ノ舞だ。息いき遣づかいも汗も一いつ切さい感じさせない女の舞い姿に、白火は戦せん慄りつする。

　──すごいな…………。

　よほど体を作ってあるのだろう。

　体力的にきついはずなのに余よ裕ゆうさえ感じさせ、可か憐れんにして初うい々ういしい若女の面を着けて、この舞い人は壮そう絶ぜつなまでに色っぽい。

　──神楽でも、面をかけることもあるんだな。

　能舞いは、直ひた面めんでも表情を一切出さない。素す顔がおそのものを面に見立てるからだが、神楽でも面をかけることがあるとは初めて知った。

　神楽舞いを見るのは初めてではないが、わりと能と通じるものもあるようだ。ふとした舞いごなしのしぐさに見覚えがある気がして、白火は大きく瞬まばたきする。

　袖そでで顔を覆おおおうとするときの、少し間を溜ためて色いろ香かの漂ただよう指先。

　長くて節の目立つ大きい指先。

　──あれ、は…………？

　溢あふれる色香は隠そうとして隠しきれないのではない。ただ、抑おさえていないだけだ。迸ほとばしる感情の昂たかぶりが、白火に向かってまっすぐに叩たたきつけられてくる。

　──まさか……？

　この想おもいの波動に、覚えがあった。

　ふと気づいて、背筋が強こわ張ばる。不安ではなく、喜びに。

　即そつ興きようで舞っているのか、囃子はやしと少し合わない舞いに気き迫はくが溢れて、かえって神憑りの信しん憑ぴよう性せいを強める。いつも、囃子を早めに取るのはその人の癖くせだ。ゆったりと舞っているようで身体からだが動くのが早いから、動きが殊こと更さら印象に残って見み映ばえする。




　──げに恋こいは曲くせ者もの




　舞ぶ台たい脇わきの地じ謡うたいが語るように謡うたったその謡うたい文句に、白火はもう気づかない。瞬きすらせずにひたすら女を見つめ続ける。四よ隅すみの篝火が風に煽あおられてぱちぱちと爆はぜる。

　女は舞い続ける。無言のまま、思いをすべて舞いに乗せて。

　渦うず巻まく熱気、舞いあがる不可視の炎ほのお。

　こんな舞いは、初めて見た。

　こんな舞いを、前にも見た。

　白火の視線に気づいたように、女が青せい藍らんの地に大小の銀ぎん箔ぱくを貼はりつけた大きな舞まい扇おうぎを広げて見せた。

「やっぱり……！」

　白火はもうこらえきれない。弾かれたように立ち上がるのと同時に、女が面を取る。

　ばさりと振ふり乱した黒くろ髪かみを払はらいのけて現れるのは、不敵に微笑ほほえんで懐なつかしい眼まな差ざしだ。夢に見るほど会いたかった人が、熱い双そう眸ぼうで白火を見つめていた。

「蒼馬さま！」

「白火！」

　走り出そうとすると、すかさず手首を摑つかまれる。蒼馬が、袖から滑すべらせた短たん剣けんをひゅっと投げる。

「邪魔すんな！」

　とととっ、と突つき刺ささった幾つかの白はく刃じんが、帯刀の袴と川かわ床どことを縫ぬいつける。力が緩んだ一瞬のすきを突いて、白火はまろぶように駆かけ出す。

「蒼馬さま！」

「白火、来い！」

「待て白火、危ない！」

　三人の声はほぼ同時だったように思う。重なって聞き取れず、それぞれの望みだけが響く。

　桟敷さじきと舞台の隙すき間ま、白火の身の丈たけより少し大きいくらいの合間には川の水が黒々と流れて冷たい。張り巡めぐらされている木の枠わくに身軽く飛び上がり、恐おそれることなく川を飛び越こえる。

「白火お前──！」

　蒼馬が目を瞠みはる。

　鍛たん錬れんを怠おこたらなかった脚あしはばねのように飛ひ翔しようした。
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　力強い腕が白火を受け止める。

「よくやった、白火！」

　両りよう腕うでを広げて白火を受け止めた蒼馬の双眸が、白火をしっかりと包みこんで笑えんだ。

「遅おそくなって悪かった」

「やっぱり、蒼馬さまだった……！　あの舞扇……！」

「ああ。お前ならきっとわかると思ってな」

　ぎゅ、と骨が軋きしみそうなくらいに抱だき締しめられる。蒼馬の厚い胸に顔を埋うずめ、白火はひたすら深く息を吸いこんで蒼馬の存在を確かめる。深く深く、心の奥底まで蒼馬を刻みこもうとしたそのとき。

　空気が切り裂さかれる。

「カイ、止めよ！　白火が怪け我がをする！」

　疾しつ風ぷうのような勢いで飛びかかってきた闇やみの獣けものが小さく爆ばく発はつする火薬を投げつけ、蒼馬が白火をとっさに背後に隠かくす。火薬は燃え上がらない代わりに白い煙けむりを撒まき散らす。

　帯刀が制止の声を上げるが、カイは止まらない。

「カイ！」

　初めて見るカイの表情に、白火がひび割れる寸前の玻は璃りのような悲鳴を上げる。

「ごめんね姫ひめさん。でも皇子みこさまには姫さんが必要だ。だから──殺すよ、この男」

　蒼馬に向かってカイが躍おどりかかる。

「白火、逃にげろ！」

　蒼馬が唐衣を投げつけ、ふわりと曖あい昧まいな感かん触しよくにカイの勢いが少し阻はばまれる。

「蒼馬さまこそ逃げて、早く！」

「──お前のことは、俺が守ると決めたんだ」

　襲おそわれている最中だというのに不意ににこりと微笑んで見つめられ、白火は泣きたくなってしまった。

　こんなときでも、蒼馬はいつもの蒼馬だ。そのことが嬉うれしくて誇ほこらしい。

　この人を守りたいと思う。この人を好きになって良かったと思う。

　白火は力いっぱい蒼馬の腕にしがみついた。蒼馬が殺されるというのなら、自分も殺してほしい。蒼馬ひとりだけ殺させはしない。

「カイ、止めよ！　これは命だ！」

　帯刀の命令の言こと霊だまと身を投げ出した白火の姿に、カイの腕がびくりと震ふるえる。そのせいで、蒼馬の心臓を狙ねらっていた切っ先が微び妙みように狂くるって、金具に当たる音がする。

「っ…………！」

　蒼馬のぬくもりだけを感じていたのだが、いつまでたっても衝しよう撃げきは訪おとずれない。

「…………？」

　恐る恐る目を開けると白火の真横で、腰こしを落として構えた青年が膝ひざを曲げ、刃やいばを籠こ手てに受けていた。

　相当の力がこもっているらしく、そのこめかみを汗が流れ落ちる。桂川の風が、残っていた煙えん幕まくをすべて洗い流していく。

「くっ……！」

「矢涼!?」

　刃を払い落した矢涼が、カイを睨にらみ据すえたまま低く唸うなる。

「遅くなってすまない。遅ち参さんの詫わびはあとで入れる」

「アンタ、いつの間に逃げ出したんだ！」

「ここは任せろ」

　息もつかず矢涼がカイに飛びかかり、カイもそれに応戦する。じりじりと剣けんを交える場所を舞ぶ台たいの隅すみに移し、完全に矢涼が優勢だった。

「あっぶねーな！」

「この数日間、長かったぞ──邪じや魔ました分の礼はさせてもらう」

　繰くり出される短剣を飛びのいてかわしたカイが川岸の木の枝に飛び移り、矢涼も追う。

　流れ矢のひとつも白火を傷つけない事態を確かく認にんして、蒼馬は自分にしがみついたままの白火の頭をぽんぽんと撫なぜた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ、白火」

　白火を何よりも安心させる声と香かおりとぬくもりに、今になって身体が震え出す。

　小刻みに揺ゆれるその華きや奢しやな体たい軀くを、蒼馬は加減することなく抱き締めた。今まで、遠えん慮りよなく抱き締めたことはなかった。あまりに細過ぎて壊こわれてしまいそうな気がして、左ひだり腕うでに障さわらないだろうかと案じて。

　だがもう遠慮はしない。きつくきつく抱きすくめると、白火の足先が床ゆかから浮うき上がる。細い肢し体たいが、いやいやをするように少し身じろぐのを強ごう引いんに押さえこむ。

「頼たのむ──しばらく、じっとしていてくれ」

「違ちがう、蒼馬さま……少し、緩ゆるめて。オレ、も」

「白火？」

　乞こわれるままに少し力を抜ぬくと、白火の右みぎ腕うでがおずおずと、でも躊躇ためらうことなく蒼馬の首に回される。

　やわらかな感触に、甘く清らかな香りが鼻先をくすぐる。たまらなくなってもう一度深く抱き寄せると、白火もすなおに応じてきた。

「痛かったら言え」

「……うん」

「大丈夫か」

「うん」

「白火」

「うん」

「俺を好きか……？」

　唐とう突とつに訊きかれて、白火が驚おどろいたように顔を上げる。

　何を言い出すのかと驚いている顔だ。

　言葉は少なくても薄茶の瞳ひとみは雄ゆう弁べんで、一目見れば何を考えているかが手に取るようにわかる。

　きらきらと濡ぬれて自分を見つめ返す白火が、愛いとしくてたまらない。

　背を屈かがめ、やわらかな右手を摑んで己おのれの頰ほおに這はわせる。

「自分で言うのも何だが、俺はわがままで独どく占せん欲よくが強くてな。他ほかの男が触ふれるなど許せない」

「オレもそうだよ、蒼馬さま」

　白火が、にっこりと微笑んで甘えるように小首を傾かしげる。

　ふたりの気持ちがぴたりと重なり合い、その幸せに目も眩くらみそうになったとき。

　ゆっくりと鞘さや走ばしる音が、その場を統すべた。

「帯刀さま……！」

　ゆらりと髪かみが風に流れ、刃は月光を鍛きたえて打ち直したよりもまだ白い。

「白火、戻もどれ。戻ってくれば、この男の命だけは助けてやる」

　帯刀は本気だ。白火の背筋を、ぞくりと悪お寒かんが走る。

　今日までの帯刀ではなく、以前の帯刀のような──否いな、それよりも冷たい炎ほのおに包まれて、凝こり固まっている。

　カイが矢涼と討うち合う物音が、葉は擦ずれに紛まぎれて聞こえてくる。双そう方ほうともに、相当にてこずっているようだ。

　──らしくもない。

　ちらりと意識を向けたものの、すぐに帯刀は目の前の青年に目を移す。白火を腕うでに抱だいた忌いま々いましい男に向かい、剣をかざす。

「白火を離はなせ」

「帯刀さま、お願いだ。もうこんなことはやめてください」

　必死に翼つばさを広げるようにして蒼馬を庇かばおうとする白火をそっと押しとどめ、一言一言染しみいるように深く低く言う。

「白火が選ぶことだ」

　蒼馬の眼まな差ざしは揺らがない。

「──どういうことだ」

「白火の気持ちは白火が一番よく知っている。俺のそばにいるか皇子の手を取るか──それは全部、白火が選ぶことだ。こいつは優やさしいから絆ほだされることもあるが、芯しんは強い。強要されても納なつ得とくしないことにはてこでも頷うなずかないぞ。力ずくで縛しばりつけても、虚むなしさだけしか得られなかっただろう。違うか？」

　聞いていた帯刀が、ぎり、と歯は嚙がみした。

「知ったふうな口を」

「叩たたくさ。これは俺の特権だ」

「減らず口がか」

「白火を守ることがだ」

　白火はもうすでに選んでいる。

　蒼馬の胸むなもとの衣ころもをきゅっと摑つかんで離さない指先。そのさまを見れば、白火の心が一目で伝わる。

　帯刀はじっとそれを眺ながめた。珊さん瑚ごがいつもより白く色を失っているのは、強く力がこもっているからだろうか。

　離れたくないと──それが、白火の意思か。

「帯刀さま」

　鈴すずを振ふる涼すずやかな声が、青年ふたりの間の緊きん張ちようを破る。

「帯刀さまのお気持ち……オレは、嬉しく、ありがたく思います」

「ならば」

　鋭えい利りな双そう眸ぼうにわずかに喜色が浮かぶ。

「最初は怖こわかったけど、途と中ちゆうからは優しくて、その気持ちは伝わってきた。でもオレは」

　怖くはないのに、足から震えて立っていられなくなるようなこの心もとなさは一体何だろう。心をさらけ出すということは、気持ちを伝えるということは、こんなにも頼たよりないものだっただろうか。

　それでも伝えたいことがあるから、白火は必死に声を振り絞しぼった。

　今。

　今こそ、白火の正直な気持ちを伝えなくては。言葉に迷っても、自分の気持ちは決して他人には見えないものだからこそ、行動を起こさなくては。

　固く握にぎった拳こぶしを、大きな手でそっと包みこまれる。

　それに勇気を得て、大きく息を吸いこむ。

　白火がきっぱり心を見せないことには、帯刀も前に進めない。拒きよ絶ぜつすることこそが優しさであり相手への最大の敬意なのだと、今白火は確信した。

「帯刀さまのことは、嫌きらいではありません。でも」

　蒼馬を好きなのだと。

　思いは強くてちっとも恥はずかしいことではないのに、いざ言葉にしようとすると、人に説明しようとするとどうしようもなく恥ずかしいのは何故なぜだろう。一度口にしてしまうと、隠かくしようのない事実だからだろうか。

　顔を真っ赤にして言い淀よどんだ白火に、帯刀がすっと剣を収める。

「もうよい、白火。わかった」

　かちゃりと鞘が鳴った。

「え？」

「その続きは、今聞くのはつらい。──白火」

　小さな手を取り、優ゆう雅がなしぐさで片かた膝ひざをつく。裾すそがひらりと広がり、月光の背景と共に華はなやぎを添そえた。

「帯刀さま!?」

「おい、あんた……」

　白火も蒼馬も目を瞠みはる中、持って生まれた高貴さを失うことなく膝ひざを折り、帯刀は白火をまっすぐに見上げる。

　人前で膝を折るのは初めてだが、とろける琥こ珀はくの瞳の中に自分の姿が映っていることに、不思議なほどの満足感を覚える。きっとこれが、無む償しようの愛というものなのだろうと帯刀は思う。

　計算ずくで計略ずくの世界で生きてきた帯刀に、人を真正面から見つめてその瞳の奥の感情を読むことを教えてくれたのはこの少女だ。白火の態度や物もの腰ごしは、帯刀がこれまで知らずにいた色々なことを教えてくれた。

　人として、心が豊かになったように思う。それは多分、資産を得るよりもずっと難しい。

　淡あわく微笑ほほえみ、首を傾かたむける。

「そなたに忠誠を誓ちかおう」

　白い手の甲こうに唇くちびるでそっと触れる。跪ひざまずいての口づけは、最大級の拝礼だ。帯刀が、持っているすべてのものを白火に捧ささげると──その証あかしでもある。

「生しよう涯がい唯ゆい一いつの誓いだ、白火。私が愛するただひとりの女であるそなたに、私の真の忠誠を捧げる」

「帯刀さま……」

　手を預けたまま、驚いて固まってしまっている白火に帯刀は続ける。

　心からの誠意を表する帯刀の真しん摯しさに、蒼馬も黙だまってなりゆきを見み据すえる。

「私がそなたの後見人だ。医師を呼ぶから、存分に治ち療りようを受けるといい。費用かかりその他は一いつ切さい構わぬ。そなたが望むなら、日輪座も柚木座も後こう援えん者として名乗りを上げよう……そなたが、許してくれるのなら」

「許す……？　何を、ですか……？」

「心を無視して閉じこめたこと──つらい思いをさせたことを、心から詫わびる。──すまなかった、白火」

　もう一度、謝罪の意味をこめて軽く唇で触れ、帯刀がゆっくりと立ち上がる。

「カイ、聞いていたか」

「はいはい、見てました聞いてました。俺もそこの兄さんたちもね。立派な証人です」

　いつの間にかそこにいたカイが、やれやれと言いたげに肩かたをすくめている。あきれたように装よそおってはいるが、その様子はどこか嬉うれしそうだ。矢涼も戻ってきていて、蒼馬の背後に立っていた。

「やっぱり姫ひめさんて、どっか大物っていうかすごいよね。変に影えい響きよう力が強いっていうか、結局誰だれも勝てないっていうかさ。よかったね、皇子みこさまの後ろ盾だてがついたよ」

「確かに、後ろ盾はすごいかもな……」

　思わず答えたのは反射のようなものだ。

　事の次し第だいがまだ飲みこみきれていない白火に、その場にいた全員が小さく笑う。白火はときどき、小さな子供よりあどけない。

　柚木座の看板を背負う蒼馬は、帯刀が後援者につくことの大きさがよくわかっていた。帯刀がつくということは、この国がついたも同然だ。帯刀はただの金持ちでも、力のないお飾かざりの皇族でもない。特別な血筋の、国を操あやつり支配する一族の血を受け継つぐ皇子の後ろ盾──大きすぎて足を引っ張るかもしれないほどに、その影響は大きいだろう。

　正直、日輪座には荷が勝ちすぎる代しろ物ものだ。柚木座でさえ、一いつ瞬しゆん迷って扱あつかいに困る。

　けれど異国の医師を呼んで白火の治療ができるのは心底ありがたかった。
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　芸人は後援者から提供されるものを遠えん慮りよなく受け取り、芸の精しよう進じんのために役立てる義務がある。すべては芸のためなのだ。白火の腕を万ばん全ぜんに戻もどすには、これ以上の手立てはない。

「申し出を、受けてくれるか」

「医師の治療が受けられるのはまたとない機会だ、白火」

　縋すがるように蒼馬を見ると目で合図され、白火がこくりと頷いた。

「はい。お受け、いたします。ありがとうございます」

　ふわりと微笑みを浮うかべる。

「それで、そっちの決着はついたのか」

　こそりと蒼馬が口もとで尋たずねてみると矢涼がむっつり黙りこみ、カイがけらけらと笑い飛ばす。

「五分五分ってとこかな。ね？」

「次こそ必ず仕留めてやる……首根っこをひっ捕つかまえて息の根を止めてやるから覚かく悟ごしていろ」

「うわー、物ぶつ騒そうだねえ。結構血の気多いほう？」

「お前に言われたくはない！　大体、なんだあの逃にげ足の速さは！」

「おい。なにがあったんだ、お前ら」

「若わか太夫たゆう、聞きたい～？」

　カイが青年ふたりを連れて少し離はなれ、帯刀は白火に向き直る。

　言いたいことくらいすべて言っても悪いことはないだろうという、カイなりの気き遣づかいがありがたかった。

　まだだ。

　まだ、告げたい事こと柄がらがある。

　帯刀はさらりと髪かみを流して白火を見つめる。小さな手は、帯刀の手の中のままだ。

「これも、返そう」

　懐ふところから取り出したのは、あの簪かんざしだ。傷ついたり壊こわれたりしないように柔やわらかな手しゆ巾きんに包み、ずっと持ち歩いていたのだ。

「ありがとうございます、帯刀さま」

　戻ってきた簪を胸に抱だき締しめ、白火が嬉しそうに笑う。その笑え顔がおを、眩まぶしいものを見るように目を細める。

　初めて目にした、心からの笑顔だ。

「そなたに出会えてよかった」

　帯刀が腰こしを折って白い手に顔を寄せると、横からぬっと伸のびてきた腕うでがそれを奪うばい取った。

「さっきから黙って見ていれば……三度目はない」

「心の狭せまいことだ。だが、わからぬでもない。この場は引こう。白火」

「はい」

「いつか──そなたを今のように心から微笑ませることができるような、そんな人間になろうと思う。それまでは、その男に預けておく。気に入らんが、他ほかの男よりは多少安全だろうからな」

　最後まで矜きよう持じに溢あふれて、帯刀がくるりと踵きびすを返す。影かげがひとつ、飛び跳はねるようにそのあとを追う。

　餞はなむけの、言葉を。

　月明かりに浮かぶその背に、白火は思わず声を張り上げていた。

「帯刀さまの琵び琶わ、好きです！」

　毎夜の子こ守もり唄うた。あれを聞いていると、怖こわい夢も寂さびしい夢も見ないでぐっすりと眠ねむることができた。

　ぴたりと立ち止まった後ろ姿が、ほんのわずかに頷うなずいた気がした。

　帯刀は今、きっと笑っている。満足そうに、嬉しそうに笑っている。

　あたたかな気持ちに包まれて、白火はそっと蒼馬の胸にもたれかかった。

「白火に若太夫。俺も先に戻る。待っているだろうから」

　誰が、とは言わなくてもわかる。

　矢涼も立ち去り、ふたりきり、静かな川かわ面もに取り残される。久しぶりの静かで穏おだやかな時間だ。

　背後から腕を回され、心地ここちよいぬくもりに浸ひたっていると、蒼馬が耳たぶに唇をくっつけるようにして囁ささやく。

　くすぐったくて少し熱くて変な気持ちで、白火はくすくすと忍しのび笑う。

「白火。お前、気づいているか？」

「なに？」

　くるりと身を捻ひねると、蒼馬が優やさしく苦く笑しようし、包帯の緩ゆるんだ左ひだり腕うでに触ふれた。

「さっき。動いていただろう」

「え…………？」

　蒼馬は見ていたのだ。

　桟敷さじきから舞ぶ台たいに飛び移る際に空中に浮かんだ白火の左腕が、ほんの少しだけれども確かに蒼馬に向かって差し伸べられていた。待ち受けていた蒼馬だからこそ気づいた、些さ細さいな変化──けれどそれはとても大きな変化だ。

「動いた……？　え──まさか……」

　腕に触れると、結び目の緩んだ包帯がはらりと落ちた。左腕を束そく縛ばくしてまとわりついていたものがなくなる。

「本当に……？」

　薄うす茶ちやの瞳ひとみを見開き、ふるふると震ふるえる右手で左腕を抱き締める。

「ああ。俺が見た。噓うそじゃない」

「動、く、かな…………」

　恐おそる恐る左腕に力をこめてみようとすると、蒼馬が白火を引き寄せた。

「焦あせるなよ？　さっきは確かに動いていたんだ。落ちついて、ゆっくりな」

「うん」

　そうは言われても、心臓が早はや鐘がねのように激しく打つ。耳にじかに聞こえる蒼馬の脈も速く、息を詰つめて見守ってくれているのがわかる。白火はゆっくりと、指先に力を入れた。

　ぴくり。

「……っ！」

　わずかに。

　本当に、震える程度に。

　親指が動いて、白火は息を飲む。蒼馬の腕に力がこもる。

「動いた……！」

　喜びの言葉は、想おもいの通じ合った優しい口づけの中に溶とけて消えていく。

「戻って、来れたんですね……？」

「ああ」

　蒼馬の吐と息いきが近づいてくる。

　白火は微笑ほほえんで、そっと目を閉じた。









　あとがき







　皆みなさまこんにちは、もしくは初めまして。河合ゆうみです。

　デビュー作の『花は桜よりも華のごとく』が本当に本屋さんに並んでいる！　と思っていたら、今度は二巻目を出していただけることになり、幸運の波にゆらゆら流されながらこのあとがきを書いております。

　新キャラ投入、もとい、登場の第二幕、お楽しみいただけましたでしょうか。

　剣つるぎの皇子さま、堂々のご登場です。

　この方を呼ぶときは、どうしても「さま付け」したくなってしまいます。何故なぜなのかは私にもわかりません。実はカイのほうがオトナ、という意見もあります（笑）。

　書いていて楽しいふたりでした。そんなふたりに囲まれて、白火は大変だったと思います。

　前作の反はん響きようで驚おどろいたのは、友人たちの間で矢涼の人気が異様に高かったことと、そして「あとがきが先派」率の高さでした（笑）。

　あとがきって、本文を読み終わってから読むものだとばかり思っていたのですが。

　私の周辺、身内友人皆揃そろって「あとがきが先」。

　うーん、類友の見本のようで見事でした。

　拙せつ作さくを読んで、お能や、和の文化に興味を持ってくださった方もいらして、本当に嬉うれしいです。和の風習や文化はとても好きで、心こころ惹ひかれます。今回執しつ筆ぴつ中にお香こうを焚たくこともあったのですが、東大寺の正倉院に、日本の至宝と呼ばれる香こう木ぼく「蘭らん奢じや侍たい」があります。

　帯刀もお香を使っていますが、織お田だ信のぶ長ながなどの時の権力者たちが愛したお香は、どんなものだったのでしょうね。

　お能は私もまだまだビギナーなので、白火と蒼馬に色々教えてもらおうと思っております。

　和の美しさを滴したたるようにたっぷりと描えがいてくださったイラストのサカノ景子先生、今回もどうもありがとうございました！　帯刀とカイはもちろん、全ページ、今からとても楽しみにしております。

　編集ももんがさま、ご多た忙ぼうの中、丁てい寧ねいなご指導をどうもありがとうございました。今後も精しよう進じんして参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　そして、この本を出すためにご尽じん力りよくくださった皆さま、今お手に取ってくださっている皆さまに、心からの感謝を。

　また、皆さまにお目にかかれますことを祈いのって。
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